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こな草に､今年も効きま魂

心水田除草に新しい時代をひらいたDPX-84剤
水田除草､新時代。

※DPX-84の一般名はベンスルフロンメチル
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花と緑の病 害虫

花き種苗類の輸入と械物検疫加藤宏氏原図(本文旧ページ参照）伊藤久也氏原図

(本文5ページ参照）
輸入切花の害虫
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本物の病害 木嶋利男氏原図（本文17ページ参照）
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E木と庭木の病害堀江博道氏原図(本文21ぺー ジ参照)｜球根類の病害 山本孝稀氏原図（本文25ページ参照）
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オーストラリア産キングプロティア（ヤマモガシ科）

タイ産デンドロビューム切花から発見されたFrank"n/e"aSC/7U/tZe/成虫

扇離栽培検査風景

チューリップにおけるウイルス症状(TBVH花）

可上（茎葉）

ﾝクラメン葉腐細菌病

プリムラ軟腐病

⑬ベコニア斑点細菌病

⑲アンスリウム褐斑細菌病

⑩カナメモチごま色斑点病（越冬病葉：新葉発生時に落葉する）

⑪八ナミズキ輪紋葉枯病.(降雨が続くと葉枯れ状となり、落葉する）

⑫チューリップ黒腐病

⑬チューーリツプ球根腐敗病



虫=花と緑の病 F:．

吉松英明氏原図

(本文34ページ参照
ランの病害 井上成信氏原図（本文29ページ参照）

問題となっている切花の害虫
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ナミイシユクセンチユウによるツツジ類の被害と防除対卸
山本敏夫氏原図（本文43ページ参照

木村裕氏原図

(本文38ページ参照）鉢花の害虫
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⑰ハダニの被害（ニューギニアインパテイエンス）

④チャノホコリダニの被害（ガーベラ）

⑨ナミイシュクセンチュウによる被害根

⑩ナミイシュクセンチュウによるツツジ類の被害（上：無対策区、下：対策

⑪ゴマダラカミキリ成虫

⑫シラカシの根幹部の被害（断面）

⑬シロスジカミキリによるアラカシの被害

⑪オドントグロツサムリングスポットウイルス(ORSV)確病カトレヤ

における花の斑入り病（左：建全、右：薩病）

②クローバ葉脈黄化ウイルス(CIYVV)擢病エビネにおけるモザ‘イク病

③シュッコンカスミソウのモモアカアブラムシ

④シュッコンカスミソウのヨトウガ

⑤チューリップヒケナガアブラムシ

⑬チャノキイロアザミウマの被害（ダイアンサス）
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平成2年度の植物防疫関係事業の進め方について
せき

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課関
ぐち

口

よういち

洋一

日本の農業は，生産性向上の立ち遅れ，農産物需給の

不均衡などの諸問題に直面し，厳しい環境が続く中で来

る21世紀を目指した水田農業確立後期対策の推進，土地

利用型農作物の生産性の向上，農業生産資材費の低減，

中山間地域対策としての高付加価値農産物の導入など，

農業・農村の活’性化に重点をおいた諸施策が推進されよ

うとしている。

このような中で植物防疫分野においても上述した現状

や施策に密接に連動した対策の推進が強く求められるよ

うになってきている。

また，農薬の安全性を巡る論議は，ゴルフ場で使用さ

れる農薬やポストハーベスト用に使用される農薬を中心

としてますます高まってきており，これら農薬の安全性

確保に対する総合的な対策を望む声も出始めている。

消費者の健康志向を背景として近年話題となることの

多い無農薬，低農薬などを求めるいわゆる有機栽培運動

は，その定義問題とともに，防除の内容を農産物へ表示

することを求める動きもでてきており，今後，植物防疫

サイドにおいても対応を迫られることもあり得よう。

平成2年度予算はこのような背景の下に対大蔵省要求

が行われ，新規事業として，生産コストの低減を病害虫

防除面から推進しようとする「病害虫広域型防除推進特

別対策事業｣，ゴルフ場農薬対策として「農薬適正使用

緊急対策事業」が認められている。

一方，昭和53年以来都道府県と農業者団体に対し継

続して助成されてきた「イネミズゾウムシ特別防除事業」

は，防除方法の普及・展示の役割を終えたことから，平

成元年度で終了することとされた。

また，植物防疫事業交付金については諸般の事情から

前年に引き続き一部縮減のやむなきに至っている。

以下，平成2年度における植物防疫事業の進め方につ

いて概要を説明する。

I植物防疫事業交付金の確保

植物防疫事業交付金は，主として病害虫防除所の人件

費及び運営費から成り，わが国の植物防疫事業を推進す

るためには欠くことのできない経費である。財政当局か

らは他の交付金と同様に毎年一般財源化を求められてお

GovernmentProjectsonPlantProtectionin1990.

ByYouichiSEKIGUCHI

り，平成2年度においても前述のように一部縮減を行わ

ざるを得なかったわけであるが，これは植防交付金以外

の他の交付金の縮減問題が起こってきたことが大きく影

響している。来年度以降においても交付金を巡ってはそ

の一般財源化なり一部縮減なりが，他の交付金との関連

において議論されるものと予想されるが，植物防疫事業

の根幹となる交付金の存続に向けて万全を期すこととし

たい。

Ⅱ病害虫防除所の機能強化

病害虫防除所の機能強化を目的とした統合は平成元年

4月までに39都府県において実施され，平成2年4月

までにはさらに数県において統合が予定されている。こ

のように統合が進んでいない道県においても統合が急速

に進められる方向であり，今後は統合化された防除所を

いかに機能強化するかが問題となる。このような機能強

化のためには，植物防疫関係事業は技術の開発や調査事

業を含め極力防除所において実施することにより職員の

資質向上を図ること力塑ましいと考えられる。

Ⅲ病害虫発生予察事業の高度化

病害虫の発生予察関連事業には，普通作物，果樹，野

菜の病害虫について調査結果をもとにその後の発生，被

害状況を予測する事業と発生予察技法の開発を進める「特

殊調査事業」や「移動性害虫迅速予察推進事業」などが

あるが，今後の事業の拡充強化の方向として例えば，花

き，公園，街路沿いに植えられている樹木の病害虫，雑

草の発生予察などを試行する特別調査事業の発足を検討

する必要もあるものと考える。

なお，前述したような理由により，特殊調査や今年か

ら開始されるアワヨトウやコブノメイガなどの移動‘性害

虫の予察技法の確立の事業などへの病害虫防除所職員の

積極的参加を期待する。

また，昨年も述べたところであるが，近年低農薬や無

農薬が喧伝されていることを背景として，地域によって

は注意報や警報の発表をためらう傾向がみられているこ

とは，病害虫の適切な防除指導の観点から由々しき問題

である。むしろ発生予察情報を積極的に活用し，低コス

ト防除に努めるよう指導する絶好の機会とみるべきであ

り，正確なデータの収集と分析に努め，適時適切な病害

－1－
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虫発生予察情報を提供されたい。

Ⅳ低コスト防除対策の推進

農業生産資材の節減が，引き続き重要な課題とされ，

農薬についても生産，供給，流通及び利用の各段階にわ

たる一層の合理化が求められている。このような動きに

対処して，病害虫防除のコスト低減を現地段階において

モデル的に実施しようとするのが，平成2年度から新た

に開始される「病害虫広域型防除推進特別対策事業」で

ある。この事業は事業実施主体が現地の防除組織であり，

近年衰退が続いている防除組織の再編整備を進め，これ

までの防除法を再検討し，効果的でよりコストの低い農

薬を選択することなどにより，低コスト防除を地域から

進めようとするものである。その際，防除体制に応じて

天敵昆虫や天敵微生物導入を進めることとし，これら防

除組織により天敵の供給施設を設置できることとしてい

る。事業は1か所3か年間継続して実施される計画であ

り，2年目以降においては，農薬の安全対策のため容器

の処理施設の導入などを進める。

また，この事業には，都道府県への指導費とともに一

部中央団体への助成が含まれている。これは，現地の防

除体制に応じた最も効率的で利用しやすい農薬の容器の

規格や流通体制，安全管理方法などを検討することによ

り，農薬のコスト節減を総合的に進めようとするもので

ある。

V無人へリコプターによる防除の推進

無人ヘリコプターによる病害虫防除については，昨年

度から水稲の実証展示に限って実施するよう指導してき

たところである。この結果，昨年度には30道県88市

町村の約360haが無人ヘリコプターにより防除されたも

のと推定される。これらの実証展示の成果及び各種の調

査成績を踏まえて，機体及び散布装置の性能，操作要員

に対する技術研修などについて，農林水産航空協会にお

いて精力的に検討力稚められている。

平成2年度はこうした利用体制の整備とともに水稲に

ついて無人ヘリコプターによる実用的な農薬の散布の利

用分野，場面などの検討を進めていきたいと考えてい

る。

Ⅵ農薬の安全使用対策の推鑓：

農薬の安全使用対策は，これまでの農耕地を中心とし

た対策ばかりではなく，ゴルフ場，公園，河川敷などで

使用される場合についてもその一層の推進が必要となっ

てきている。平成2年度から開始される「農薬適正使用

緊急対策事業」は，このような地域で使用される農薬に

ついて，その安全使用指導と，芝生や樹木の病害虫の防

除指導を車の両輪として総合的に指導を行っていこうと

するものである。

これまで，農耕地に比べてこれらの分野における病害

虫対策は手薄であった感は否めない。また，これら分野

の病害虫専門家が少ないことにあわせ安全確保対策の内

容等が作物への残留対策や使用時の安全対策が主体とな

る農耕地での農薬安全対策とは異質とならざるを得ない

など推進にあたっては苦労が多いと考えるが，社会的な

要請に対応して病害虫対策を進めることは，今後ともき

わめて重要であると考えている。

Ⅶ輸出入植物検疫への対応

植物防疫所については，近年の輸入植物類の増加に伴

い人員の増加が進められており，平成2年度においても

地方空港の整備やコンテナ検疫対応のため18名の増員

が認められている。

輸入禁止品目に対する解禁要請は相変わらず多いが，

どのような場合においても植物検疫は純技術的な立場か

ら問題の解決にあたることが重要であると考えている。

最近，ガットウルグアイラウンドの場において，植物

検疫の国際的調和や紛争処理の解決法などが議論されて

いるが，これに対しては，各国がおかれた地理的条件の

尊重など科学的立場から検討されることが重要であるこ

となどを主張してきており，今後とも島国であるという

植物検疫に好ましいわが国の環境が十分生かせるよう対

応していくこととしている。

また，果物をはじめとする日本の優秀な農産物を海外

に輸出しようとする場合，植物検疫上の理由により輸入

が規制され輸出が困難なことが多い。この規制解除のた

め，防除法の再検討や消毒法を開発することも重要であ

り，当面はリンゴとカキが輸出できるよう，その技術開

発を優先して進めることとしている。
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はじ めに

この4月1日から大阪の鶴見緑地で，「花と緑と人間生

活のかかわりをとらえ，21世紀へ向けて潤いのある豊

かな社会の創造をめざす」ことをねらいとして，東洋で

初めての大国際園芸博覧会である「国際花と緑の博覧会

(花の万博)」が開かれている。わが国では，大阪万博，
沖縄海洋博，筑波科技博に次ぐ4回目の国際博覧会であ

るが，産業先進国として現代人類の抱えている課題を典

型的に負っている日本において，自国の文化伝統と世界

の多様な庭園，園芸観の遺産を踏まえながら，21世紀

地球社会の平和と繁栄に貢献することをねらいにこの博

覧会が開催されることは誠に時宜を得たものであり，植

物防疫の立場から博覧会に関係する者の一人として，心
からその成功を願うものである。

これを機会に，わが国の花き農業と植物防疫のかかわ

りを整理してみたい。

Iわが国の花き農業

総理府の「国民生活に関する世論調査」によると，今

後の生活の仕方について,1970年代後半は物の豊かさ

を重視する人と心の豊かさを重視する人の割合が同程度

であったが，1980年以降心の豊かさを重視する人の割

合が高まり，その差は開く一方であるという。生活の豊

かさの象徴の一つとも考えられる一世帯当たりの切花の

年間購入額は，1987年には8,900円に達し，1980年

の1．4倍，1975年の2．1倍と消費支出全体の伸び率

を大きく上回る順調な伸びを示している。

また，花木，鉢物等を含む花き全体の生産額は1987

年には4,400億円に達し,1980年の1.5倍,1975年

の3．2倍となっている。農業総産出額がそれぞれr.o

倍，1．2倍であるのに比べその伸びは大きく，農業総産

出額に占める割合も4．2％と果実の2分の1の水準に

達している。

さらに，花きの輸入額は1987年には132億円に達

し，1980年の1．6倍，1975年の8．8倍と急増してい

る。そのうち切花が3分の2を占め，数量ベースで国産

46億本に対し，輸入2億本の割合となっている。

PhytosanitaryAspectofFlowerandGreenery.
YoichiSEKIGUCHI

By

今後の動向を本年1月19日に閣議決定された2000

年を目標年次とする農産物の需要と生産の長期見通しに

みると，長期見通しに初めて取り上げられた花き・花木

については，「生活に潤いと安らぎを求める気運の高ま

りを背景とする旺盛な需要の増加に対応して，大幅な生

産の拡大を見込む｡」とされている。具体的には，切花の
需要が基準年次の1987年の48億本から，目標年次の
2000年には2倍の95億本，国内生産量は46億本か

ら89億本になると見込まれ，輸入量は2億本から6億
本になるものと計算されている。

このような花きをめぐる'情勢に対応して，国レベルで

は1986年野菜・茶業試験場に花き部，1988年農林水
産省本省に花き対策室を設置して，対策の強化を図って

いる。植物防疫関係についてみると，輸入植物検疫に関

しては新たな対策が軌道に乗っているが，国内における

病害虫防除を含め今後検討しなければならない問題も多

い。

Ⅱ花きの病害虫防除

花きの特徴は，第一にその種類数が多いことである。

厳密な計算はさておき，通常我々 が思い浮かべるのは，

果樹で十数種，野菜で数十種程度であるが，花きでは数

百種以上を数えることができる。したがって，種類ごと

の栽培面積は他作目に比べ少ない。第二に，他の作目で

は農業者による農業生産だけを対象としていればほぼ事

足りるが，花きでは，公的機関，企業，個人が管理する

緑地，街路樹，ゴルフ場，家庭園芸といった関連領域を

無視することはできない。第三に，花きは最近人気を集

めているエディブルフラワーなどを除き，ほとんどが非

食用として栽培されることである。これら三つの特徴が，

花きの病害虫防除において他の作目とは異なった問題を

形作っている。

病害虫発生予察事業では，主対象作物として花きを取

り上げている県はほとんどない。花きでイネ，リンゴ，

キャベツなどと同列に事業の対象とすべき種類は多くは

ないと思われるが，農業における花き生産のウェイトの

高まりに合わせ，病害虫発生予察の対象とすることを検

討することも必要である。また，海外からの侵入病害虫

ないし国内の潜在病害虫の顕在化の観点からは，花きは

重要作物であり，思いつくままに列挙しても，シバツト

－3－



152 植物防疫第44巻第4号（1990年）

ガ，イモグサレセンチュウ，シバオサゾウムシ，キンケ

クチブトゾウムシ，グラジオラスアザミウマ，つい最近

のタバココナジラミなどが，花きに関連して問題となっ

た病害虫としてあげられる。前述の緑地，街路樹，ゴル

フ場，家庭園芸などを含め，組織的な調査の強化が必要

となろう。

農業者による農業生産の場面では，農薬による防除が

中心である。現在数十種の花きに適用できる登録農薬が

あるが，花きの種類数，病害虫数ともに全体をカバーす

るには至っていない。この分野での適用拡大には，（社）

日本植物防疫協会が中心になって運営しているマイナー

作物等農薬登録適用拡大の仕組みが利用でき，原則とし

て要望した県が登録に必要な試験成績を作成すればよい

が，現在のところ花きの病害虫についての要望は少ない。

しかしながら，今後は国段階での花き対策の強化ととも

に，県段階でも対策が強化され，花きの病害虫に対する

農薬登録適用拡大の要望もしだいに増加してくるものと

思われる。

公的機関，企業，個人が管理する緑地，街路樹，ゴル

フ場，家庭園芸などの領域では，問題の性質が異なって

くる。農薬，作物，病害虫の組み合わせは同じでも，ま

ず，農薬の使用者が必ずしも農業者ではなく，造園業者，

植木業者，グリーンキーパー，園芸愛好家などである。

次に，農薬の使用場所が必ずしも農地ではなく，不特定

多数の人が出入りする場所であったり居住場所であった

りする。農薬の登録に際しては，もちろんこれらのこと

を前提として検査を行い，使用者の健康の保護と環境の

保全を図っているが，さらにこの領域における農薬の安

全使用を推進するため，昨年8月28日に「緑の安全推

進協会｣(会長熊沢喜久雄氏）が設立された。当面はゴ

ルフ場等の農薬安全使用推進が中心になるものと思われ

るが，都道府県段階にも組織を整備し，前述のような農

薬使用者を糾合した幅広い活動を期待したい。また，

1990年度から実施される予定の「農薬適正使用緊急対

策事業｣，「リエントリー影響調査技術確立事業」がこの

領域における農薬の安全使用推進に役立つものと期待さ

れる。

最後に，エデイブルフラワー（食用花き）の話題を取

り上げる。従来，食用菊，菜の花，シソの花など野菜的

に食用に供されるものはあったが，最近，ファッション

の一部として観賞用だけであった花きを，食用にしよう

とする動きがある。種類，量ともに，将来どの程度発展

するか門外漢には全く予想もつかないが，今後の動きに

注目したい。

Ⅲ花きの植物検疫

輸入植物検疫に関しては新たな対策が軌道に乗ってい

ると前述したが，その第一は切花の輸出前検査制度であ

る。輸入時点における植物検査は荷口を一定量抽出して

行っているが，1985年以降わが国植物防疫官による輸

出前現地検査など，一定の条件を満たしたものについて

はこれを軽減し，検査の迅速化を図っている。この制度

が実際に適用されているのは現在のところオランダ産切

花だけであるが，年間を通じて同国に2～3名の植物防

疫官を派遣している。第二は，オランダ産花き球根の輸

入後の隔離検疫免除である。花き球根などについては，

ウイルスを主対象として輸入時の検査ののち隔離検疫が

行われるが，1987年から特殊容器に封入されたオラン

ダ産ヒヤシンス及びアマリリス球根が，また，わが国植

物防疫官による輸出前の栽培地検査など一定の条件の下

に，1988年からはチューリップ球根，本年1月からはユ

リ球根がこれを免除されている。この制度は，切花の現

地検査と併せて，着実に実績をあげつつある。

このような措置は植物検疫の緩和ではないかという一

部のうがった見方があるが，輸入植物検疫の目的は海外

からの病害虫の侵入防止であり，試行調査などを経て技

術的には従来と同等の検査精度の確保等万全の措置をと

って慎重に採用した合理的な制度である。国際社会にお

けるわが国の位置付けから，施設，人員などの不足を理

由として植物検疫が輸入障壁になるようなことは到底許

されないことである。

一方，今後も予想される花き，球根類の輸入量の増加

に対応して，検査施設，検査官の拡充を図ることは重要

な対策であるが，一方では，これらの花き，球根類の検

査消毒技術を格段に向上させることも重要な課題として

残される。

これまでも，花き，果実等を対象として効果が高くか

つ障害の少ない消毒技術の開発に鋭意取り組んできてい

るが，今後さらに消毒時間の短縮，適用範囲の拡大等効

率的かつ確実な消毒技術の早期確立を期待したいもので

ある。
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はじめに

今春，4月1日から大阪府下の鶴見緑地公園で「国際

花と緑の博覧会（花の万博)」が開幕されている。

この万博は国際園芸家協会(AIPH)により大国際園

芸博として承認を得て，国際博覧会条約に基づいて開催

されており，わが国では日本万博(1970年),沖縄海洋

博（1975年)，つくば科学博（1985年）に次ぐ4番目の

もので，園芸を主体とした国際博覧会である。

今世紀における高度の機械文明の発達，人口の都市集

中に伴う地球規模の環境汚染力惟んでいる今日，花と緑

に代表される自然と人間生活との調和を考え直すうえで，

この万博の開催は大きな意義を持つものといえよう。

万博の開催準備は1986年.BIE(博覧会国際事務局）

による承認，登録を得た後，同年に設立された財団法人

国際花と緑の博覧会協会（以下，博覧会協会）が母体と

なり進められてきた。一方，政府もこれを国家的行事と

位置付け，諸外国に対する出展参加の招請活動を活発に

展開した結果，図－1に示すように北半球，南半球を問

わず世界中から78か国，53国際機関の多数の参加を

得るに至っている。中でも珍しい植物の宝庫である熱帯，

亜熱帯地域からの参加国が多いのがこれまでの博覧会に

みられない一つの特徴となっている。

花の万博が園芸博ということから文字どおり植物類が

主役を演じており，海外から多種，多様の植物が展示さ

れている。また，万博の目玉である会期中に週1回程度

の割合で催される各種園芸コンテストにも，多数の植物

が出展されるものと予想されている。

これら出展植物類に対する検疫をできるだけ迅速に実

施し万博の円滑な運営に配慮するとともに，植物類に寄

生して侵入しようとする病害虫を完全に阻止することが

植物検疫に課せられた任務となっている。

このようなことから，1986年10月，「国際花と緑の

博覧会における植物検疫上の取扱いについて」の方針が

農林水産大臣から発表され，これに基づいて会場内に植

物防疫所の出張所が開設されるなど，所要の体制が整え

られている。花の万博の概要とこれにかかわる植物検疫

PlantQuarantineintheInternationalGardenand

GreeneryExposition,Osaka,Japan,1990.ByShinii

KlMURAandTadayukiINOUE

の対応について紹介したい。

I花の万博会場の概要

会場となる鶴見緑地は，大阪市の東北部，市の中心か

ら約8km離れた守口市の一部を含む約105haの地域

である。かつて，この地域は辺り一面レンコン，クワイ

などが栽培されていた低湿地であったが，1962年ごろ

から大阪市が過密都市対策の一環として，市民に憩いの

場を提供することを目的に都市廃棄物，地下鉄工事など

に伴う残土や瓦磯それに真砂土など約900万m'を投

入して最も高いところで海抜45mとなる丘陵地に造成

したところである。

会場はその起伏のある地形を利用しながら，この万博

の基本理念に基づき「山｣，「野｣，「街」のエリアから構

成されており，それらがお互いに融合し，連続的な空間

を形成するよう設計されている。

山のエリアには政府苑，各国の伝統的な庭園やテーマ

庭園，花壇などが出展されている。メインとなる政府苑

は「自然・科学｣，「文化・伝統｣，「産業．技術｣，「都市．

環境｣，「生活・未来」の五つのテーマ館からなり，世界

最大といわれているラフレシアの花はここに展示されて

いる。

野のエリアは山と街のエリアを結ぶ会場の中心部に位

置し，大池や大花壇を背景に各種植物のコンテストが催

される国際展示館などが配置されている。

2haの大花壇には約20万株の草花が栽培され，四季

折々の花が楽しめるよう計画されている。

街のエリアには花の大温室「咲くやこの花館」をはじ

め各種民間の展示館が立ち並んでおり，アミューズメン

トゾーンへと続いている。

この「咲くやこの花館」には熱帯から極地帯までの植

物約2,600種,15,000株が集められており，気候別に

分けられた八つのゾーンにおのおの植え付けられている。

海外からの出展植物類の検疫はこの街のエリアに隣接

して建設されている検査管理棟で実施されている。

Ⅱ花の万博にかかわる植物検疫

1出展される植物類の輸入検疫

植物検疫は，海外から輸入される植物に寄生している

病害虫の侵入を防止し，わが国農林業生産の安全と助長

－5－
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及び豊かな緑の資源をこれら病害虫の被害から守るべき

任務を負っている。このようなことから，花の万博に出

展される海外からの植物類についても当然検疫を実施す

ることにしている。

しかしながら，この万博が国際的な大きなイベントで

もあることから，植物検疫についても技術的に可能な限

りいくつかの特別措置を講じている。

（1）輸入検査の場所

輸入検査は植物類が最初に到着した港で実施されるこ

とが基本となっている。しかしながら混載貨物などで輸

入され，港で十分な検査が実施できない場合，または精

密検査力撚わるまで植物を良好な状態で保っておく施設，

場所がないなど特殊な事情がある場合は，港で確認検査

を行った後，万博会場内に設置されている植物防疫所で

精密検査が実施できることになっている。このためには，

①会場への出展植物の輸送に使用する容器は密閉型輸送

機器（密閉型コンテナ）またはこれと同等のものである

こと，②輸送容器の外側には，出展植物力頼載されてい

る旨の表示がされていること，③出展植物が収容された

輸送容器には封印がなされること，④会場へ輸送する途

中で事故が生じた場合，直ちに出発地の植物防疫所に連

絡するとともに，迅速に対応して，必要に応じ消毒など

の適切な措置がとれる体制にあること，⑤輸送に使用し

た容器は，必要に応じ消毒や清掃が実施できる体制にあ

ることなど，会場への移動にあたり病害虫が分散しない

ように一定の条件を満たすことが前提となっている。こ

の措置により検疫の迅速化が図られ，植物のより新鮮な

状態での展示が可能となっている。

（2）土付き植物の取り扱い

土は種々の病害虫の生息の場であることから，土また

は土付き植物の輸入は植物防疫法により禁止されている。

このため，苗木類は土以外の植え込み材料，例えばピー

トモス，ミズゴケ，パーライトなどに植え付けて輸入す

るよう指導している。しかしながら，土を除去すること

により，枯死または観賞価値が著しく損われるもの，盆

栽のように植物と土とが一体となって観賞されるものな

ど，土と不可分の状態で栽培され，あらかじめ一定の容

器に植えられているものについては現行の「試験研究の

ための農林水産大臣の輸入許可制度」を適用し，特別の

条件の下に輸入を認めることとしている。すなわち，病

害虫の散逸防止措置が十分であれば，試験研究実施期間

中の一定期間を会場で管理することも認められるという

ものである。

この際の主な条件として，①輸入後の管理方法，管理

場所及び管理責任者が定められていること，②植物が一

定の大きさの，かん水及び土壌の流失，散逸を防止でき

る構造のものに植え付けられていること，③一般観覧者

の手が触れない距離を隔てた場所，または手が触れない

措置を講じた場所に展示されること，④会場内で展示場

所などを移動する場合事前に承認を受けること，⑤輸入

を許可された土付き植物と同一の鉢または区画に混和さ

れた植物及び資材については，輸入を許可された植物と

同じ扱いとなること，⑥コケなどのカバープランッで土

の表面が覆われている場合を除き，植物を植え付けた鉢

の表面は輸入後直ちに細い目の網で被覆されることなど

があげられる。

この制度を活用して学術的にも貴重な極地植物などが

展示されている。

（3）隔離検査対象植物の取り扱い

特定の果樹苗木，花き球根類などについては輸入港で

の検査を受けた後，さらにウイルス病などの感染の有無

を調べるため隔離栽培を行い，その期間中に汁液，接ぎ

木接種などの生物検定,ELISA法をはじめとする抗血

清検定，電子顕微鏡を用いた検定などの精密検査を実施

することになっている。この隔離栽培の期間は果樹類に

ついては通常1年，その他のものについては1作期間（数

か月）である。このうち花き球根類については肉眼検査

が比較的容易であることから，会場内で展示されている

場所を隔離栽培場所に指定し，展示を兼ねて隔離検査を

実施することにしている。この場合，①植物は博覧会協

会によって管理され，その管理状況（栽培計画及び植え

付け場所，隔離命令番号，植物名，品種名及び数量）を

明らかにした図面が提出されること，②隔離栽培期間中

は，隔離栽培対象植物である旨の表示がなされること，

③植物の植え付け場所と観覧者用通路との間には，観覧

者の手が触れない程度の距離が保たれていること，④植

物の植え付けにあたっては，同科の植物または他の植物

と栽培床が分離され，これらの植物と接触しないような

対策が講じられていること，⑤植物を他の場所へ移動す

る場合は，事前に許可を受けること，⑥隔離栽培が実施

された場所は，隔離栽培終了後土壌消毒がなされること

などの条件が付けられている。

2わが国から輸出される植物類の検疫

世界の多くの国々は，わが国と同様国際植物防疫条約

に加盟し，国外からの病害虫の侵入を防止するため自国

の実情に応じた植物検疫を実施している。したがって，

わが国から輸出される植物類についても仕向国の植物検

疫上の要求事項に基づいた検査をうけ，これに合格した

ものでなければ輸出できないことになっている。この輸

出植物の検査は，万博期間中会場内に設置された出張所

－7－
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でも実施している。この際注意が必要なのは，輸出する

植物の種類によっては仕向国側で輸出時における検査(生

産物検査）のみではなく，その植物が生育している期間

中における病害虫検査の実施を要求していることがある

点である。この場合，会場内に栽培されているものにつ

いてはその場所において栽培地検査を実施するとともに，

輸入されたもので隔離検査に合格したものをそのまま輸

出する場合には，その合格をもって栽培地検査に合格し

たものとみなすなどの措置も講じられている。さらに，

仕向国によっては上記事項以外にも検疫上いろいろな規

制を行っていることもあるので，植物類の輸出にあたっ

ては事前に最寄りの植物防疫所または博覧会協会（植物

管理部検疫調整課）へ照会されることをお勧めする。

3万博会場内における病害虫侵入警戒調査

海外からの病害虫の侵入防止に万全を期すため，大阪

府，博覧会協会の協力を得て会期期間中会場内及びその

周辺地域について巡回調査，トラップ調査，土壌検診な

どを実施することとしている。

会場内においては参加国からの出展状況により，また，

会場周辺地域においては植生などの環境条件を考慮し，

重点調査地域を定めている。侵入警戒調査のうち，トラ

ップ調査に供するトラップの種類，設置個数，誘引剤及

び対象害虫は表－1のとおりである。

また，土壌検診については，線虫が寄生している疑い

のある植物について，それら植物の根及び周辺土壌を採

取し，ベールマン法またはフェンウイック法により随時

検査を行うことにしている。なお，巡回調査は会場内で

表－1トラップによる侵入害虫調査

トラップの種類

スタイナー型

マクファイル型

粘着式

落とし穴式

ライトトラップ

5

タンパク加水分解物

対象害虫

チチュウカイミバエ

ﾐカンコミバエ

ウリミバエ

クインスランドミバエ

ミナミアメリカミバエ

メキシゴミバエ

カリブミバエ

コドリンガ

ゾウムシ類

ガ類，カメムシ類

は毎週2回，会場周辺では毎週1回，トラップ調査は会

場内外とも毎週1回の割合で実施している。

さらに，病害虫の侵入発生が確認された場合を想定し，

連絡網，応急措置，防除対策などに関するいわゆる行動

計画を作成し万一に備えている。

4万博会場内に開設された植物防疫所

これまでに述べたような花の万博にかかわる植物検疫

方針を実施にうつすため，会場内に植物防疫官を常駐さ

せることとし，1988年4月，会場内に神戸植物防疫所大

阪支所博覧会出張所力輔限を定めて開設され，所要の検

疫業務の遂行にあたっている。

当出張所の検疫施設は事務室(68m'),精密検査室

Mm2.検査場112m2,検査品保管庫(12m*),消毒

庫(31m2),検定用ガラス室(53m'),焼却炉などからな

っている。さらに，′恒温水槽，オートクレーブ，乾熱滅

菌器，顕微鏡，インキュベータ，など病害虫の精密検査

に必要な備品も完備されている。

出張所の主な業務として，①海外からの出展植物の輸

入検査,②会場内で展示を兼ねて行う球根類の隔離検査，

③農林水産大臣の特別許可を受けて輸入された土付き植

物類の管理状況の取り締まり，④外国人などが持ち帰る

植物類の輸出検査及び栽培地検査,⑤会場内外での定期

的な巡回調査及びトラップを用いた病害虫侵入警戒調査，

などの直接的な検疫業務のほか，検疫を円滑に実施する

ため説明会を開催するなどして出展者，通関，運送関係

者及び一般の人々への広報活動があげられる。

おわりに

これまでに出展植物として，約500種，2．5万株が

輸入されており，特に大きな問題もなく無事検疫を終了

している。これらの中には，マダガスカル特産で樹幹が

異常に肥大し，壷や瓶の形をしていることから壷植物と

も呼ばれ，果実が清涼飲料にも利用されるキワタ科のバ

オバブ{Adansoniadig"αjα）の木，同じく樹高が3m

に及ぶ柱サボテン形で樹幹に多数のとげがあり，2枚の

小葉が互いに向き合って垂直に出ているデイデイエーレ

ア科のアリユオーディア・アスケンデンス（〃んαudin

ascendens)などがある。今後，各種コンテストのスケ

ジュールに合わせ参加各国から多種の草花が出展される

ものと考えられる。これら植物に対しても博覧会協会を

はじめ関係者との連携を一層密にして，迅速，的確な検

疫を行い万博の成功に協力していきたいと考えている。
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輸 入切花の害虫
いとうひさなり

農林水産省横 浜 植 物 防 疫 所 伊 藤 久 也

へ侵入・定着し，切花生産に甚大な被害を及ぼす可能性

を潜在的に有しているものといえる。

日本の国土は，亜寒帯から亜熱帯にかけて細長く連な

った地形を有しており，様々な生活様式を備えた侵入害

虫に対し，容易に環境適応の場を提供することになる。

また，花の害虫類は，一般的に生活環力頓<増殖率も

高いところから，いったん侵入を許すと切花産業に重大

な被害を及ぼすことが懸念される。

植物検疫現場において発見される害虫のステージは，

卵や若齢幼虫（若虫）の段階のものが多く，ダニやアザ

ミウマなどのように植物の葉の裏，芽や花弁のすき間に

潜んでいるものまで多様である。また，本来寄主植物で

ない植物の容器包装の中に重要な害虫力稽入し，輸入検

査で発見される事例も多い。

以下，輸入検疫実績をもとに本稿を進めるが，ナメク

ジなど柄眼目類についても，便宜上“害虫”として取り

扱ったことをあらかじめお断わりしておく。

I輸入切花の種類と生産国

1輸入切花の検査数量の変遷

過去10年の検査数量の推移を図-1に示した。

輸入切花の検査数量は，1973年以降漸増の傾向にあ

ったが，1987年の第二次オイルショックに連動した航空

運賃の値上がりなどによって一次的に低迷し，1984年以

はじめに

切花は鮮度が生命である。したがって長距離輸送を伴

う輸入切花は，現在全輸入量の78％が迅速な輸送が可

能な航空機で輸入されており，比較的日持ちのするレザ

ーファーンや，輸送距離が短く大量荷口で輸送される台

湾産キクなどのような，特定の種類の切花が海上コンテ

ナーによって輸入されている。貨物積載能力lOOtを超

える大型航空機の就航と,40か国,90を超える都市と

を結んだ航空輸送体系のネットワーク化は，安定した輸

送システムと需給バランスを維持することにより，輸送

コストの軽減を実現し，さらに時間的距離の短縮を果た

すことによって，鮮度の維持が課題となっていた輸入切

花のビジネスに，大きな革新をもたらしている。

一方，鮮度保持剤の導入や保冷材を取り入れた梱包な

ど，技術開発力惟められ，また，消費拡大を目指して国

内消費者のニーズに合った品種の発掘，新品種の開発，

国民の生活意識の変化，さらに，切花専門業者に加えて

異業種からの参入が始まり，新産地の探索や新たな販路

の整備に一段と拍車がかかり，宅配便や贈答用に仕上げ

られたブーケや花束のように，商品化された多様な形態

の切花も輸入されるようになった。

このように，国内の花マーケットに新生した“輸入切

花産業”は，円高メリットなど経済情勢の変化も加わっ

て，輸入数量は過去5年の間に3．6倍以上の伸びをみ

せており，国内市場における輸入切花の取り扱い数量の

シェアも，2～3％から10%に迫る勢いとなっている。

この間，輸入される切花の種類は,200種類を超え，

牛産国も日本とは季節が反対のオーストラリアや南アフ

リカ，中央アメリカのコロンビア，常夏の国タイやシン

ガポール，ヨーロッパの花の流通拠点であるオランダな

ど，68か国にわたり，世界のあらゆる地域から短時間の

うちに，多くの種類の花が多様な形態で大量に輸入され

るところとなった。

したがって，これらの切花に付着して外来の花の害虫

がわが国へ持ち込まれる機会も増大している。そしてこ

れら害虫の中にはわが国未発生の重要な種類も少なくな

い。このことは，これら重要な害虫類が国内の園芸産地

3Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
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検
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図－1輸入切花の検査実績の推移
InsectPestsofImportedCutflowers. ByHisanari

lTOH
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降再び上昇に転じている。その後オランダ産切花の輸出

前検査システムの導入，さらに円高メリットや航空運賃

の値下げなどが好材料となって，近年5か年間に毎年約

30%の伸び率で急増している。

特に，1988年には前年対比163％となり，近年6年

間の増加割合は4．1倍に達している。

2輸入切花の種類と輸出国

輸入切花の主要な輸出国は，表－1に示したとおりで

あり，上位3か国の占める割合は，全体の72％である。

最近の傾向として特筆されるのは，オランダ及びオー

ストラリア産切花の急増であり，輸入検査数量は前年対

比200%を上回った。特にオランダの全数量に対するシ

ェアは前年の5．5％から一挙に14％になり，台湾を抜

いて第3位の輸出国となった。

輸入切花の上位10種を表-2に示した。最も多い種

類は，デンドロビュームなどのラン類であり全体数量の

35％を占め，シダ類，キクなど上位3種を合わせると

全体の70%を占めている。

近年，増加の目立つ種類は，コスタリカ産のレザーフ

アーンであり，1988年の輸入検査実績は輸入が始まった

1986年より4倍増の550万本となった。これは，輸入

業者の新産地開拓によるものであり，このほかにも南ア

フリカ産のオーニソガラム，オーストラリア産のカーネ

ーション，モーリシャス産のアンスリュームなども開発

輸入の例として急増してきている。

また，南半球のオーストラリアからは，いわゆるWild

flowerと称されるプロテイア類やワックスフラワー，カ

ンガルーポーなどの珍しい花の種類が増え始めている。

Ⅱ輸入切花の検疫で発見された害虫類

1輸入切花で発見される害虫の種類と輸出国

輸入検査において，害虫付着などのため不合格となる

割合は，輸出国及び切花の種類によって違いがあるが，

1988年実績では平均23％であり,7,400万本が消毒

の後輸入された。

輸入検査において発見された害虫を「目」によって分

類した状況は図－2のとおりである。これによると，アザ

ミウマ目の発見回数が最も多く，次いでダニ目，アブラ

ムシ類，カイガラムシ類などの半遡目，ヤガ類の鱗麹目

の順となっている。ゾウムシ類など甲虫目の発見回数も少

なくないが，これらゾウムシ類の中にはキンケクチブト

ゾウムシ{Otioγ伽nchussulcatusF.),フラーバラゾ

ウムシ(Pantomorusceγひ加哩sBoheman),アルファ

ルファタコゾウムシ(HypeγαposticaGYLLENHAL)

表－1切花の主要輸出国別輸入検査数量（1988）

（単位：百万本）

輸出国

(地域） 主な種類

タイ

ア メ リ カ

オランダ
ム

湾口

シンガポール

オーストラリア

コスタリカ

ﾆｭｰｰﾗﾝ

南アフリカ

ハワ イ

そ の他

計

112

71

45

35

15

11

6

5

4

4

11

319

１
３
２
１
８
３
９
５
３
１
４

０
●
●
●
●
●
●
●
０
、
●

聞
朋
Ⅲ
Ⅱ
４
３
１
１
１
１
３
Ⅱ１

デﾝﾛｭー ﾑ,オンシジューム(ii6種）

ﾚザーﾌｧーﾝ,べｱーグﾗｽ,ｶーﾈーｼｮﾝ(ft12種）
ﾌﾘーｱ,ﾁｭーﾘｯプ,ユリ,ﾈﾘﾈ,バラ(他1冊種）
ｷｸ，グラジオラス(他16i)
オンシジューム，デンドロピューム(他20種）
ﾜｯｸｽﾌﾗﾜー'アニがﾝザｽ,ｶー ﾈーｼｮﾝ(他93種）
レザーファーン(他4種）

ｶﾗー ，シンビジューム(他59種）

ｵー ﾆｿがﾗﾑ'ブローデｲｴー ｱ,エリカ(他24種）
アンスリューム(他26種）

．A
表－2主な輸入切花の種類と輸出国（1988）

（単位：百万本）

種 類 主な輪 出国

タイ（間.6),シンガポール(12.2）他13か国
アメリカ(船.8),コスタリカ(12.4)他12か国
台湾(98.6)fillか国
アメリカ(的.9）他2か国
オランダ(開.8）他3か国
オランダ(17.9),アメリカ(17.5)ft20か国
オランダ(97.7）他6か国
オランダ(朋.1),台湾(8.1)ftnか国
オランダ(94.4),スワジランド（3.6）他2か国
オランダ(83.6),ﾆｭー ﾗーﾝﾄ゙（6.0)他17か国

ラン

シダ

キク

ベァーグラス

フリージア

カーネーション

チューリップ

ユリ

ネリネ
バ ラ

その他
△

計ロ

l14

05001000

発見回数

図－2輸入切花における害虫（類別）発見状況（1988）

凡例：グラフ末尾の記号は発見時のステージ

e:卵,L:幼虫,n:若虫，

p:tie,A:成虫
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など，わが国への侵入を特に警戒している重要害虫が含

まれている。

このほか，アメリカ産モミの木からはジュウイチホシウ

リハムシ{DiabroticaundecimpunctataMaNNERHEIM)

力溌見されている。本種も要警戒の重要害虫であるが，

これら「特定重要害虫」についての詳細は後段に譲るこ

ととする。

輸出国別の発見害虫の主要なものについて，表－3に

示した。このうちわが国未発生の害虫について特筆され

るものは次のとおりである。

Fγα犯ﾙ"伽ie〃αSc伽"zeiは熱帯地域原産のアザミウ

マであり，切花の輸出主要8か国のうち，5か国産切花

から発見されている。本種はキク科，マメ科のほか，タバ

コ，トマト，マンゴウ，ワタなど寄主範囲がきわめて広

く，オランダでは貯蔵球根から発見された記録(L.A.

Moundetal.,1976)もある。また，本種はトマト黄

化えそウイルスの媒介虫としても著名で，世界的に広範

囲に分布していることから，その侵入防止に万全を期し

ている。

Fγαれん"伽ie〃αoccide”jα〃sはアメリカ原産のアザミ

ウマであるが，オランダ，ハワイのほか，スペイン，ニ

ュージーランド産切花からも発見されており，世界に広

く分布しているものと考えられる。本種も前種同様トマ

ト黄化えそウイルスの媒介虫であり，オランダではカブ

リダニを用いた防除技術を開発中であることが，矢野

(1988）によって紹介されている。

剛γips”αginisはオーストラリア原産のアザミウマ

であるが，ニュージーランド産の切花からも発見されて

おり，リンゴの花のほか広範囲な植物を加害することが

認められている。

輸出国（地域）

タイ

アメリカ

台 湾

オランダ

オーストラリア

ハワイ

南アフリカ

ニュージーランド

切花の主な種類

デンドロビューム

オンシジューム

レザーファーン

カーネーション

キク，グラジオラス

フリージア，

ツプ，ユリ，
バ ラ

チューリ

ネリネ，

ワックスフラワー，ア

ニゴザンザス，カーネ
ーション

アンスリューム，プロ

テイア，バンクシア

オーニソガラム，ブロ

ーディエーア

シンビジューム，
カラー

表－3主要輸出国別発見害虫（1985～88）

主な発見 害 虫

アザミウマ類：ミナミキイロアザミウマ,Diehγ0,0肋γ"SCOγbej〃
ハナアザミウマ,Fγα7@ん〃泥je〃αSc伽〃zej

アブラムシ類：ワタアブラムシ，ミカンミドリアプラムシ

ガ類：ヤガ科の1種，ハマキガ科の1種，ミノガ科の1種，ハスモンヨトウ
アザミウマ類：厨α城〃”je〃aoccide冗加〃s，ネギアザミウマ

アブラムシ類：モモアカアブラムシ，チューリップヒゲナガアブラムシ,Aphisfabae
ゾウムシ類：※キンケクチブトゾウムシ

ハムシ類：※ジュウイチホシウリハムシ

ダ二類：ハダニ科の1種

アザミウマ類：グラジオラスアザミウマ，ヒラズハナアザミウマ，ハナアザミウマ
アブラムシ類：ミカンミドリアブラムシ，モモアカアブラムシ，ワタアブラムシ
ダ二類：ハダニ科の1種

アザミウマ類：ネギアザミウマ,Fγα”klinie〃αOccidentα〃s
アブラムシ類：ワタアブラムシ

ゾウムシ類：※キンケクチブトゾウムシ

ダ二類：ハダニ科の1種

アザミウマ類：恥γips"αg航js，Fγα城〃泥je〃αSc"〃zej
アブラムシ類：モモアカアブラムシ，チューリップヒゲナガアブラムシ

カイガラムシ類：マルカイガラムシ科の1種，コナカイガラムシ科の1種

カメムシ類：カメムシ科の1種

ゾウムシ類：クチブトゾウムシ亜科の1種
ダ二類：ハダニ科の1種
マイマイ類：オナジマイマイ

アザミウマ類iFranklinie〃αaccidentα〃s,F.sc伽"zej
アブラムシ類：モモアカアプラムシ，ワタアプラムシ
コナジラミ類：コナジラミ科の1種

カメムシ類：カメムシ科の1種

ゾウムシ類：※フラーバラゾウムシ，※アルファルファタコゾウムシ

ダ二類：ハダニ科の1種

アザミウマ類'.Franﾙlinie〃αschultzei.ネギアザミウマ
アブラムシ類：アブラムシ科の1種

コナジラミ類：コナジラミ科の1種

カメムシ類：カメムシ科の1種

アザミウマ類：”γ叩sobscuγα”s,Fγα城〃犯je〃αSc伽〃zei.那γipsimaginis.
ネギアザミウマ

アブラムシ類：モモアカアブラムシ，チューリップヒゲナガアブラムシ
ゾウムシ類：※フラーバラゾウムシ

ダ二類：ハダニ科の1種
マイマイ類：オナジマイマイ

ナメクジ類：コウラナメクジ

※特定重要病害虫検疫要綱で指定された特定重要害虫．
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2輸入切花で発見された特定重要害虫

昭和53年，特定重要病害虫検疫要綱が制定され，わ

が国が特に侵入を警戒する特定重要病害虫を指定すると

ともに，それら病害虫を対象とした検疫実施上の指標と，

発見病害虫の同定技術などを重点とした特別な検疫体制

が実施されている。本要綱は，わが国未発生の病害虫の

中から経済的価値の高い植物に加害性があり，寄主範囲

も広く，多大な被害が予測されるもの，また，わが国の

気候が発生環境として適しており，防除が困難視され諸

外国でも侵入を警戒している糸状菌，細菌，マイコプラ

ズマ，ウイルス，ウイロイド，害虫，線虫など，当初30

種（後に12種追加）を重要度の高い病害虫として指定

し，検疫上特別な対策を講じているものである。

輸入切花の検疫においても，本要綱の検査指標に基づ

いて対象とされている輸出国及び植物について重点的な

検疫を実施している。

近年，切花の輸入検査で特定重要害虫が発見された実

績は表－3に示したとおりであり，4か国から輸入され

た切花で，以下の4種が発見されている。

フラーバラゾウムシは，ヨーロッパ，北アフリカ，中

南アフリカ，南北アメリカ，大洋州など広範囲に分布し，

寄主範囲も広く，特にカンキツ類の害虫として重要視さ

れており，切花の検疫で最も多く発見される害虫である。

ハワイ産プロティア，ニュージーランド産プロティア，

バンクシャ，エリカなどの容器包装内や，植物に付着し

た状態で発見されており，その分布拡大は植物の人為的

な移動に伴ってなされたと考えられている。近年ではア

ジアを除く温帯各地に分布を拡大しており，わが国へ侵

入した場合は温室害虫となりうる危険性がきわめて高い

害虫の一つである。

キンケクチブトゾウムシは，アメリカ産モミの木及び

オランダ産ライラックから発見されている。本種は，バ

ラ科植物（ピラカンサス，コトネアスターなど)，シクラ

メン及びグロキシニアの球根を食害する広食性の害虫で

ある。国内では昭和56年に静岡県で初めて発生が確認

され，その後全国の13か所で発生が確認された。発生

地では根絶防除が実施され，現在は極めて限られた2か

所での発生に過ぎず引き続き根絶防除が行われている。

アルファルファタコゾウムシは，ヨーロッパ原産で，

ソ連，西アジア，北アフリカ及び北アメリカに分布する

マメ科牧草の重要な害虫である。輸入検査では，ハワイ

産プロテイアの容器包装内から発見されている。国内で

は，昭和57年福岡県及び沖縄本島で発生力確認され，

現在までに九州全県，沖縄，兵庫，香川，和歌山県の一

部でも発生力雅認されている。発生の拡大に伴って，長

崎，佐賀両県ではレンゲの被害が大きく，養蜂産業にと

って深刻な問題となっている。薬剤防除に際して，ミツ

バチへの影響も考えられることから，天敵の利用も試験

的に行われている。

ジュウイチホシウリハムシは，北アメリカに分布する

ウリ類，イネ科牧草などの害虫として知られているが，

輸入検査ではアメリカ産モミの木から発見されている。

本種も虫体が保護されるような場所に潜り込む性質があ

り，寄主植物以外の植物のすき間や，容器などに潜入し

て国内に搬入される恐れがあり，侵入警戒を要する害虫

である。

おわりに

交通手段，輸送方法の改革は，同時に人的，物的交流

を活発化させることになる。このことは害虫の国際間の

移動に対しても大きな影響を与えることになる。また施

設園芸の増加など害虫の生活環境の変化は，従来の生態

系の中では被害の目立たなかった害虫が大害虫として注

目されるようになる。

切花の検疫現場において発見されるアザミウマやハダ

ニ類は，検出の難しい小型の吸汁性害虫である。しかも

広食性があり，冬季非休眠型，単為生殖が可能で増殖率

が高いことや，殺虫剤に対して抵抗'性を発達させている

ものが多く，防除の困難な害虫となる要素が大きい。

このため，植物防疫所では，これら微j､昆虫について

精密検定体制の整備を図り，微小害虫類の検索や被害様

相の解明，サンプルの収集，検査現場で容易に利用でき

る簡易識別法の開発導入などを積極的に行い，的確な検

疫を進める努力をしている。

一方，ヒッチハイカーとして発見され，侵入が阻止さ

れているゾウムシ類やハムシ類は，寄主植物以外の植物

に付着していたり，あるいは休眠の場所として選んだも

のが，日本へ輸入される植物や梱包容器であったことか

ら，これらのものに付着してわが国へ到着したものとも

考えられる。

このようなヒッチハイカーにも的確に対処するため，

特定重要病害虫検疫要綱では，検査指標で検査上の要点

が示されており，検査にあたっては発生国から輸入され

た切花の容器の底まで，綿密に検査し，重要害虫の侵入

阻止に細心の注意を払っている。このことは，国内の園

芸産地と至近距離にあるわが国の植物検疫に対する期待

に応える姿でもある。

引用文献

1)Mound,L､A・etal.(1976)IThysanoptera,79.
2）矢野栄二（1988）植物防疫42:35～38.
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検査を行っている。

（1）苗木類

主に肉眼によって病害虫の検査を行っているが，植物

体に食入する害虫については切断・はく皮などにより，

根部に寄生する線虫はベールマン法を用い，また，病害

については顕微鏡観察，分離培養を行って，綿密な検査

を行っている。

（2）球根類

輸入港においては，細菌・糸状菌などによって引き起

こされる球根の病徴，また害虫について肉眼により検査

を行うが，外部から擢病状況などがわからない場合は，

外皮を除去し，あるいは球根を切断して検査している。

病徴から病原が判断できない場合は，抗血清反応，顕微

鏡観察，培養検査などを行い，病原を同定している。

また，一部の花き球根については上記検査のほか，ウ

イルス病など港における検査では発見が困難なものにつ

いて，国の隔離圃場または一定の条件に合致し，植物防

疫所長の指定する民間の隔離圃場で1作期間隔離栽培し，

その生育期間中に肉眼による病徴検査を行っている。病

徴検査によって病原ウイルスの判別ができない場合は，

指標植物への接種検定,ELISAなどの抗血清を用いた

検定や電子顕微鏡観察によりウイルスの確認・同定を行

っている。

（3）草花種子

害虫の検査は，主に飾別検査により行い，飾別検査で

発見されにくい線虫や種子内に潜入している害虫などに

ついては，フェンウイック法やX線透視により行ってい

る。また，サンフ°ルを持ち帰り，種子に混入する菌核，

土壌を拡大鏡などを用いて検査するとともに，変色種子

などについては，プロッター法などにより種子伝染性病

菌の検査を行っている。

Ⅱ花き種苗類の輸入の現状と推移

1988年の花き種苗類の輸入数量は，表－1に示すよう

に苗木類48,078千本，球根類85,063千球，草花種子

65,920kgであった。これは10年前と比較すると，苗木

類7．9倍，球根類3．3倍，草花種子1．8倍となって

いる。

（1）苗木類

オランダ，フランス産カーネーション(15,920千本),

はじめに

近年，航空機の大型化や海上コンテナリゼーションの

発達により，輸送網の整備と輸送期間の短縮がなされ，

一方では，いろいろな条件を満たすような輸送機器の改

善が進んでいる。

そのため種苗類，切花，生果実などは，鮮度や品質を

損なうことなく，しかも短時間に世界各地から輸入され

るようになった。

また，最近，フラヮービジネスの活発化，組織培養技

術などによる園芸品種の更新，遺伝資源の探索・収集活

動なども行われ，新しいもの，あるいは珍しい花き種苗

の輸入が盛んに行われている。

このような状況から，以前にも増してこれら植物に寄

生または付着して，病害虫がわが国へ侵入する危険性が

大きくなってきており，植物検疫の重要性はますます高

くなっているといえる。

そこで，わが国における花き種苗類の検査の方法と輸

入状況を紹介するとともに，これらに寄生または付着し

てくる病害虫を紹介したい。

I花き種苗類の検査方法

植物の検疫において，種苗とは，「繁殖の用に供され，

又は供することのできるものとして輸入される種子・球

根・苗・苗木・穂木など」を指している。

これら種苗類は，植物の生産を目的に播種・栽培が行

われ，その栽培に伴って病害虫を伝播する機会が大きい

ことから，世界各国とも古くから種苗類の植物検疫は重

視しており，わが国においても厳重な検疫を行っている。

種苗についての植物検疫は，害虫（線虫を含む）及び

病害を対象とした輸入港における検査と，さらに栄養繁

殖する種苗（花き球根類，果樹類，イモ類）については，

主としてウイルス病を対象とした隔離検疫を行っている。

また，輸入される植物の形態はさまざまであることから，

それぞれの特徴に合った検査法を適用するとともに，特

にわが国への侵入を警戒している重要病害虫については，

個々にその宿主植物の種類，発生国及び検査上の注意点，

識別・同定法を定めた検査指標に基づいて，より綿密な

ImportQuarantineofNurseryStocks,Flower-bulbsand

SeedsinJapan. ByHiroshiKATO
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表－1花き種苗類の輸入実績（1988年）

目

ヒコロ

タイ，シンガポール産ラン（10,291千本)，コスタリカ，

グアテマラ産ドラセナ穂木（4,668千本）及びユッカ穂

木（2,547千本)，アメリカ，オランダ産バラ（865千

本)，ブラジル，スリランカ産ヤシ（790千本）などの輸

入が多く，これらの種類を合わせると数量で苗木類の73

％を占めている。また，最近グリーンインテリアとして

人気がある通称“エアープランツ”と呼ばれているアナ

ナス科のティランジア属植物の輸入が中南米諸国から，

ここ1～2年増加している。

このほか室内園芸の普及などを反映して，セントポー

リアやアジアンタムなどの輸入が目立っている。

（2）球根類

花き球根類は，ほとんどがオランダから輸入されてお

り，主なものはチューリップ球根31,377千球，ユリ球

根22,888千球，ヒヤシンス球根4,546千球，グラジオ

ラス球根3,821千球などとなっている。

最近，特にチューリップ球根及びユリ球根の増加が著

しく，チューリップ球根は，消費者ニーズの多様化に伴

う品種の更新と，1988年にオランダ産チューリップ球根

31品種について一定の条件のもとに，隔離検疫が免除さ

れたことなどにより，この10年間で6．8倍に達して

いる。

また，ユリ球根は従来，新品種の母球としての輸入で

あり，1978年に1千球程度であったものが，最近は国内

消費の伸びや新品種の導入・更新などから大幅な伸びと

なっている。

なお，1989年にはオランダ産チューリップ球根が新た

に54品種追加され，また1990年1月からは同国産ユ

リ球根22品種が隔離検疫免除対象となり，輸入されて

いる。

（3）草花種子

ベゴニア，ペチュニア，パンジーなど多種類の草花種

子が輸入されている。輸入数量の多い種子としては，ス

イートピー，コスモス，ヒマワリなどがある｡

輸出圧

Ⅲ発見病害虫

1輸入検査で発見される病害虫

輸入検査において，病害虫の寄生または付着のため不

合格となる割合は，苗木類5．1％，花き球根類4．6％，

草花種子0．4％である。不合格となった植物は，発見

される病害虫の種類により消毒，選別，廃棄の措置をと

っている。

花き種苗類の輸入検査で発見される主な病害虫は，表一

2に示すとおりである。

（1）苗木類

病害：ディーフェンバッキアやランなどからフザリウ

ム病や白絹病などが，また，シャクナゲ，バラ，ライラ

ックなどから根頭がんしゅ病がしばしば発見されている

が，病害の種類は比較的少ない。

害虫：ラン，キク，リューカデンドロンなどからはア

ザミウマ類，ハダニ類，カメムシ類などが発見され，ド

ラセナ，ヤシ，ガジュマルなどからはアブラムシ類，カ

イガラムシ類のほかキクイムシ類，ゾウムシ類など木部

に食入する害虫が比較的多く発見され，また，ハイビス

カス，スカビオサなどからはネコブセンチュウも発見さ

れている。

このように苗木類からは，多くの病害虫が発見されて

おり，その中には,1980年静岡県下で発生が確認され

たミナミキイロアザミウマ（孔γipspalmi)も含まれて

いる。

また，特にわが国への侵入を警戒している重要病害虫

が，これまでに発見された事例は，次のとおりである。

キンケクチブトゾウムシ(Otioγhynchussulcatus)

が，イギリス，デンマーク，ニュージーランド産アスチ

ルベ，オランダ産ミヤマオダマキ，アメリカ産シャクナ

ゲ，ニュージーランド産メギ，ギョリュウモドキから発

見されている。

本虫については，切花の項でも紹介しているが，ヨー

ロッパ，北アメリカ，オーストラリアなどでは，花き球
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根やイチゴ，ブドウを加害する重要害虫として知られて

いる。

フラーバラゾウムシ(Pantomorusceγ沙加"s）は，ニ

ュージーランド産テロペア及びリューカデンドロン苗か

ら発見されている。

本虫は，ヨーロッパ，北アフリカ，中南アフリカ，北

アメリカ，南アメリカ，大洋州に分布しており，観葉植

物，苗木類など寄主範囲が広く，特にカンキツ類の害虫

として重要視されている。

アメリカコバネナガカメムシ(Blissusleucopteγus）

は，アメリカ産アロエ穂木から発見されている。

本虫は，北アメリカ，中央アメリカ，南アメリカでオ

オムギ，コムギ，トウモロコシ，チモシーなどのイネ科

作物や牧草を加害する害虫として知られている。なお，

アロエは本来の寄主ではない。

苗木類は，栽培圃場で直接採取され，また，植物によ

表－2輸入苗木・球根類から発見された主な病害虫（1982～86年）

病菌・害虫名

病菌

（苗木類）

褐斑病菌(Sepmγmchrysanthemi-indiei)
白絹病菌(Corticiumro脆両）
FY4sαγ如加,0麺spOγu、

根頭がんしゅ病菌{Agrobacteriumtumefaciens)
（球根類）’

褐色斑点病菌(Botγ"〃stulipae)
‘赤斑病菌(Stagonospoγαcurtisii)
首腐病菌{Pseudomonasgladiolipv.gﾉadioli)
硬化病菌(Sep"γiaglad""）
乾腐病菌(Ftwαγiumoxiﾉsporumf.sp.gladioli)
乾腐病菌（恥Sαγiumoxysporumf.sp.nαγcissi)
白絹病菌(Coγ〃ciumrolfsii)

黄腐病菌(Xanthomonascampestrispv.hyacinthi)
菌核病菌(Sclerotiniabulborum)

害虫

（苗木類）
ワタアブラムシ

ミナミキイロアザミウマ

パイナップルコナカイガラムシ

ルビーロウカイガラムシ

ヤシシロマルカイガラムシ

＊アメリカコバネナガカメムシ
ミナミアオカメムシ

ナミハダニ

ニセナミハダニ

＊キンケクチブトゾウムシ

＊フラーバラゾゥムシ

ヨツボシヤシゾウムシ

フイリピンザイノキクイムシ

Xyleborussimilis
ヤンソンナガキクイムシ

チビタケナガシンクイムシ

チヤコウラナメクジ

コウラナメクジ

アレナリアネコブセンチュウ

サツマイモネコブセンチュウ

(球根類）
チューリップネアブラムシ

グラジオラスアザミウマ

鮎e”αcocc“cojemα犯j

ウスイロマルカイガラムシ

＊キンケクチブトゾウムシ

スイセンハナアブ

ハイジマハナアブ

ロビンネダニ

ケナガコナダニ

イモグサレセンチュウ

ナミクキセンチュウ

＊重要害虫

発見された植物

キク

タニワタリ，ラン

ディーフェンバッキア

シヤクナゲ，バラ，ライラック

チューリップ

アマリリス

グラジオラス

グラジオラス

グラジオラス，クロッカス，スパラキシス
スイセン

スイセン

ヒヤシンス

ヒヤシンス

ドラセナ

ラン

ヤシ

ガ．ジュマル

ドラセナ，トックリラン

アロエ

リューカデンドロン

キク，バラ，ヘデラ

ラン，ドラセナ

アスチルベ，ギョリュウモドキ，シャクナゲ，メギ，ミヤマオダマキ

テロペア，リューカデンドロン
ヤシ

インドゴムノキ，ガジュマル，グロトン，コルジリーネ，シフレラ，
ドラセナ

アデニウム，ドラセナ

ドラセナ

パキラルヤシ

ディーフェンバッキア

ディーフェンバッキア，バラ
スカビオサ

ハイビスカス，モクセイ

チューリップ

グラジオラス

アイリス，ガランサス

チューリップ，ヒヤシンス，ムスカリ
ユリ

ガランサス，スイセン
リコリス

チューリップ，ネリネ，ヒヤシンス
ヒヤシンス

球根アイリス
スイセン
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表－4隔離検疫で検出されたウイルス（1984～88年）っては植え込み材料とともに，そのまま輸入されるもの

が多く，これらに重要な病害虫が紛れ込んでくる事例も

多いので，注意を要する。

（2）球根類

病害：各種球根からフザリウム菌による病害が多数発

見されており，このほかにヒヤシンスから菌核病，また，

グラジオラスから首腐病，硬化病などが発見されている。

害虫：球根類は輸出国において，掘り取り後水洗い・

火力乾燥などが施されていることもあり，害虫の付着率

は低いが，チューリップ，アイリス，グラジオラスなど

からアブラムシ類やアザミウマ類などが発見されるほか，

スイセン，ガランサス，リコリスなどからはスイセンハ

ナアブやハイジマハナアブが時々発見されている。

また，オランダ産ユリからは重要害虫であるキンケク

チブトゾウムシが発見されている。

（3）草花種子

コスモスの種子などに菌核や土壌が混入していること

がまれにある程度であり，害虫が発見されることは少な

い。これは，輸出国における品質管理が十分に行われて

いるためと考えられる。

2隔離検査で発見される病害虫

1988年に隔離栽培が行われた球根類は，表－3に示す

ように44,920千球であり，検査の結果，4．2％が不合

格となった。そのうちウイルス病によるものが615千

球，約1．4％あった。

隔離検査で検出されるウイルスは，表－4に示すよう

に，ユリからはtulipbreakingvirus(TBV),lily

symptomlessvirus,cucumbermosaicvirus(CMV),

チューリップからTBV,tobaccorattlevirus(TRV),

tobacconecrosisvirus(TNV),ヒヤシンスからTRV,

hyacinthmosaicvirus,グラジオラスからCMV,bean

検出された植物 ウイルス名

ユリ

チューリップ

ヒヤシンス

グラジオラス

スイセン

フリージア

球根アイリス
クロッカス

スノードロップ

ァネモネ

アマリリス

アリウム

ダリア

TBV,LSV,CMV

TBV,TRV,TNV,CMV,LSV

TRV,HyMV

CMV,BYMV

TRVNMV,NYSV

BYMV,FMV
ISMV

BYMV,ISMV,TRV
TRV

AMV,CMVTRV

HMV,CMV

TRV,OYDV

TSV,TSWV,DMV

tulipbreakingvirus(TBV),lilysymptomlessvirus

(LSV),cucumbermosaicvirus(CMV),tobaccorattle

virus(TRV),tobacconecrosisvirus(TNV),hyacinth

mosaicvirus(HyMV),beanyellowmosaicvirus(BYMV),

freesiamosaicvirus(FMV),irisseveremosaicvirus

(ISMV),narcissusyellowstripevirus(NYSV),narcissus

mosaicvirus(NMV),tobaccostreakvirus(TSV),dahlia

mosaicvirus(DMV),tomatospottedwiltvirus(TSWV),

anemonemosaicvirus(AMV),onionyellowdwarfvirus

(OYDV),hippeastrummosaicvirus(HMV)

yellowmosaicvirus,スイセンからTRV,narcissus

mosaicvirus,ダリアからはtobaccostreakvirus,

tomatospottedwiltvirus,dahliamosaicvirusな

どが検出されている。

これらウイルスの中にはTNVやTRVのように糸状

菌や線虫によって伝搬し，寄主範囲が広く，被害も激し

い，検疫的に重要なものもある。

ウイルス以外の病害としてはチューリップ，ヒヤシン

スなどからフザリウム病，ヒヤシンスから黄腐病などが

発見されている。

おわりに
表－3球根類の隔離検査状況（1988年）（単位：千球）

前述のとおり，近年の輸送手段の発達や消費者ニーズ

の変化に伴って，世界各国から輸入される花き種苗類は，

種類の多様化とともに大量に輸入されるようになってい

る。また，最近では遺伝資源の探索・収集活動により栽

培品種のみではなく，野生種と思われる植物，あるいは

バイオテクノロジーなど最新技術の開発・普及も著しく，

これにより作出された植物など貴重なものも多く輸入さ

れている。

これらに対応するため，輸入検疫においては，貨物の

流通を阻害しないよう迅速な対応を行うとともに，検査

にあたっては，細心の注意を払い，各種検査検出技法を

用いて綿密な検査を行っている。

不合格数量

ロ
叩 目
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40

1,087
117

20

28

57

4

12

7
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スノードロップ

アネモネ

その他
△、 計口
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鉢 物の 病 害
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栃木県農業試験場木
じま

嶋
としお

利男

はじめに

わが国の花き生産は，昭和30年代後半からの高度経

済成長期を背景に急速な発展を示し，その後二度にわた

るオイルショックの影響で一時的に停滞したものの，現

在まで生活環境の向上や多様化と相まって安定的な伸び

を示し，その年間生産額は4,244億円（昭和61年調

べ）とされている。しかしながら，生産地は全国に分散

しており，流通面において近代化が遅れている。また，

その栽培は施設化とともに周年化し，集約性が高まり，

専業化している。一方，これら集約栽培されている花き

類には多数の病害が発生して生産不安定の一因となって

いる。

花き類は生産体系によって切花類，鉢物類，花木類，

球根類，芝類，地被植物，花壇用苗物に分けられ，鉢物

類は生産品目で，シクラメン，フ･リムラ，ベゴニア，観

葉植物（サトイモ科観葉植物)，サボテン類，ラン類，キ

ク（ポットマム)，花木類，その他鉢物などに大別され

る。ここでは主な鉢物類であるシクラメン，プリムラ，

ベゴニア，サトイモ科観葉植物，サボテン類を中心に現

在問題となっている病害について紹介する。

Iシクラメン

主要鉢物類であるシクラメンには，これまでウイルス，

細菌及び糸状菌病としてモザイク病，軟腐病，灰色かび

病，斑点病，斑葉病，萎ちよう病，苗腐病，炭そ病，苗

立枯病などが知られている。最近長田ら（1984）及び木

嶋ら（1985）は,Pseudomo泥as、αγg伽α"spv.、αγgi-

"α"sによる芽腐細菌病，木嶋ら（1981）はEγ加加ja

herbicolapv・eyelame流αeによる葉腐細菌病を報告し

た。このなかで栽培上問題となっている病害は，葉腐細

菌病，灰色かび病及び炭そ病である。

1葉腐細菌病

本病は年間を通じて発生するが7～11月の高温期に

主に発生する。葉身，葉柄，芽，塊茎に発生し，葉身で

は初め葉身の基部に水浸状の斑点を生じ，やがて拡大し

て黒色に腐敗する。腐敗部はさらに葉脈に沿って葉先に

進展しついには葉身全体が腐敗する。葉柄では初め黒色

DiseasesofPottedOrnamentalPlants・ ByToshio

KlJIMA

のシミ状斑点あるいは脱水状のシワを生じ，やがて葉柄

をつつみ込むように拡大して黒色に腐敗する。芽では初

め幼花芽や幼葉芽の基部に水浸状の斑点を生じ，やがて

芽は黒色～黒褐色に腐敗枯死していわゆる芽枯れとなる。

しかし未分化の芽点はおかされない。塊茎では初め葉柄

の基部付近の維管束が赤～赤褐色に変色し，やがて維管

束はスジ状に黒色に腐敗する。病徴が進行すると腐敗は

維管束から塊茎全体に及びついには塊茎は腐敗する。し

かし，腐敗は軟腐状とはならず乾腐状であり，軟腐病に

みられる特有の腐敗臭もない。

本病は種子，用土，鉢が第一次伝染源となり，病株と

の接触，かん水，病葉や枯葉取りの作業によって手やピ

ンセットで次々と伝染する。また，シクラメンは3～4

回の植え替えを行うが，発病葉に接触した手で植え替え

することによっても高率に伝染する。

本病は細菌病であるため，発病してからでは防除が困

難であるため感染を防止するため次の対策を行うことが

重要である。①種子，用土，鉢が第一次伝染源となるた

めこれの消毒を行う，②種子は次亜塩素酸ナトリウム

0.5％液で3時間浸漬して3時間水洗する，③用土及び

鉢はクロルピクリン剤や臭化メチル剤でくん蒸する，④

手やピンセットによる伝染は塩化ベンザルコニウム0.1

％に浸漬して消毒する，⑤発病株からの接触伝染はス

トレフ°トマイシン・銅水和剤2,000～4,000倍液を散布

する，⑥植え替え時の伝染は植え替え後にストレフ°トマ

イシン水和剤1,000倍液またはMOX水和剤200倍

液をかん注する。

2灰色かび病

本病はBotrytiscinereαによって生じる。湿度の高

い環境では年間を通じて発生するが，6～7月の梅雨期

と10月以降の開花期に主に発生する。本病菌は多湿で

やや低温の環境を好み，また，病原力はあまり強くなく

腐生生活を好むため，シクラメンが健全のときはベンチ

下などで腐生生活をする。6～7月の曇雨天の多い時期

に，軟弱徒長に育った株の老化葉，植え傷みなどによっ

て生じた傷口に感染して病原菌としての活性を高め，次

いで弱い葉柄に発病する。しかし，この時期の発生は外

側の古い葉や弱い葉の一部に限られる。10月以降の発

生は比較的外気温が高く，暖房機を用いずとも温室の密

閉で温度が保てるころ，すなわち，温室内の湿度が高く
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なる時期に発生する。葉柄，花梗に発生するが，菌密度

が高くなると花弁にも発生し，花弁では脱色した水浸状

の丸い斑点となる。この時期は一度発生するとなかなか

止まらないことと，株の形状を整える重要な時期である

ため発生すると被害は大きい。

防除法としては本病菌が多湿条件を好むことから，耕

種的な防除法として，発生期に温室内が多湿にならない

よう気を付けることが重要である。防湿対策としてはか

ん水に気を付け曇雨天時のかん水は1鉢ごとに行い，頭

から水がかからないように注意する。また，曇雨天時は

温風機をから回りさせ，温室内の空気をよく動かす。こ

の方法は秋口の温室密閉による保温期間には効果的であ

る。さらに本病菌は腐生生活をするため，病原菌のエサ

となる他の病害におかされた植物やベンチの下は片づけ

て，清潔に保ち病原菌の密度を低下させる。薬剤による

防除はジネブ水和剤，ベノミル水和剤などで行うが，プ

ロシミドン水和剤，イプロジオン水和剤は薬害を生じる

おそれがあるので使用にあたっては十分注意する。

3 炭そ病

本病はColletotrichumeyelame〃αeによって生じ，

6～10月の高温期に主に発生する。6～7月は主に葉に

発生し，初め小さな暗緑色あるいは油浸状のシミ状斑点

として現れる。斑点は急激に進展して灰褐色で輪紋を描

いた病斑となる。8～9月は主に芽に発生する。初め幼

葉芽や幼花芽の基部がくびれたように黒変し，やがて腐

敗枯死していわゆる芽枯症状となる。初期の発病は一部

の芽だけであるが，やがてほとんどの芽が発病枯死する。

このため，新しい葉がほとんど展開せず古い葉だけとな

り，出荷期には全く商品価値のないシクラメンができあ

がってしまい，この時期の発生は大きな被害を与える。

10月以降は主に花梗に発生する。初め小さな水浸状の

斑点を生じ，上下に向かって進展して紡錘形の陥没した

病斑となる。やがて病斑上には鮭肉色の胞子を多数生ず

る。この時期の病徴はほとんどの場合このままで停止し

て花は枯死することは少ない。

防除は本病が高温期に発生しやすく，しかも被害が大

きいため7～8月を中心に行う。薬剤としてはベノミル

水和剤,TPN水和剤，ジネブ水和剤が有効である。ト

リアジメホン水和剤は薬害を生じるおそれがあるので使

用にあたっては十分注意する。また，本菌は種子伝染す

るので無病株から健全な種子を採種する。このため，採

種株は早い時期に選抜して別の温室で栽培する。

Ⅱプリムラ

ジュリアン，オブコニカ，マラコイデス，ポリアンサ

などが主に栽培されている。病害はウイルス，細菌及び

糸状菌病としてモザイク病，軟腐病，腐敗病，斑点病，

褐斑病，灰色かび病，さび病などが知られている。最近

陶山ら（1983）によってP.s"γ伽gaepv.pγ加勉ﾉαeに

よる斑点細菌病，河原林ら（1985）によってP.mαγg加一

α〃SPV.、αγg伽α〃sによる腐敗病が報告された。この

中で栽培上問題となっている病害は，軟腐病，腐敗病及

び灰色かび病である。

1軟腐病

本病はE.caγom"oγαsubsp.cαγCiC’oγαによって

生じる。栽培されているほとんどのプリムラに発生する

が，オブコニカとマラコイデスで特に被害が大きい。発

生は苗でも認められるが，10～12月の開花期の発生は

特に被害を大きくする。曇雨天後の晴れた日などに突然

萎ちようする。萎ちょうした株は地上部と地下部が容易

に分かれ，地際部が軟腐状に腐敗して悪臭を放つ。本病

は一次的には用土や鉢などから持ち込まれるが，発病株

からはかん水や管理作業などで次々と周辺の鉢に伝染す

る。

防除はまず持ち込みを少なくすることが大切であり，

用土や鉢は完全に消毒する。また，発病株は伝染源にな

るため早めに処分して薬剤散布する。薬剤としてはポリ

カーバメー卜水和剤，アンバム水和剤，ストレフ･トマイ

シン・銅水和剤などが有効である。

2 腐敗病

本病は栽培されているほとんどのう°リムラに発生する

が，マラコイデスで特に被害が大きい。11～12月と2～

3月の低温期に開花株に主に発生する。初め葉縁がやや

水浸状となるが，やがて葉縁から褐色に腐敗する。病徴

はほとんどの場合葉のみで停止して，株が枯死すること

はほとんどない。

防除は本病の発生が開花期に限られるため，花が上が

ってくる直前に薬剤散布する。薬剤としては腐敗病と同

じものを用いる。

3灰色かび病

本病は栽培されているすべてのプリムラの葉身，葉柄，

花梗，花などいずれの部位にも発生する。育苗の後半や

定植後に葉が混み合うと，葉柄の傷口などから感染して

発病する。病原菌が低温，多湿を好むため加温開始直前

に多発する傾向がある。

防除は枯葉や病葉を取り除き，通風をよくするととも

に薬剤散布する。薬剤としてはベノミル水和剤，イプロ

ジオン水和剤が有効である。

Ⅲベゴ､二ア
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びその追録のデータベースをもとに，新病害記載数の推

移を調査した（図－1）。明治，大正，昭和の初期には庭

園樹の新病害の記載が中心であり，第二次世界大戦中は

研究が停滞した。戦後の一時期は主要林木（針葉樹）に

よる拡大造林のかたわら，短代期早生樹や外国産樹種の

導入などにより，広葉樹の利用も増加し，それに伴って

1960年代後半から'70年代前半は，公共事業を中心

に緑化が推進され，いわゆる緑化ブームが起こった。農

林水産省の資料によると，花木（庭木，緑化樹木を含む）

の生産は主に大都市圏及びその周辺の県で行われ，1975

年に作付面積16,714ha,生産数量1,081百万本とピー

クに達した。しかしオイルショックを境に生産が落ち込

み，その後も横ばいないしやや減少傾向が続いている。

1987年の実績は作付面積14,951ha,生産数量565百

万本，販売数量174百万本，生産額172,688百万円で

あった。

一時のブーム的な状況は終息したようにみえるが，環

境と緑に対する認識は一般に広く浸透してきており，庭

木や緑化用に植栽される樹種にも変化が生じている。す

なわち以前はカイヅカイブキ，ヒバなど大量増殖や管理

が容易な樹種が利用されたが，近年は消費者・住民の意

向が強く反映され，カナメモチ（ベニカナメ），ハナミズ

キなど葉色や花を楽しめる樹種の生産が増加している。

緑化樹木の病害については，本誌29巻8号（1975）

の特集号があり，その中で当時の病害発生動向などが整

理されている。また小林（1981）は緑化樹木病害研究の

現状と問題点を解説した。本稿ではそれらと重複する点

もあるが，その後の研究動向と，近年問題となっている

花木・庭木類の病害を中心に述べたい。

I庭木・花木類の病害の種類

1972～73年に全国12県の公立林業試験場による緑

化樹木の病害発生実態調査が行われた。この内容を概括

すると，調査樹種総数180,発生病害数452であり，

これは日本有用植物病名目録（第1版）木本観賞植物編

に採録された64樹種項目217種類の病害をはるかに

上回り，しかも未記録の病害が62％を占めた（小林，

1975)。記録された病害のうち，すす病，うどんこ病，炭

そ病，白も（藻）病，こうやく病,Cercospoγα属菌，

Pestalo"α(Pestalotiopsis)属菌及びPhyllosticta属

菌による斑点性の病害,Phomopsis属菌及びCytospoγα

属菌による枝枯れ性の病害が多くの樹種に確認された。

農業環境技術研究所微生物特性・分類研究室の作成に

よる，日本有用植物病名目録第5巻広葉樹編（1984）及

．
．
ｆ

新
病
省
蝉

18901910193019501970年

図－1広葉樹における新病害記載数の推移

(1890～1985,5年単位)(堀江,1989)

表－1広葉樹で採録された病害数（堀江，1989）

比率（％）
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新病害記載数も多くなった。その後，再度停滞したが，

緑化樹木の病害調査と記赦が精力的に行われた1970年

代以降の15イド間に，全体の44％，848のﾘ1'J害が記録さ

れている｡病害の枕類別の記救数とその比率をみると，

菌類病が79．8％であり，その中でもさび摘とうどんご

病が多く，それぞれ7．6％，9．4％を占めている（表一

1）。ウイルス病は1．4％，ポⅢ1%i病は1．8％と少ないが，

藻類による描害illも病）が2.8%と目立つ。

Ⅱ近年問題となっている病害

1環紋葉枯病

1961年に商知県で発兄されたクスノキ''1葉帖"I(fli/i;

は環紋葉枯病と改称）がわが圧|での初記録と思われる。

その後，1974年にツルアジサイに発生が確認されて以

来,現在までに39科55属69秘のきわめて広細〃|の

械物に記録された（械山,1974;野,'''.ら,1986)。花木・

庭木類ではカエデ類，サルスベリなどで|川越となり，ブ

ドウ，スモモ，トマトなど果樹や野菜にも被害を起こす。

本病は葉に発生する。病斑の色は樹極により多少異な

り，灰禍色～褐色で，輪紋状の｢'1斑を生ずる(1:4-2)。

湿潤状態が続くと進展がV-<，しばしば葉全体に病斑が

認められ，病斑部糸11織の脱落，葉腐れ，藩葉も'箸であ

る。病斑の表裏，特に裏面に微小な糸くず状の菌体（蕊

航体;sporophoresまたはpropaL'ulophores,(図-3))

が多数林生する。これはルーペで容易に確認でき，また

価れれぱ肉I!}'でも,細)'1できるため，本病鑑定の基準とな

る。

病原菌はGrovesi”α”rα""dalisM.CUNE,

CRANEetS.CLINE[Cristuiαγie"αmolicola(Hino)

Redhead]で，病落葉上に形成された菌核で越冬し，

春期に子挫撚を生じ，これから子愛胞子が飛散して第一

次伝染が起こる◎繁hI体は第二次伝染の役割を担うと思

われる。本病は梅I村時から発生するが，特に夏期に低温

で，降雨が連続すると多発生する（鷲尾ら.1981)。なお

環紋葉枯瓶閑にはほかにGrovesiniapruniHARADA

etNORO[Cristularie"αSP.]が記載されており，こ

の極はウメ，モモ，アンズ，スモモなど核果類を特異的

に侵す。

2輪紋葉枯病

本病は1974'¥畠に鹿児島県でチヤに初めて発生が認め

られた。その後，ツバキ，サザンカ，ハナミズキなど庭

木として重喫な樹樫にも激しい被害が報告され，現在ま

でに木本，草本合計25科48種に記録された（堀江，

1980,82)。また接種試験によると自然発生の宿主植物

のほかに，34科b()樋に寄生性が認められている。

本摘は梅雨期に葉に激しく発生し，秋期にも降雨が連

戸
際
礁

図－2タタリアンカエデ環紋葉枯病 図-4ハナミズキ輪紋葉枯瓶

準

【ル ｳ ヤ
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巳

go

図－3環紋葉枯病菌の繁殖体 図－5輪紋葉枯描菌のキノコ状菌体
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統するとまん延する。褐色で大型の輪紋斑を生じ，発病

後まもなく顕著な落葉を起こすなど，前項の環紋葉枯病

と類似した病徴を呈する（図－4）。特徴は病斑表面の中

央に0.5mm大のキノコ状の菌体(M-5)を生じる点

で，これにより環紋葉枯病と区別できる。特にツバキや

ミズキ類など感受性の高い樹種では，病斑の表製両IIilに

多数の菌体を生ずるので識別は容易である。

病原菌は糸状菌の一種であるが，菌体を生ずるものの，

分類の基礎となる胞子など力確認されていないので，所

属が明らかではない。またハナミズキ，サザンカなど感

受性の高い樹種の病斑上に多数形成された菌体が伝染源

となり，周辺の植物に感染，まん延すると,Iど､われるが，

越冬方法などは未詳である。今後，痴1叶噛の同定と発生

生態の究明が望まれる。

3ごま色斑点病

本病は1934年に初めてビワに記録された病害で，1974

年以降，バラ科ナシ亜科の花木・庭木や果樹などにｲ11次

いで被害が確認された。特に近年，ベニカナメや外圧|か

ら導入されたシャリンバイに発生が多く，問題となって

いる。またアカハナセイヨウサンザシも本病の発生が馴

著である。現在まで記録された宿主植物を以下に示す。

花木・庭木：ザイフリボク*，ヒトツブサンザシ，セイ

ヨウサンザシ＊，エゾノコリンゴ，カナメモチ＊，セイヨ

ウカナメモチ，シヤリンバイ＊，ストランベイシア＊；果

樹：カリン，マルメロ*，ビワ*，リンゴ，ピロニァ，セ

イヨウナシ，ナシ（＊被害の激しい樹種)。

本病は春期から葉や新梢に暗褐色～黒色，あるいは紅

色の小斑点を多数生じ，葉の黄化～紅化を伴い，激しい

落葉を繰り返す(M-6)。このため樹勢は衰え，幼木で

はしばしば枝枯れや株枯れを起こす。病斑上には0．2～

0.5mm大の黒色で光沢のある分生子層が形成され，湿

潤状態が続くと白色の分生子塊が溢出する。

摘原菌はEnlomosporiui〃加espili(DC.exDuby)

SACCで(1*1-7),病落葉や病枝上で分生子または菌

糸の形態で越冬し，翌春の第一次伝染源となる。

4細菌類に起因するこぶ病

近年，ヤマモモ，カクレミノ，シャリンバイなどの枝

幹に，細菌類によりこぶを生ず．る病害が相次いで確認さ

れた。特に苗木で発生すると生育不良，枝枯れ，株枯れ

を起こすために生産現場で問迦となっているが，いずれ

も病原細菌の生態などの究明が遅れており，的確な防除

法も確立されていない。

これらのうち，ヤマモモこぶ病はPseudomo刀as

sy7.'抑gaGpv、7〃yricaeOciMletHlGUCHlに起因し，

幹，枝，葉柄などに大小様々なこぶを生ずる（大宜見．

樋,1981)(図-8)。こぶの表面は粗く，割裂し，こ

ぶ組織が枝幹を取り巻くと上部は衰弱枯死する。本病は

暖地からの苗木の移動に伴って分布が急速に拡大したも

のと思われ，各地で被害が認められている。

I
図－6カナメモチごま色斑点病
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図－8ヤマモモこぶ病

Ⅲ今後の試験研究課題

1病原の解明と分類の再検討

蛾近10数年来，花木・庭木の主要病害の記載が精力図一7ごま色斑点病菌の分生子
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的に行われた。しかしこれらの大部分は葉に標徴の確認

される病害であり，葉に病斑を生じるが菌体が認められ

ない病害や枝幹・地下部の病害については，調査や病徴

の再現が困難であるため，研究が進んでいない。また花

木・庭木にはウイルスや細菌による病害の登録数が少な

いが，これは特に公立機関の樹病研究者の中にウイルス

や細菌の専門家がほとんどいないことに起因すると思わ

れ，国立機関や大学との研究の連携力埋まれる。

新病害として公表された病害の中には，病原菌の属名

までは決定されたが，種名が同定されていないものが多

数ある。また近年，斑点性の病害の主要な病原菌である

Cercospoγα属,Pestalo"a(Pestalotiopsis)属，

P伽"osticta属などの属の分類基準が変更・整理され

てきており(Sutton,1980;Arx,1987),日本産既

知種についても再検討を要する。

なお日本有用植物病名目録には，初出文献のみにリス

トとして病名と病原菌名だけが記載されている病害も採

録されている。これら“幻の病害”について，保存標本

などにより病徴や病原菌の形態の調査が可能な種類は，

新たに記載し直す必要があろう。

2発生牛態の究明

前述の環紋葉枯病，ごま色斑点病など数種の主要な病

害を除くと，発生生態などはほとんど調査されていない。

これは樹病研究者の絶対数が少なく，花木・庭木類の病

害の発生生態的な調査にまで手が回らないことによるが，

的確な防除を行ううえでも，発生消長，伝染環，宿主範

囲などの究明は不可欠であり，今後の課題である。

3防除方法の検討と農薬の適用拡大

花木・庭木の病害防除試験は，ジンチョウゲ黒点病，

カナメモチごま色斑点病などごくわずかの例が公表され

ているだけであり，防除にあたり，食用作物や野菜の病

害に登録のある防除薬剤を準用しているのが現状である。

主要樹種の病害について，防除方法の検討，有効薬剤の

探索などの試験研究が必要であるとともに，裾野を広く

するために小規模な試験例であっても公表すること力埋

まれる。

現在，花木・庭木の病害に登録された殺菌剤は非常に

少なく，林木と観賞用木本植物（バラを除く）の登録薬

剤を含めても，16樹種に発生する28の病害に対して，

延べ71剤が登録されているに過ぎない（農林水産省農

薬検査所，1989)。花木・庭木の場合は，各樹種の栽培

面積が小さいうえに，防除薬剤の使用回数も少ないので，

登録申請されないことも多いと思われる。しかし農薬適

正使用を推進する立場からは，試験データを積み上げ，

登録適用拡大を期待したい。
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球 根類の病害
やまもとたかし

農林水産省四 国農業試験場山本孝稀

はじめに
b

チューリップ，ユリ類など花き球根類にはウイルス，

細菌，糸状菌などに起因する様々な病害が発生し，安定

生産を阻害する最も大きな要因になっている。これらの

病害はほとんど親球根から仔球へと球根を通して垂直的

に伝染するとともに，圃場ではアブラムシや土壌を介し

てまん延する。とりわけ，ウイルス病やフザリウム病な

どは球根生産及び切花生産にとって最も厄介なものであ

り，いったん発生すると壊滅的な被害を被る。さらに圃

場ばかりか，球根が消費者に渡るまでの間にも種々の病

気に侵される。本稿では，球根生産上重要ないくつかの

病害及び最近問題となっている新しい病害について紹介

する。

Iチューリップ

1ウイルス病

現在十数種類の病原ウイルスが報告されているが，わ

が国では，チューリップモザイクウイルス(TBV),キ

ュウリモザイクウイルス(CMV),タバコネクロシスウ

イルス(TNV)の3種類が主要なものである。TBVと

CMVはモザイク病の病原ウイルスであり，チューリッ

プでは最も発生が多く，葉にモザイク症状を現し，花に

は色割れを生じる。富山県での調査では,TBVによる

ものがほとんどであり,CMVによるモザイク株はわず

か2％以下であった。伝染源は擢病球根で，圃場ではモ

モアカアブラムシ，ワタアブラムシなどで媒介され，ま

ん延する。

TNVは1976年富山県で初めて確認された。本ウイ

ルスに擢病したチューリップ。では球根，葉，茎などにえ

そ症状を現すため「えそ病」と命名された。県内におけ

る発生は1982年ごろまで急増し，作付面積の12～16

％にも達したが，発生生態に基づいた防除対策が普及し，

現在ではきわめて少ない。本病は球根伝染のほか土壌中

ではO伽diumbγαssicae菌で媒介されるため，いった

ん発生すると防除が難しい。チューリップに発生する

TNVには，現在血清学的に異なる三つの系統が認めら

れている。

ImportantDiseasesofFlowerbulbs. ByTakashi

YAMAMOTO

2 細菌病

かいよう病(Corynebacteγ紅、〃αccumfacienspv.

COγ〃jによる。以下同じ）及び黒腐病(Pseudomonas

α卸dropogonis)が重要病害である。かいよう病は茎葉が

侵され，手で握りつぶしたような症状を示すため，「くし

ゃくしゃ病」などと呼ばれた。暖冬年に発生が多く，球

根肥大が著しく抑制される。また，切花栽培で発生した

場合には商品価値がなくなる。一方，黒腐病は球根だけ

に発生し，黒褐色の腐敗斑を生じる。本病は典型的な市

場病害であり，圃場では発生しない。収穫時の水洗，調

整作業中に感染して，貯蔵中徐々に発病する。いずれの

病害も，球根伝染が主体であるため，前者は植え付け時，

後者は収穫時の球根消毒が防除の決め手となる。

3糸状菌病

球根腐敗病(Fusαγiumoxyspoγ拠mf.sp.tulipae),

褐色斑点病(Botrytis畑"pae),葉腐病(Rhizoctonia

solani)などによる被害が大きい。球根腐敗病は昭和29

年ごろから激発し，品種によっては壊滅的な打撃を受け

た。その後，球根消毒などの対策が取られて発生は下火

になったものの，依然として最重要病害であり，毎年ど

こかで問題となっている。本病は球根及び土壌で伝染し，

圃場及び貯蔵中での球根の腐敗を引き起こす。防除には，

植え付け時の球根消毒が最も効果的であり，圃場での腐

敗だけでなく収穫後，貯蔵中における球根腐敗をも防止

する。

Ⅱユリ類

1ウイルス病

ユリ類の栽培にとって最も恐ろしいのはウイルス病で

あり，病徴により，モザイク，クルックネック，ロゼッ

ト，エロー・フラット，ピンプルリーフなどと呼称され

ていたが，現在ではユリ類萎黄病とユリ類モザイク病に

分けられ，6種類の病原ウイルスが報告されている。最

も普遍的に発生するものは，キュウリモザイクウイルス

(CMV),チューリップモザイクウイルス(TBV)及びユ

リ潜在ウイルス(LSV)であり，圃場ではこれらのウイ

ルスの重複感染株が多い。九州地方のテッポウユリには

カンキツタターリーフウイルス(CTLV)の発生も報告

されている。CTLVを除くといずれもアブラムシで伝

染されるため，ワタアブラムシなどの発生の多いユリ類
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ではウイルス病の防除は難しい。病株の抜き取り，生育

期間中の頻繁な殺虫剤の散布，母球単位の鱗片繁殖，寒

冷紗によるｱブﾗﾑｼからの隔離などが一般的であるが，

かなり繁雑である。最近では,CMV,TBV,LSVにつ

いては抗血消を用いたエライザ法による診断技術が開発

され，茎葉，鱗片からごく微1世のウイルスでも短時間に

洲くられる。この方法を用いると年間を通じてウイルス

の診断が可能である｡また，多くの産地では組織培養に

よるウイルスフリー球根の生産も行われており，このよ

うな技術の普及は，ウイルス病の防除にとって今後重要

性を増すものと考えられる。

2糸状菌病

葉枯病{Botrytiselliptica)及び茎腐病{Fusar剛"，

spp．及び細菌の一種),白絹病[Corticiumro嫉力）

などの土壌病害が重要で雌防除病害である。葉枯病は葉

の枯死や落葉を伴うため，球根の肥大が著しく抑制され

る。茎腐病は茎葉，球根に発生し，地上部の萎ちよう，

枯死，球根や根の腐敗を引き起こすため栽培者の間では

ウイルス病とともに恐れられている病害であるが，病|火I

はフザリウム属菌及び細菌の一種とされ，詳しい検討は

なされていない。白絹病は，夏季の高温時に多発し，球

根表面に暗褐色の腐敗斑をつくり，のち白色の菌糸を生

じる。腐敗は球根の基部から始まることが多く，鱗片が

ばらばらに離れてしまう。

青かび病{Penic〃"umspp,),炭そ病{Collemか、

ic加加〃/",c.〃"aceαγ勉m).腐敗病Hi/"zopusspp.)

などは圃場病害よりも市場病害として重要である。

［

I
Ⅸ

Ⅲその 他の 球根 類

1ウイルス病

イリス類には球根アイリスモザイクウイルス，スイセ

ンではスイセン微斑モザイクウイルス，スイセンモザイ

クウイルス，スイセン黄色条斑ウイルス，グラジオラス

ではインゲンマメ黄斑モザイクウイルス，キュウリモザ

イクウイルスなどが多発する。

2，細菌病，糸状菌病

イリス類尻腐病，スイセン乾腐病，スイセン軟腐病，

グラジオラス乾腐病，グラジオラス首腐病，ヒヤシンス

黄腐病などの発生が多く，難防除病害である。これらの

うち，イリス類尻腐病，スイセン乾腐病及び軟腐病，グ

ラジオラス乾腐病などは貯蔵，輸送中にも発生し，市場

病害としても重要である。

Ⅳ最近問題となっている新病害

1チューリップ。のウイルス様症状

図－1チューリップのウイルス様症状

（カッコ内は品種）

i;雷の批色斑点（メリーウイドーレコード）

2：葉の黄色条斑（ラッキーストライク）

数年前より富山県のチューリップ栽培地の一部で発生

しているもので，症状は①雷に緑色（品種によっては黄

色）の斑紋，斑点が入り，I礎いモザイクリi'i:状を呈する。

開花とともに症状は消えるが，重症株では花弁に斑紋症

状が残る，②葉に黄色の条線が入り，重症株では葉が黄

色になる，③花梗に緑色の斑紋が入る，④雷では外側の

花弁に黄色の退色斑点，条線が入り，開花とともに花弁

に退色条線が入る，に大別される，いずれの推状株もウ

イルス病と判定されるため，生産地で最も憂噛されてい

る病害である。詳しい発生生態や病因は11ﾉ1らかではない

が，①タイプの州1§状は土壌伝染し、発摘土に健全球根を

植え付けると高率に発"jする。土壌消毒すると発生力署
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図－2チューリップの新病害

1，2：茎枯病，3：疫病，4：立枯病

しく減少する。②タイプの推状は球根及び土壌で，④タ

イプのｲi'i畠状は球根で伝染するようである。汁液伝染は認

められなかったが，ごくまれにChcnopodiumauinoa

の接種葉に少数の退色斑点を生じる場合があった。

2チューリップ疫病

病原菌はPhytophthoγαcacfoγⅨmであり,1981年

Mill県商岡市のチューリップ圃場で初めて発生が認めら

れた。葉，茎，花梗など種々の部位に発生する。球根養

成中の一枚葉株では，葉基部が水浸状を呈して‘倒れ，

枯死する。開花株では，通常，地|際部の茎，葉が侵され，

灰''1色，長だ円形の病斑を生じ，細くくびれて折れる。

圃場では催病株を中心に坪状にまん延することが多く，

特に，降雨のあとでは進展が早く,3.4Flの淋伏期間

を経て同心円状に被害が拡大する。土壌中に残存した催

ｿ〃植物が翌年の伝染源になるものと考えられる。桂

(1970）が報告したチューリップ白色疫病{Phylophthora

porri)は,4月ごろまでの比較的低温期に発生し，茎

葉や根，球根の腐敗を引き起こすとされているが，本病

は4)1ド旬から5月~ド旬の気温の上昇する時期に発生す

る。

3チューリップ根腐病及び立枯病（仮称）

チューリップ根腐摘は，京都府久美浜町，網野町のチ

ューリップIllli場で認められたもので，擢病植物では根部

が茶褐色，あめ色となり生気がなくなり，地上部の生育

不良を引き起こす。イル・ド・フランスなどの品種では

"i勢の進行が速く，惟病株は急速に黄変，倒伏，枯死す

る。雌初.^A西ら(1986)により報告され，その後一谷

ら（1988）によりPyth加加属菌に起因することが明ら

かにされ，根腐病と命名された。現在P"油虹加,〃γe‐

gulαノゼ,p.tｨ〃”剛加var･剛ﾉ〃m,↓加及びP..spinosuれの

3種類が同定されている。根部腐敗はこれらの3種類の

閑が単独で，あるいは混合感染して起こると考えられて

いる。

一方，立枯病は富山県下の栽培地で1983年ごろから

発生が認められているもので，向畠ら（1963）によって

命名された。数種のPythi泌加属菌に起因することが明

らかにされているが，極名については現在同定中である。

順|犬は根腐病とは異なり，通常葉が侵され，感染した部

分では最初葉色が淡くなるのが特徴である。その後，灰

r-i色で不整形の病斑を形成する。一枚葉株（小球）では

葉の中央部から先端部にかけて侵され，水浸状となり軟

化して垂れ~ドがる。球根での発病は認められない。

4チューリップ茎枯病

病原菌はF秘sα】加加roseumf.sp.cereα〃s"Aven-

aceum"であり,1982年に富山県のチューリップ栽培圃

場で認められた。病徴は，一般に草丈が低くなり，主に

地隙部や地際に近い第1葉の基部が侵される。患部は白

色ないし淡桃色の綿毛状の菌糸で覆われ，菌叢の中心部

にオレンジ色の分生子座（スポロドキア）を多数形成す

る。葉では病斑部は淡褐色に変色し，のち白色の菌糸で

種われる。重症の場合には葉，花は奇形を呈し，萎ちよ

う，枯死する場合がある。本病は露地圃場よりも促成栽

培における高温多湿の条件下で発生しやすく，チューリ

ップの品質を低下させることで問題となっている。伝染

源は，ヨーロッパでは発根期間中に土壌表面に敷く麦わ

らと考えられているが，わが国においても本病病原菌は

ムギ類赤かび病の病原菌の一種として知られており，ム

ギ類赤かび病が伝染源になっているとも推察されるが，

実態は明らかではない。
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5ダッチアイリス紋枯病

病原菌はRhizoctoniasoﾉα泥jで,1989年，高野に

より報告された。圃場では5月中・下旬から発生が目立

ち始める。最初，葉鞘の地際部から発病して水浸状灰緑

色の雲紋状の病斑を生じ，しだいに拡大して上位に及び

大型の病斑となる。重症株では葉が枯死して折れ曲がり，

茎は細くなり，倒伏することもある。病原菌の培養型は

DIB,AG2-2群に属する。培養型の同じグラジオラス

紋枯病菌，カンナ茎腐病菌の接種によっても同様の病徴

が発現された。

6コルチカム根腐病

病原菌は上述のダッチアイリス紋枯病と同じR.solα犯j

であり，培養型も同じである。根の腐敗を引き起こすた

め，葉枯れや株全体の黄化，倒伏，立ち枯れあるいは坪

枯れ症状を呈する。このような株では根はあめ色になっ

て腐敗しており，ほとんど消失しているものもある。球

根の腐敗はみられないが，肥大がよくない。

おわりに

球根類の生産において，被害の大きい重要病害及び新

病害について概観した。球根類は病害虫の塊といわれる

ように，圃場でも，収穫後，貯蔵輸送中においても病害

虫の発生が多い。栄養繁殖によるため，ウイルス病など

の発生は致命的である。また，近年は連作の増加，輪作

年限の短縮などにより土壌伝染‘性病害をはじめとして各

種の障害が一層顕著になってきている｡さらに，チュー

リップ，ユリ類をはじめとする球根類の輸入量の大幅な

増加という大きな流れの中で，ウイルス病など新しい病

害虫の侵入の危険’性も高まっている。栽培地においては，

このような輸入球根に対する競争力をつけるためにも今

人事消息

（3月1日付）

村田孝雄氏（生物研機能開発部光合成研室長）は生物研

機能開発部長に

佐久間勉氏（果樹試保護部病害第2研室長）は果樹試保

・護部長に

吉野嶺一氏(農研センター病害虫防除部水田病害研室長）

は東北農試地域基卿汗究部長に

仲谷紀男氏（熱研センター企画連絡室研究企画科長）は

北陸農試水田利用部長に

小谷晃氏（熱研センター沖縄支所長）は中国農試畑地

利用部長に

中精一氏（北海道農試企画連絡室長）は九州農試畑地

巻第4号（1990年）

まで以上の防除対策の推進や病害発生動向の注視が必要

であろう。
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利用部長に

奈良正雄氏（東北農試生産工学部主研）は熱研センター

沖縄支所長に

田嶋公一氏（生物研機能開発部長）は退職

田中寛康氏（果樹試保護部長）は退職

腰原達雄氏（東北農試地域基盤研究部長）は退職
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塩野義製薬株式会社は，1月22日付けで動植薬開発部

を動物薬品開発部と植物薬品開発部に組織変更した。
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表－1には今までに記録されたランに発生するウイルス

の種類とラン科の宿主の属名を整理して示した。表にみ

られるように，ランのウイルスは世界に15種類があり，

そのうちわが国では10種類が発生し,4種類が新種と

して発見され，また日本のランでのみ発生し，諸外国で

は確認されていないものが5種類ある。世界に広く分布

してラン科の多くの属に普遍的に発生し，大きな被害を

もたらしているウイルスはcymbidiummosaicvirus

(CyMV)とodontoglossumringspotvirus(ORSV)

の2種類である。逆に1属のランでしか発生が知られて

いないウイルスにはcloveryellowveinvirus(C1Y-

VV),dendrobiummosaicvirus(DeMV),habenaria

mosaicvirus(HaMV),tobaccorattlevirus(TRV)

などの9種類がある。CIYVVはエビネに,turnipmo-

saicvirus(TuMV)はCymbidiumに,cucumber

mosaicvirus(CMV)はDendrobiumとエビネに発生

するが，これらのウイルスは野菜・花き植物，雑草など

に多く発生しており，それらが伝染源となり，アブラム

シによって伝搬される。CyRSV,DeMV,HaMV及び

dendrobiumveinnecrosisvirus(DVNV)は，ラン

以外の植物では発生が知られていない。Tomatoring-

spotvirus(TomRSV)とtomatospottedwiltvirus

(TSWV)はわが国ではランに発生が認められていない

が，両ウイルスともトマトその他の植物に発生して日本

に存在する。自生ランのエビネにはCyMV,ORSV,

CIYVV,CMVが，東洋ランのCymbidiumにはCyMV

とORSVの発生が著しく多く，またサギソウには新種

として発見されたHaMVが発生している。このように

ランにはウイルス病の発生が著しく多く，観賞用ランの

生産に大被害を及ぼしている最大の要因となっている。

以下に，現在ランに発生が多い主要なウイルスを取り上

げて，それらの病徴と'性状について述べる。

1シンビジウムモザイクウイルス

Cymbidiummosaicvirus(CyMV)は世界に広く分

布し，ラン科の多属に発生して（表－1)，大きな被害を

もたらしている。本ウイルスは1943年オーストラリア

でCymbidiumの葉にモザイクとえそ斑を発生する病害

として発見され，1951年アメリカのJensenにより

CyMVと命令された。CyMVはPotexvirus群に属し，

長さ約475nm,幅約12nmのひも状ウイルスである。

はじめ に

ランの花はわが国では古くから春蘭，寒ラン，報歳ラ

ン，エビネランなど数多くの自生ランが庭や鉢に植えら

れて観賞されてきたが，洋ランが導入されてからは温室

栽培へ，さらに交配による新品種の作出，花梗培養繁殖，

メリクロン培養技術の進歩による増殖栽培へと発展をみ

るに至り，その栽培体系が飛躍的に拡大されてきた。そ

のことによって東洋ランに加え，洋ランが一般大衆花と

して栽培されるようになった。東洋ランのように一見地

味なようであるが，変化に富み，味わい深く気品がある

もの，洋ランのように豪華で艶麗かつ色彩豊かに咲くも

のなど，様々な独特の形態と色彩，さらに芳香のある華

麗なランの花は，人々を美の世界へ引き寄せる尽きない

魅力がある。そのような豪華で可’隣な花をつけるランに

もウイルスが感染して，葉にモザイクやえそを生じ，さ

らに花弁に斑入りや奇形などの様々な病気を起こして観

賞価値を大きく落としてしまう。またかびや細菌による

病気の発生も多い。ここでは，ランに発生する様々な病

気のうち，最近よくみられる主な病原について述べる。

Iウイルス病

ランのウイルス病が最初に記載されたのは1943年で，

オーストラリアのMageeがCymbidiumのモザイク病

について報告したものである。ランのウイルス病は，そ

の知識が全くなかった時代に，世界に広く分布まん延し，

大被害をもたらしてきた。そのことによって，ランの栽

培が盛んなアメリカやオーストラリアでウイルス病の発

生が注目されるようになり，カリフォルニア，ハワイ及

びシドニーなどの大学で活発な研究がなされ，アメリカ

のJensenが1959年に出版された"TheOrchids"

(Ed.,C.L.WITHNER)の著書の中に，それまでに報告

されたランのウイルス病の種類と病徴及び発生状況につ

いて記載し，いろいろのウイルス病が発生していること

が知られた。日本では1960年ごろからランのウイルス

病の研究が筆者によって行われ，現在その発生の実態が

ほぼ明らかにされ，防除指針も示された。そのことによ

って，現在ウイルス病の発生がかなり減少してきた。

Virus,FungalandBacterialDiseasesofOrchids・By

NarinobulNOUYE
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表－1ラン科植物に発生するウイルスの種類と宿主

ウイルス 知られているラン科の宿主

●Cloveryellowveinvirus(C1YW)
●Colmanaramosaicvirus(ColMV)
○Cucumbermosaicvirus(CMV)

●Cymbidiummildmosaicvirus(CyMMV)
○Cymbidiummosaicvirus(CyMV)

Cymbidiumringspotvirus(CyRSV)
●Dendrobiummosaicvirus(DeMV)

Dendrobiumveinnecrosisvirus(DVNV)
●Habenariamosaicvirus(HaMV)

○Odontoglossumringspotvirus(ORSV)

○Orchidfleckvirus(OFV)
☆Tobaccorattlevirus(TRV)

☆Tomatoringspotvirus(TomRSV)
☆Tomatospottedwiltvirus(TSWV)

○Turnipmosaicvirus(TuMV)

Caﾉα”he

Cojmα犯αγα

Cajα”he,Dendrobium,Miltonia

Cymbidium
Aeridovanda,Aerides,Angγαecum,Aγαchnis,Arundina,Aγα”heγα，

Ascocenda,Bifrenαγia,Caﾉanthe,Ca〃ﾉeyaanditshybrids,Coelogyne,
Cymbidium,Paphiopedilum,Dendrobium,Denpha血enopsis.Doγ〃αenopsis.
Epidendrum,Eulophie〃α,GγαmmamP伽"秘m,Lae〃α,Lyeaste,Miltonia,
Odontioda,Oneidium,Peristeria,Pﾉjα紅s.Pot加αγα,Phalaenopsis,

Re犯α”heγα,Re〃α”αnda,Rhyne伽stlis,Se加加加γgkia,Schombolae〃α，

Spat加gﾉottis,Vanda,Vani〃α,Zygopetalum

Cymbidium,Aγα”α
D“｡γ06”m

De”γ06趣m

Ha6e〃αγja

Bifrenaria,Bγαssidium,Calanthe,Cattleyaanditshybrids.

Cymbidium,Dendrobiumphalaenopsis.母,idendγum,Odontogﾉossum，
Oneidium,Phalaenopsis,Poti"αγα,Miltonia,Schomburgkia,Vanda,Zygopeta如加

A犯g〃0γea,Cymbidium,Dendrobium,Odontoglossum,Oneidium,Peseα"γeα，
Cypripedium

Cymbidium
O犯cjd〃m

Cymbidium,Cypripedium

○，●：日本のランに発生，●：ランでは日本のみに発生，☆：日本に存在（ラン以外の植物に発生）

Vandamosaicvirusの記載があるが，このウイルスは不明確であり，ここでは除外した．

またcymbidiumblackstreakvirusやhonohono

mosaicvirusの異名がある。ウイルスが感染すると，

Cymbidiumでは新葉に退色斑点や葉脈に沿った長形の

退色斑を生じ，のち黒褐色のえそ斑となり，しだいに表

皮がくぼむ激しいえそ条斑となる。えそ斑は葉の裏面に

激しく現れ，ときにえそ輪紋を形成する。花弁には病徴

が現れない。cat"“αでは初め葉肉部に淡褐色のえそ

斑を生じ，のち葉脈に沿ってしだいに拡大進展して癒合

し，病斑部の細胞の崩壊が起こり，表皮がくぼんで黒褐

色のえそ条斑となる。えそ斑は葉の裏面に激しく現れ，

えそ条斑やえそ輪紋による明りょうな斑紋模様を形成す

る。白花種や黄色花種の一部の品種では花弁に激しいえ

そ斑を生じるものがあり，落花が早まる。Dendrobium

では葉脈間に退色条斑を生じ，明りょうなモザイクとな

る。モザイク斑は退色部の周辺がぼけ,DeMVによる

病斑と区別しやすい。エビネには新葉に退色斑点または

退色条斑からなる明りょうなモザイクを生じ，のち葉脈

に沿ってえそ条斑を形成する。Vandαには退色斑や緑

黄色の輪紋状モザイク斑を生じ，のちえそ化してえそ条

斑となる。Pんajaenopsisには葉の表面に淡い退色輪紋

あるいはモザイクを現し，のち葉肉部に軽いえそを生ず

るもの，葉の裏面にしわを生じて水浸状の顕著なえそ条

斑になるものがある。このように本ウイルスは多属のラ

ンに発生して（表－1）えそ斑を生ずる特徴がある。し

たがって病植物はすべて著しく不健全で生育が衰える。

－ 3 0

検定植物には局部病斑を形成するC加冗opodiumam-

αγα〃〃COﾉor.CassiaOccidentα〃s,Dα”γastγα、oか

jumが用いられる。

2オドントグロッサムリングスポットウイルス

Odontoglossumringspotvirus(ORSV)は,1951

年アメリカのJENSENによってOdontoglossumgγα"

deの葉にえそ輪紋を生ずる病原ウイルスに命名された。

ORSVは世界に分布し,CyMVと同様ラン科の多属に

発生する（表－1）が，特にCat"e"αやCymbidium

に発生が多い。ORSVはTobaccovirus群に属し，粒

子の形態が約300×18nmの大きさの棒状である。アメ

リカではTobaccomosaicvirus-Orchid系統(TMV-

O)の記載があり,TMV-0とORSVはタバコに全身

感染しないなどの寄生性や血清反応の点で類似している

が,TMVとはそれらの点で大きな違いがあり,TMV-0

はORSVと同じか近似のウイルスであると思われる。

ウイルスが感染すると,Cattle9aでは一般に葉に病

徴を生じないが，ときに葉の成熟とともに消滅する赤紫

色の輪紋を生じることがある。しかし花に激しい斑入り

を生じる（口絵写真参照)。このことから，花の斑入り病

(カラーブレーキング病）と呼ばれている。Cymbidium

では葉にモザイクあるいはクサビ型の退色斑(Diamond

mottlediseaseと呼ぶ）を生じ，のち軽微になり，花

に斑入りを生じる。またこのウイルスは東洋ランといわ

れるCymbidium(蓬莱の花，司天竜，端宝，鴻瑞，旭
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表－2ランの主なウイルスの性質

ウイルス

粒子(nm)

不活化温度(℃）
希釈限度
保存‘性

汁液 伝 染

アブラムシ伝染

ウイルス

粒子(nm)

不活化温度(℃）
希釈限度

保存性

汁液伝 染

アブラムシ伝染

CMV

30(S)

65～70

10"'～10"'

8～16日

十

十

ToRSV

28(S

50～60

IO"'～IO"'

1～2日

十

（線虫）

DeMV ClYVV

750(L)

55～60

IO"'～io-'

4～8日

十

十

750L)

55～60

io-'～io-'

4～8日

十

十

CyRSV

30(S)

85～90

io-'～10-'

10日

十

750(L)

60～65

10"'～IO""

8～16日

十

十

ORSV

300L)

90～95

IO"*,10"'<

10年く
十

TuMV

750L)

50～55

10-3～10"*

4～8日

十

十

CyMV

475(L)

65～70

io-'～IO""

1～2月

十

ColMV

105-120～45B

‘40～50

10-3～10'

1～2日

十

粒子の形状s:球状,L:棒状またはひも状,B:弾丸状

晃，銀世界，艶紅，ほか多数）にも発生が多い。これら

の東洋ランで葉にモザイク斑を生じた斑紋を趣味栽培家

の間では“金砂”と呼び，非常に珍しく大変高値で売買

された。彼らは金砂とは葉に金の砂を散りばめたような

斑紋を現すと定義し，このような斑紋がみられるいろい

ろの品種を総称して“金砂”と呼んでいた。しかしその

ような斑紋の多くは，このORSVの感染によって現れ

ることが証明された。Phajaenopsisでは葉に軽いモザ

イクを生じ，花に奇形または発育不良を起こす。エビネ

には大きい退色モザイク斑を生じる。ORSVは病葉汁

液中では90℃(10分）でも，また10年(18℃）経過し

てもなお病原性があり，著しく安定性の高いウイルスで

ある（表－2)。また病葉汁液を100万倍または1,000

万倍に希釈してもなお感染が起こり，病葉中のウイルス

濃度が著しく高い。病葉組織の超薄切片を電顕観察する

と，細胞質内に結晶配列した粒子の大集合がみられる。

このような性質がウイルスの機械的伝搬の容易である理

由である。

検定植物としては，局部病斑を形成するツルナ,c.

αmαγα施匝color.センニチコウが用いられる。

3デンドロビウムモザイクウイルス

Dendrobiummosaicvirus(DeMV)は,1970年筆

者によってDendrobiumのモザイク病株から検出し命

名されたウイルスで，諸外国ではまだ報告されていない。

DeMVは粒子の長さが約750nm,幅約12nmのひも

状で,Potyvirus群に属し，アブラムシによって非永続

的に伝搬される。DeMVは寄生性が狭く,Dendrobium

のみに発生し，葉に濃淡の境界が非常にはっきりしたモ

ザイクを生ずる特徴があり,CyMVによるモザイク症状

と容易に判別できる。モザイクは初めに現れた退色部が

しだいに拡大し，その中に緑色斑点や幾重かの緑色輪紋

が残る斑紋となる。

病葉組織の超薄切片を電顕観察すると，細胞質内に典

型的な風車状構造の封入体がみられる。この封入体の形

状から，本ウイルスはEdwardson(1984)の分類で示

せばPotyvirus群のSubdivisionIに属する。

4キュウリモザイクウイルス

Cucumbermosaicvirus(CMV)は，ラン科では

1947年ブラジルでNOBREGAにより，葉にモザイクを

生じたDendrobiumから最初に検出された。日本では

1968年筆者によってDendrobiumからCMVが分離

され，その後エビネにも発生力確認されている。それ以

外のランでは現在世界で報告されていない。Dendrobium

では葉に大きな退色斑を生じ，それが二～三重になるも

の，また幅広い退色斑が葉を横ぎって半円形あるいは山

脈状に生じるものがある。病斑の境界は明りょうではな

い。このような病斑は病株の全葉に現れないで，一部の

葉に発生する。しかし花は小型で明りょうなカラーブレ

ーキングを生じ，奇形となる。症状が1バルブの上半部

の花にのみ現れることもある。エビネには葉に大きな退

色斑を生じ，その部分にえそ斑点を生じる。CMVはア

ブラムシによって非永続的に容易に伝搬され,Dendro-

biumや屋外で栽培されるエビネに発生が多い。

5クローバ葉脈黄化ウイルス

Cloveryellowveinvirus(CIYVV)は,1965年

HOLLINGSandNARIANIによって葉に葉脈黄化とモザ

イクを生じたホワイトクローバから分離したウイルスに

命名された。CIYVVはわが国では未記載であったが，

－31－



180 植物防疫第44巻第4号(1990年）

1985年筆者によって初めてスターチスから，1986年に

は葉脈えそを生じたエビネから検出，同定された。

CIYVVはPotyvirus群に属し，長さ約750nm,幅

約12nmのひも状粒子で，汁液によって機械的に容易

に伝染し，またアブラムシによって非永続的に伝搬され

る。本ウイルスはクローバ，ソラマメ，エンドウなどの

マメ科植物に発生が多く，それらが伝染源となり，屋外

で栽培されるエビネに発生が多くなるものと思われる。

エビネに発病すると葉に退色条斑を生じ，モザイクとな

るが（口絵写真参照),CyMVによるような明りょうな

モザイクにはならない。退色斑は黒褐色のえそ斑点とな

り，また葉脈えそ条斑，品種によっては紡錘形またはク

サビ型えそ輪紋を生じる。下葉では黄化すると緑色輪紋

を残す斑紋を現すことがある。花弁にはえそ斑点や不完

全なえそ輪紋が生じて寿命が短い。このウイルスはラン

科ではエビネ以外には発生がまだ知られていない。

病葉組織の超薄切片を電顕観察すると，細胞質内に散

在または小集合したウイルス粒子がみられ，また翼片の

湾曲の少ない風車状構造の封入体や電子密度の高い四～

六角形の結晶状の封入体がみられる。風車状封入体の形

状から，本ウイルスはPotyvirus群のSubdivisionII

に属する。結晶状封入体を汁液の状態でみると，布織模

様の面をもつ菱型構造をなし，これはPotyvirus群ウ

イルスの診断に役立つ。

6サギソウモザイクウイルス

Habenariamosaicvirus(HaMV)は,1980年筆者

によって葉にモザイクを生じたサギソウから検出された

ウイルスに命名された。HaMVはPotyvirus群に属す

る長さ約750nmのひも状ウイルスである。サギソウの

葉に明りょうなモザイクを生じ，生育が悪く，葉力細り，

花の寿命が短い。ときに病斑上にえそ斑点を生じる。本

ウイルスは病葉切片像にみられる封入体の形状から，

Potyvirus群のSubdivisionIに属する。

Ⅱかび及び細菌病

ランにはかび及び細菌による病気の発生も多い。それ

は高温多湿の環境条件下で発生しやすい。次に最近発生

がよくみられるものについて述べる。

1斑点病

本病原菌は，1976年我孫子氏によって葉に斑点を生

じて枯れるDendrobiumから検出され,Seﾉenophoma

dendrobiiAbikoと命名され，病名を斑点病と名付けら

れた。本菌はDendrobiumに容易に発生するが,cα"、

leya,Cymbidium,Miltoniαなどのランには感染しに

くい。Dendrobiumでは葉に初め褐色の斑点を生ずるｶリ

しだいに拡大して中心部がえそ化して褐色～灰白色にな

り，のち輪郭の明りょうな径5～10mm大の斑点となる。

病葉が黄化してくると，病斑の周辺部力線色に残る斑紋

となる。後期には病斑の表面に柄子殻が形成され，これ

が黒色小粒としてみられる。柄子殻は葉の表面より裏面

に多く形成される。本病はまた秋から春に発生しやすく，

被害も大きいが，真夏には少ない。本病が激発すると葉

が次々に枯れるため，苗の生育が著しく阻害される。

2腐敗病

本病はFusαγ虹、o”spoγ似、によって起こる腐敗病

である。Cymbidiumでは初め新葉に褐色斑が現れ，拡

大してのち褐色枯死して，葉が容易に抜けるようになる。

発病バルブは内部が腐敗する。腐敗症状はしだいに隣接

のバルブに進展し，全株が腐敗枯死する。本病は幼苗期

に発生しやすい。Dendrobiumでは葉柄基部や葉脈が初

め褐変し，しだいにバルブに進んでアメ色に変色し，の

ちバルブが腐敗枯死する。

3灰色かび病

本病はBotrytiscinereαによって起こる病気である。

本病は多くのラン科植物に発生するが，主として花や花

柄あるいは葉に発生する。初め水浸状の褐色斑点が現れ，

しだいに拡大して大きな病斑となる。病勢の進展は早く，

花柄が侵されたときには上部が枯れ，また花弁が侵され

たときには花全体が腐敗枯死し，灰褐色をしたかびが全

面に発生する。葉では葉縁または葉面に暗褐色斑力現れ，

拡大しながら病面に灰色のかびが生えてくる。水滴がつ

くような部位に感染しやすい。

4褐色腐敗細菌病

本病はPseudomo〃as属菌によって起こるが，ランに

発生する本菌にはP.gladiolipv.gladioli,P.αUe"αe

及びP.cepaciaが知られている。またこれらの病原菌

は此冗drobium,Cymbidium,Phalaenopsis,Miltonia

など多くのランに発生する。感染すると葉やバルブに褐

色水浸状の斑点を生じ，のち腐敗して全体が枯死する。

伝染性が強く，被害が大きい。この病気はわずかな傷口

から侵入し，高温多湿のときにはまん延しやすく，急激

な根やバルブの褐変が起こる。

Ⅲ防除法

ランのウイルス病の伝染は株分けや移植などにおける

作業時，病株を取り扱って汚染された手指，はさみやナ

イフなどの器具及び作業台などによる接触伝染が主であ

る。そこで病株が1株存在しても危険である。したがっ

て，防除にはまず的確なウイルスの診断を行い，伝染源

となる病株をすべて焼却すること力衛生上最善である。
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しかし病気にかかっても貴重な品種・珍種で遺伝資源と

して長期保存したい株は温室の片隅に置いて隔離し，栽

培管理上の取り扱いに十分な注意と，消毒を行ってウイ

ルスのまん延を防止することに努めなければならない。

器具の消毒剤としては，第三リン酸ソーダの3％以上の

液を用いる。根の洗浄は水道の流水で行うことが大切で

ある。媒介者であるアブラムシが善，花，花茎に，また

屋外で栽培されるエビネのような自生ランには葉にも着

生するので，その駆除を行うことも大切である。

かびや細菌による病気は高温多湿の条件で発生しやす

いので,栽培条件と管理には特に注意し発生した場合に

はそれぞれ効果的な薬剤を散布するとともに，細菌病で

は発生の初期病株の少ないうちに早めに除去することが

予防上大切である。

病気の予防はなかなか面倒であるが，衛生には細心の

注意を払い，ウイルス病にかからない豪華で華麗な花を

栽培し，観賞したいものである。
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新しく登録された農薬(2.2.1～2.2.28）

掲載は，種類名，有効成分及び含有量，商品名（登録年月日)，登録番号〔登録業者（会社）名〕，対象作物：対象

病害虫：使用時期及び回数などの順。但し，除草剤については適用雑草：使用方法を記載。（…日…回は，収穫何日

前まで何回以内散布の略｡）（登録番号17493～17510までの計18件）

『 殺虫剤』ジラム・チウラム水和剤
フルシトリネート・ホサロン乳剤ジラム30.0%,チウラム50．0%
フルシトリネート3．0％，ホサロン20.0%カペナウン水和剤(2.2.13)
トレ・トレ乳剤（2.2.13）17498（トモノ農薬）
17493（堀野義製薬)，17494（日本サイアナミッド)，芝（ベントグラス）：ブラウンパッチ
17495（ローヌ・プーラン・アグロ)TPN水和剤

キャベツ：アオムシ・コナガ・アブラムシ類・タマナギTPN53．0%

ンウワバ：7日4回，はくさい：アオムシ・コナガ．パスポートフロアブル（2.2.16）
アブラムシ類：21日4回，ばれいしょ：アブラムシ17501(エス・デイー・エスバイオテック),17502(ク
類:30日4回ミアイ化学工業),17503(武田薬品工業）

エトフェンプロックス・BPMC粒剤りんご：モニリア病・黒星病．斑点落葉病:60日3回
エトフェンプロックス1.0%,BPMC3.0%

トレボンバッサ粒剤（2.2.13） 『除草剤』

17496（ハ洲化学工業）ピリブチカルブ･ブロモブチド･ベンゾフェナツプ水和剤
稲：イネミズゾウムシ・イネドロオイムシ・ツマグロヨ ピリブチカルブ5．7％，ブロモブチド10.0%,ベンゾフ
コバイ・ウンカ類：21日3回エナップ12 . 0 %

プロパホス･ベンフラカルブ粒剤シーゼットフロアブル（2.2.16）
プロパホス3．0％，ベンフラカルブ3.0%17504(東ソー),17505(三共),17506(北海三共).
オンコルカヤフオス粒剤6(2.2.16)17507(九州三共),17508(アグロス),17509(ハ洲化
17499（大塚化学),17500(日本化薬）学工業),17510(三菱油化）
水稲：イネミズゾウムシ・ツマグロヨコパイ・ヒメトビ移植水稲：水田一年生雑草及びマツバイ，ホタルイ，ウ
ウンカ・セジロウンカ：移植当日1回リカワ，ミズガヤツリ，ヒルムシロ：移植後3日～10

日（ノビエ1.5葉期まで):』裏士～埴土（減水深2cm/

『殺菌剤』日以下)：1回：原液湛水散布：全域の普通期及び早期
フルトラニル・メタラキシル水和剤栽培地帯(但し，九州を除く)，水田一年生雑草及びマ

フルトラニル25.0%,メタラキシル3.0%ツバイ，ホタルイ，ウリカワ，ヒルムシロ：移植後3
コンバード水和剤（2.2.13）日～10日（ノビエ1.5葉期まで):壌土～埴土（減
17497（日本農薬）水深2cm/日以下):1回：原液湛水散布：九州の普通
芝（ベントグラス）：ブラウンパッチ・ピシウムブライト期及び早期栽培地帯
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問題となっている切花の害虫

大分県温泉熱利用花き園芸試験場

よし

吉
まつひであき

松英明

はじめに

全国的な花き類の栽培を1987年産でみると，総作付

面積38,242ha(前年対比105%),生産額4,408億円

(同105%)と近年増加してきている。このうち切花類

は，作付面積14,225ha(総作付割合37.2%),生産額

1,743億円（同39.5％）と作付面積，生産額とも花き

類の4割程度を占めている。切花類は作付面積の多い順

に，キク(5,097ha),リンドウ(529ha),カーネーショ

ン(527ha).シュッコンカスミソウ(401ha),バラ(380

ha).ユリ類(356ha),ストック(351ha).グラジオラ

ス(289ha),スターチス(225ha)と続く（ただし，枝

物類，葉物類は除く)。また，前年対比で増加率の高い

ものとしては，トルコギキョウ（145％)，洋ラン（127％)，

スプレーギク（122％)，シュッコンカスミソウ6(119％)，
スターチス（114％）と続く。これらの種類が増加してい

るのは，大輪系のものから中輪系へと噌好が移行し，ス

プレーギク，スプレーバラ，スプレーカーネーション，

シュッコンカスミソウ，スターチスなど，いわゆるスプ

レータイプの花が好まれることに起因している。また，

トルコギキョウ，デルフィニウムといった花の進出も特

筆すべきで，花き類の栽培は，流行により大きく変化す

るようである。

切花が多種類栽培されている現状の中，それらに発生

する害虫については，その種類や，農薬の効果，薬害発

生の有無など，まだまだ不明なことが多い。本文では，

これら切花に発生する害虫で，現在問題となっている害

虫とその理由について，全国都道府県試験場に依頼して
や

実施したアンケート調査結果をもとに，最近得られた知

見を紹介したい。なお，アンケート発送数は49，回答数

43,回収率87．7％であった。アンケート調査にご協力

いただいた全国都道府県試験場の方々に厚くお礼申し上

げる。

Iアンケート調査結果

全国都道府県試験場にアンケート調査した結果（表一

1)，問題となっている害虫の報告都道府県数と，その

理由については以下のようであった。

ProblemInsectPestsofCutflowers. ByHideaki

Yoshimatsu

表－1切花で問題となっている害虫

花き名

キク

（ ラ

カーネーション

ストック

ﾄルコギキョウ

シュッコン

カスミソウ

リンドウ

スターチス

ユリ類

チューリップ

フリージア

グラジオラス

洋ラン類

シヤクヤク

ダリア

ガーベラ

ケイトウ

デルフィニウム

アルストロメリア

ハナトリカブト

アスター

マーガレット

スイートピー

問題となっている害虫

スリップス類(33),アブラムシ類鮒，ハダニ

類(17)，センチュウ卿8)，キクモンサビダニ
(7)，ヨトウムシ類(6)，タバコガ類(3)，ウス

モンミドリメクラガメ(1)，キクキンウワバ

(1)，コガネムシ類(1)，ハモグリバエ類(1)，
キクスイカミキリ(1)

ハダニ類(35),アブラムシ類(13),スリップス
類(3)，コガネムシ類(2)，ハマキムシ類(2)，
センチュウ類(2)，カイガラムシ類(2)，ハス

モンヨトウ(1)，ゴマダラカミキリ(1)，タバ

コガ(1)

ハダニ類(27),スリップス類(15),タバコガ類

(9)，ヨトウムシ類(4)，アブラムシ類(4)，ハ
ナバエ(2)，コガネムシ類(2)，クロウリハム

シ(1)，クロヒメハナノミ(1)，カブラヤガ(1)，
ナメクジ(1)，アオムシ(1)

コナガ側，ハイマダラノメイガ(4)，アブラ

ムシ類(3)，ハダニ類(1)，モンシロチョウ(1)，

シロイチモジヨトウ(1)，ナスハモグ'ノバエ

(1)，ナガメ(1)

スリップス類(5)，ヨトウムシ類(4)，アブラ

ムシ類(1)，ハダニ類(1)，ナスハモグリバエ

(1)，ウワバ類(1)，コガネムシ類(1)

アブラムシ類(4)，ハダニ類(3)，ヨトウムシ

類(3)，ハモグリバエ類(2)，ツメクサガ(1)，
ネキリムシ類(1)，コオロギ類(1)

リンドウホソハマキ(2)，マルハナバチ類(2)，

センチュウ類(2)，ハダニ類(2)，スリップス

類(2)，コガネムシ類(1)，キノコバエ類(1)

ハダニ類(3)，アブラムシ類(3)，フキノメイ

ガ(3)，ヨトウムシ類(1)，カイガラムシ類(1)
アブラムシ類(6)，ネダニ類(6)，ハダニ類(1)，
クロバネキノコバエ(1)

アブラムシ類(4)，サビダニ類(2)，ハダニ類(1)
アブラムシ類(1)

グラジオラスアザミウマ(5)，アブラムシ類

(2)，ネダニ類(1)

コナダニ類(3)，ナメクジ類(2)，アブラムシ

類(1)，カイガラムシ類(1)，ハダニ類(1)
ネコブセンチュウ(1)，ネダニ類(1)

ハダニ類(1)，アブラムシ類(1)

チヤノホコリダニ(1)，オンシツコナジラミ(1)
シロオビノメイガ(1)

ヨトウガ類(2)，キタバコガ(1)，コオロギ類
(1)，トリカブトアブラムシ(1)

ハダニ類(1)，アブラムシ類(1)

シクラメンホコリダニ(1)，キタネグサレセ
ンチュウ(1)

ハダニ類(1)

シロイチモジヨトウ(1)

シロイチモジヨトウ(1)

（）内数字は都道府県数．

キクではスリップス類が33と最も多く，このうち，

ミナミキイロアザミウマが大半であり，キクの主要問題

害虫であった。その理由として，①有効な登録農薬がな
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表－2花き類でのシロイチモジ ヨトウの発生県

謡謬諒犀
い，②未展開葉に侵入しているため，薬剤の効果が十分

に現れにくく，防除回数が非常に多い，③薬剤に強いた

め防除が困難である，などであった。次いでアブラムシ

類25，ハダニ類17であり，その理由として，薬剤抵抗

性と思われるアブラムシ類，ハダニ類の出現があげられ

ていた。ほかには，周年出荷する作型で連作するため，

土壌消毒が徹底できないために発生するセンチュウ類，

微小なため，被害力唄れるまで発生に気が付かないキク

モンサビダニなどがあげられている。

バラではハダニ類が35と最も多く，薬剤抵抗性を示

すハダニ類の出現が認められ，薬剤の効果が十分でない

という理由が最も多かった。

カーネーションでもハダニ類が27と最も多く，薬剤

抵抗性の出現をその理由とする所が多かった。次いでス

リップス類が15で，①登録農薬が少ないため有効薬剤

が不明である，②善，花弁に発生した場合の薬剤散布に

よる薬害が不明であることが問題とされている。その他

の害虫としては，最近野菜類で問題となっているシロイ

チモジヨトウ（表－2）が，新しい害虫のため，発生生

態が不明で有効な薬剤が少なく，防除対策が未確立であ

るとされていた。

ストックではコナガが20と最も多く，薬剤抵抗性コ

ナガの出現を理由としている所が多かった。また，ハイ

マダラノメイガは生長点部を食害するため，薬剤がかか

りにくく防除困難であるということで問題害虫となって

いた。

ユリ類ではネダニ類が6で最も多く，①土壌害虫のた

め症状が現れてから寄生に気付くため，早期発見，早期

防除が困難である，②薬剤抵抗性ネダニの出現により防

除が困難である，という理由であった。また，そのほか

には，生態が不明で防除法力確立していないとするキノ

コバエ類もあげられていた。

シュッコンカスミソウ，スターチス，トルコギキョウ，

デルフイニウムなどその他の花きについては，各都道府

県で栽培されている作目が異なり，栽培面積も大きく異

なるため，共通した問題害虫は少ないようであった。ま

た，キク，バラ，カーネーションに比べ，栽培され始め

てからの年数が浅いため，発生する害虫が把握されてい

ないということも，問題害虫として取り上げられた数が

少なかった一つの要因と思われた。その中で，グラジオ

ラスアザミウマのように，近年新害虫として調査研究の

された害虫については，問題害虫として位置付けられて

いるものもあった。

以上，切花に発生する害虫で，問題となっている理由

について整理してみると，①薬剤抵抗性の獲得のため，

薬剤効果が不十分，②新規栽培花きでは発生害虫の同定

がされておらず，その生態，発生及び被害実態が把握さ

れていない，③新しい害虫のため，生態や防除方法など

が不明，④有効薬剤，防除方法の検討が不十分，⑤登録

農薬が少ないため薬害などが不明，などが主なものであ

った。紙面の都合上，全部については紹介できないが，

①,②,⑤について，最近の知見を紹介する。

Ⅱ薬剤抵抗性害虫

花き類は食用でないため作物残留が問題とならず，ま

た葉や花に害虫による被害が少しでも生じると商品価値

が低下するため，かなり頻繁に薬剤防除が行われる。

現在，薬剤抵抗性もしくは効力低下が問題となってい

る花き類の害虫として挙げられたのは，各種花きのアブ

ラムシ類，ハダニ類，キクのスリップス類，バラのハスモ

ンヨトウ，カーネーションのスリップス類，オオタバコ

ガ，ストックのコナガ，ユリ類のネダニ類であった。た

だ，薬剤検定がされているかどうかは不明のため，すべ

てが薬剤抵抗性害虫といえるかどうかは疑問である。花

き類害虫の薬剤抵抗性もしくは効力低下は，浅川（1975）

のまとめた各県のアンケート調査結果によると，キク，

花き全般のアブラムシ類，キク，バラのナミハダニ，カ

ーネーションのニセナミハダニ，バラのカンザワハダニ，

ストックのコナガで，1965年以降に認められている。

現在でもそれらが薬剤抵抗性害虫として問題どなってお

り，さらにスリップス類，ハスモンヨトウ，オオタバコ

ガ，ネダニ類が新たに効力低下してきた害虫として問題

となっている。

供試薬剤は少ないがキクのワタアブラムシについて，

筆者の行った試験では（表-3),ESP乳剤は全く効果

がなく，アセフェート水和剤，ダイアジノン乳剤も効果

が劣った。それに比べ，合成ピレスロイド剤は，非常に

効果が高かった。キクのワタアブラムシに対する有機リ

ン剤の効力低下は，杉浦（1984）も認めており，キクに

ついては，野菜類に発生するワタアブラムシ同様，有機

リン剤に対し抵抗性を獲得していること力雅認された。
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一チスで12種類の害虫を同定している。これら害虫の

うち寄生加害によって，品質，収量に影響を及ぼし，商

品価値を低下させる重要種は，シュッコンカスミソウで

はアブラムシ類，ハコベハナバエ，ナスハモグリバエ，

ヨトウガ，ツメクサガ，ハダニ類であり，スターチスで

はヨトウガであるとしている。しかし，栽培地域が異な

れば他の害虫もみられ，他県では，シュッコンカスミソ

ウで，コガネムシ類，ネキリムシ類，スターチスで，ア

ブラムシ類，ハダニ類，フキノメイガ，カイガラムシ類，

コガネムシ類の発生が確認されている。

防除対策を立てるうえで発生する害虫を同定し，その

発生実態を把握することが重要であることは当然であり，

新規栽培花きについても，早急に寄生害虫の同定力埋ま

れる。

Ⅳ薬害

花き類は花，葉，茎すべてが商品となるため，薬害が

発生すると大きく商品価値を落とすので，薬剤散布には

最も気を使うところである。

現在，花き類害虫防除薬剤として登録のある農薬は

(表－5)，キク，バラ，カーネーションのアブラムシ類，

ハダニ類が大半で，その他の花き類，害虫についてはほ

とんどない。このような農薬登録状況の中，花き類につ

いては，効果は野菜などに準ずることで対応できるとし

ても，薬害がほとんど不明である。

ハダニ類防除薬剤のバラに対する薬害は，中村ら（1986）

は，38品種に対し，5薬剤，尾崎ら（1987）は，3品

種に対し，16薬剤について調査を行い，フルバリネート

水和剤，ビフェントリン水和剤，ジエノクロール水和剤

が，一部の品種でごくわずかな薬害が認められるか，全

く薬害の発生がなく有効であるとしている。しかし，他

の薬剤は品種で程度の差があるが，ほとんどの品種で薬

表－3キクのワタアブラムシの薬剤感受性検定

死虫率a)(％）

50．0

100.0

66．7

3．3

30.0

100.0

3．3

供試薬剤

ダイアジノン乳剤

ペルメトリン乳剤

DDVP乳剤

ESP乳剤

アセフェート水和剤

フェンバレレート・マラソン水和剤

無 処理

1,000

1,000

1,000

1,500

1,000

1,000

a)虫体浸漬法により24時間後に調査.1区20頭,3

反復．

アブラムシ類は地域によるクローンの違い，あるいは寄

主を異にするバイオタイプの違いにより薬剤感受性に差

があるとされている（浜，1987）ため，今後は花き類に

ついても積極的に薬剤感受性検定を行い，花きの種類や

地域での薬剤抵抗性を把握し，防除体系の確立を図る必

要がある。

バラのナミハダニについては，尾崎ら（1987）は，ク

ロロフェニル系のケルセン，フェニソプロモレート，有

機スズ剤の水酸化トリシクロヘキシルスズ，酸化フェン

ブタスズの効果が劣り，感受性の低下を認めている。

このように，花き類についてはわずかな試験例しかな

いが，明らかに薬剤抵抗性アブラムシ類，ハダニ類が出

現している。

Ⅲ新規栽培花きに発生する害虫

切花花きの栽培は，品目数が増加してきていることは

前にも述べたが，新規栽培花きについては，発生する害

虫の同定がされていないものが多い。奥山（1989）は，

シュッコンカスミソウ，スターチスに発生する害虫につ

いて，その同定及び生態，被害状況などについて調査を

行い（表－4)，シュッコンカスミソウで13種類，スタ

表－4シュッコンカスミソウ，スターチスの害虫と

加害状況（奥山，1989）
表－5切花で登録のある農薬数

叫

識
十
十
十
十
十
十
十
粁
十
十
十
十

十十

峰
紋

一

花き名
一 エアゾールを除いた数

爾
花き名

シ
ュ
ッ
コ
ン
カ
ス
ミ
ソ
ウ

ｊａｊ
ｊ
ｌ

４
３
２ｉ

キク

バラ

カーネーション

リンドウ

ストシク

ユリ

チューリップ

グラジオラス

洋 ラ ン

９
８
４
２
１
３
４
１
２

７
３
５
２
２
４
５
１
１

８
７
３
１
１

６
５
４
１
１
３
４
１
２

１
１

２
２

ｉ

｢主要病害虫に適用のある登録農薬一覧表」から抜粋．

)()内数字はアブラムシ類，ハダニ類を除いたもの．

－

"+:軽微,++:中,+++:甚（商品価値低下）
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害虫名 被害程度 花き名 害虫名

ワ タ ア プ ラ ム シ

モモアカアブラムシ

ヒラズハナアザミウマ

ネギアザミウマ

オンシツコナジラミ

ハコベハナバエ

ナスハモグリバエ

ヨトウガ

シロシタヨトウ

ツメクサガ

ガマキンウワバ

ナミハダニ

カンザワハダニ

＋＋＋

＋＋十

＋
＋
十

＋十十

十 ＋＋

＋ ＋＋

＋十

＋＋十

＋十

＋＋＋

＋＋＋

ス
タ
ｌ
チ
ス

ヒラズハナアザミウマ

ネギアザミウマ

エゾアオカメムシ

テンサイトビハムシ

ウリハムシモドキ

キハラゴマダラヒトリ

クワゴマダラヒトリ

ヒメシロモンドクガ

アカモンドクガ

シロシタヨトウ

ヨトウガ

ツメクサガ
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表－6コナガ防除薬剤のストックに対する薬害 発生を確認した（表－6)。

登録農薬の全くないシュッコンカスミソウについては，

奥山（1989）が15薬剤について薬害の調査を行い，

DDVP乳剤,ESP乳剤，アセフェート水和剤，メソミ

ル水和剤で薬害発生を確認している。

このように，花きの種類により，また品種により薬害

の発生に差があるため，効果的に有効な薬剤でも，薬害

の発生の有無を調べてからでなければ使いにくい。

薬剤名 薬害の症状

薬液付着部周辺の白化イソキサチオン乳剤

エトフェンプロックス乳剤

クロルピリホスメチル乳剤

クロルフルアズロン乳剤

シハロトリン乳剤

シフルトリン乳剤

シペルメトリン乳剤
ジメトエート乳剤

テフルベンズロン乳剤

トラロメトリン乳剤

フルシトリネート・PAP乳剤

プロチオホス乳剤

DDVP乳剤

DDVP・ホサロン乳剤

DEP乳剤

PAP乳剤

アセフェート水和剤

ジメチルビンホス水和剤

フェンバレレート・マラソン水和剤

フルバリネート水和剤

ベンスルタップ水和剤

メソミル水和剤

BT水和剤（チューリサイド）
〃（ダイポール）
〃（トアローCT)

〃（バシレックス）
カルタップ水溶剤

士
一
一
十
一
一
一
十
一
一
十
士
一
士
一
十
一
一
十
一
十
十
一
一
一
一
一

モザイク的に色抜け

葉縁部褐変

おわりに
葉縁部内巻き

薬液付着部周辺の白化

薬液付着部周辺の白化

葉縁部内巻き

これまで，切花の害虫に関する研究はあまり行われて

いなかった。今後，花き類の栽培面積が増加し，多種類

の花きが栽培されるようになると思われるが，現在，花

き類の害虫については，種の同定，発生及び被害実態，

発生生態，有効薬剤の検討，薬害発生の有無など，研究，

調査されなければならないことが山積している。今後さ

らに各試験場で，これらについて研究されることを期待

する。

また，花き類の登録農薬は少ないため，今後，農薬の

登録拡大及び薬害の検討が強く望まれる。

モザイク的に色抜け

新葉濃緑色となり伸長停止

葉の黄化（特に新葉）

品種：初桜生育ステージ：本葉4～6枚程度．

a）－：薬害なし，±：軽微,+:新しく伸長する葉には

影響なし，十：生育に影響あり

引用 文献

1）浅川勝（1975）：植物防疫29（6）：43～47.
2）浜弘司（1987）：同上41（4）：15～20.
3）中村利宣・田中澄人（1986）：福岡農総試研報B－

6：91～94.

4）奥山七郎（1989）：北農56（1）：6～37．
5）杉浦哲也（1984）：野菜病害虫防除現地検討会，講要，

日本植物防疫協会.PP.17～23.

害の発生があるという結果を得ている。

また筆者は，コナガ防除薬剤27薬剤について，スト

ックに対する薬害の調査を行ったが,10薬剤で薬害の

本会発行図書

農薬用語辞典（改訂版）

日本農薬学会監修

「農薬用語辞典｣(改訂版)編集委員会編

B6判112ページ1,422円送料210円

農薬関係用語714用語をよみ方，用語，英訳，解説，慣用語の順に収録。他に英語索引，農薬の製剤形態および

使用形態，固形剤の粒度，液剤散布の種類，人畜毒性の分類，魚毒性の分類，農薬の残留基準の設定方法，農薬

希釈液中の有効成分濃度表，主な常用単位換算表，濃度単位記号，農薬関係機関・団体などの名称の英名を付録

とした必携書。講習会のテキスト，海外出張者の手引に好適。

お申込みは前金（現金・振替・小為替）で本会へ

－37－
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鉢 花の 害虫
きむら

大阪府農林技術センター木村
岬
裕

はじめに ニワトコフクレアブラムシ

(緑色)み、ノ／､
チューリップﾋゲﾅガｱﾗﾑｼ

職純'〆ﾂﾋﾂﾐ
ｬがｲﾓﾋゲﾅガｱﾗﾑｼ

磯鵡創シヘノグ､
モモァカアブラムシ

|雛|ﾝ＜ノク､

体色角状管腿節と怪節

キョウチクトウアブラムシ

(鮮黄色)×ノノ､

|聯》良ヅI夙

勝×ノツ、
マメアプラムシ

|謂溌識緬グ
オマルアブラムシ

(黄白色'Vノグ､

花きの害虫については，キク，カーネーション，バラ

などではかなり詳しく調査研究が行われ，被害状況，発

生生態，防除対策なども解明されているが，その他の花

きについてはほとんど判明しておらず，防除対策も有効

な登録農薬もないのが現状である。また，鉢花について

は生産段階ばかりではなく，消費者に渡ってから発生す

る害虫についても考慮する必要があるが，残念ながら現

在のところ断片的な資料しかない。

本文では，鉢花に発生する害虫，特に吸汁性害虫につ

いて，被害症状と虫の形態による診断法をまとめたが，

取り上げた花きはほんの一部にすぎず，十分ではないが

現場での応急的な判断資料になれば幸いである。なお，

前半で害虫別に被害症状を整理し，後半で栽培頻度の高

い花きについて簡単に被害症状と発生状況を述べた。

I害虫別被害の特徴

1アブラムシ類

鉢花の害虫で最も重要なグループで，ほとんどすべて

の鉢花に寄生I*.吸汁による直接的な生育阻害（葉の変

形，生育遅延，枯死など)，排せつ物による汚れ，二次

的に発生するすす病によるすす汚れなどの美観上の間接

的な被害も大きい。また，ウイルス病の伝播虫としても

重要で，チューリップ，洋ランなどの栄養繁殖性の花き

に致命的な被害を与える。

アブラムシ類は現在数百種の虫力確認されているが，

鉢花に寄生する主な種類は10種前後であるので，虫の

形態をルーペなどで観察し，寄主植物を考慮すれば，ほ
ぼ同定が可能である。

ムギワラギクオマルアブラムシはスモモオマルアブラ

ムシとも呼ばれ，ウメの縮葉被害でよく知られているア

ブラムシで，各種花きの新芽と新葉に寄生する。被害症

状は葉の奇形化であるが，植物によってその形状，程度

はかなり異なっている。

本種はウメの越冬芽の周囲で卵越冬し，春～秋の間は

各種草花で繁殖するといわれているが，関西地方ではヤ

グルマソウ，ワスレナグサ，ヘメロカリスなどの葉のす

図－1花きに寄生するアブラムシ類の簡易同定

き間で多くの成幼虫が越冬しており，早春から急増する

傾向がある。

モモアカァブラムシは淡赤褐色または淡黄緑色のアブ

ラムシで，非常に多くの植物に寄生するが，一部の花き

を除いて多発することはない。5～6月のころパンジー，

ワスレナグサで新芽，新葉，花，花雷，花弁などに群生

して吸汁することにより葉は昼間萎ちよう症状を呈し，

株の活力が低下する。また，排せつ物と虫の脱皮殻によ

る観賞価値の低下も著しい。

ワタアブラムシは，ほとんど周年各種花きに寄生する

黄色のアブラムシであるが，特にヒョウタン，ヘチマで

は多発し，すす病も誘発する。キンセンカ，サルビア，

デージー，マリーゴールド，ガーベラでは好んで花に寄

生する。

キョウチクトウアブラムシは名前のとおりキョウチク

トウの新梢，新葉に群生するアブラムシで，体全体が濃

黄色で触角，脚などが黒色のためよく目立つ。切花用と

して栽培されるフウセントウワタのほか鉢花のサクララ

ンにも寄生し，排せつ物による汚染とすす病が問題とな

る。

ダイコンアブラムシ，ニセダイコンアブラムシは白色

粉を装ったアブラムシで，葉ボタン，ストックの葉に寄

生するが，通常，1月ごろまでは多発することはない。

3月ごろやや気温が高くなり始めたころから増加し始め，

排せつ物による汚染が目につく。

ミカンミドリアブラムシは，5～6月のころ，ユキヤ

ナギの新梢，葉に群生する黄緑色のアブラムシで，最近

までユキヤナギアブラムシと呼ばれていた。各種の樹木

InsectsthatFeedonPotFlowers. byYutaka
KIMuRA

－38－
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表－1花きに寄生するアブラムシ類

そ
の
他
ア
ブ
ラ
ム
シ
×
×

○

植物名

球
根
宿
根
草

×
×
×

一
・
二
年
草

－

－

■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■

そ
の
他

－

○：筆者力確認，×：記録はあるが筆者は未確認

－39－

モ
モ
ア
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ア
ブ
ラ
ム
シ

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

マ
メ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ナ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ヒ
ゲ

マ
ル
ア
ブ
ラ
ム
シ

ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
オ

ア
ブ
ラ
ム
シ

ゴ
ボ
ウ
ク
ギ
ケ

ア
ブ
ラ
ム
シ

ミ
カ
ン
ミ
ド
リ

ナ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ヒ
ゲ

ネ
ギ
ア
ブ
ラ
ム
シ

キ
キ
ョ
ウ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ

キ
キ
ョ
ウ
ヒ
ゲ
ナ
ガ

コ
ブ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル

ア
ブ
ラ
ム
シ

ニ
セ
ダ
イ
コ
ン

げ
う
イ
コ
ン
ア
ブ
ラ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ

エ
ン
ド
ウ
ヒ
ゲ
ナ
ガ

ア
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ラ
ム
シ

ニ
ワ
ト
コ
フ
ク
レ

ア
ブ
ラ
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シ

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

ム

リ

ウ
ク

リ

タ

ユウム

アイリス

イリス

リッ プ
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リ

リア

ュラス

一、き

うン

ヤーマン

ッチア

』 エ －

リ一

ケナ

ナンキ

ア
カ
カ
ジ
ダ
チ
フ
ユ
ラ
ラ

○

×
×

○

×
×
○

○
×
×

○
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○
○
○

○

×

ミ
ベ
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ス
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ス
ト
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キ
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ー
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キノシ

メロカリ

ア
ァ
ァ
イ
オ
オ
カ
ク
マ
シ
セ
セ
ハ
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ノ
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ユ
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○
○
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○
○
○
○
○
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○ ○
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の新芽のほか，花き類では，葉や新芽にも寄生するが，

特に花梗に寄生することが多い。そのため，開花期にな

ると花梗や葉柄，茎などに群生し，開花が終わると消滅

する傾向がある。

ジャガイモヒゲナガアブラムシ，チューリップヒゲナ

ガアブラムシ，ニワトコフクレアブラムシは4～6月の

ころに発生する緑色のやや大型のアブラムシで，チュー

リップでは新芽，新葉に寄生するほか，花茎や花弁にも

寄生する。

2アザミウマ類

最近，非常に増加し果樹や野菜では重要害虫の一つと

なっているが，花き類でも増加の傾向にある。花き類に

寄生する主な種類は,io種前後で，花に寄生する種と

葉に寄生する種とに分けられ，春から秋まで連続的に発

生し，特に夏季に多発する。

花に寄生する種には，ハナアザミウマ，ヒラズハナア

ザミウマ，コスモスアザミウマなどがあり，各種の花に

寄生し開花期になると急増する。

葉や新芽に寄生する種にはチャノキイロアザミウマ，

クリバネアザミウマ，ダイズウスイロアザミウマなどが

ある。

チャノキイロアザミウマは，新芽や新葉に寄生し，黄

花コスモスやシロクジャクでは奇形葉の発現ばかりでな

く芯止まりも生じる。また，ケイトウでは，花穂にも寄

表－2花き類に寄生するアザミウマ類

種類

ハナアザミウマ

ヒラズハナアザミ ウ マ

コスモスアザミウマ

クリバネアザミウマ

チ,ヤノキイロアザミウマ

ケグロキイロアザミウマ

ダイズウスイロアザミウマ

ミナミキイロアザミウマ

オ モ ト ク ダ ア ザミウマ

グラジオラスアザミウマ

キ ク

カーネーション

ヘメロカリス

洋 ラ ン

ペペロミア

黄花コスモス

サルビア

アスタ－

ハナタバコ

マリーゴールド

キ ク

被害症状

花弁が開き始めたころから花弁に寄生する．吸汁被害

を受けた部分は褐変し，花の寿命が短くなる．特に白色
花で被害が大きい．

花雷の先端部が開き始めたころから中へ侵入する。吸

汁被害を受けた部分は退色して白色の斑点～小斑紋を生

じる．特に赤色系や橿色系では被害が目立つ．

開花数日前の花雷に寄生し，着色し始めた外弁から吸
汁するため花弁はカスリ状に退色する．特に赤色系統で
退色が目立つ．

花弁から直接吸汁するため，白色花では褐色の傷，赤
色系統ではカスリ状に退色する．

花弁が褐変しヅ花の寿命が短くなる．

デンドロビュウム（ファレノプシス）の葉表，葉裏に
寄生する．吸汁被害を受けた部分はカスリ状に退色する

が，多発すると葉全体が白っぽくなり，落葉も激しい．

ペペロミア（マグノリフォーリア）の葉裏に寄生する．

被害部は褐色の小斑点になるが，通常群生する習性があ

るため，葉裏全体が褐色になることが多い．

主として新芽，新葉に寄生する．被害葉は小さくなる
とともに変形して奇形葉となり葉裏は褐色になる．また

新葉の展開が止まり，株の生育，花蕃形成も抑制される．

生長点に寄生するため，展開葉は小さくなり葉色も淡
くなる．多発したときには新葉の展開が止まる．

葉裏に寄生する．吸汁された部分は点状に色がぬけ，

葉表では銀色に光る．

展開中の新葉に成虫が寄生する．吸汁被害を受けた部
分は黄白色になり，ひきつれ症状を呈する．被害症状の
程度は品種間差異が大きい．

葉にカスリ状の退色斑点ができる．美観上の観賞価値

は低下するが枯死することはない．

葉にカスリ状の退色斑点を生じ，ときには枯死する．
花弁は変形し白色斑点を生じる．
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表－3ハダニ類が発生する花き

薪三三三二塁三二
1,2年草

アゲラタム，アサガオ，インパテイエンス，コ

スモス，セイヨウオダマキ，キンギョソウ，サ
ルビア，ヒョウタン，ホウセンカ，プリムラ類，
ヒマワリ，ヘリオトロープ，ストック，パンジ
ー．マリーゴールド

表－4ホコリダニ類が発生する花き

表－5ホコリダニ類の被害症状

生して花の寿命を短くする。

クリバネアザミウマは温室性の植物のみに寄生し，暖

房設備の整ったビル内では室内に飾られた鉢上で冬でも

増殖を続ける。

ダイズウスイロアザミウマの寄主植物は非常に多く，

各種花き類の葉裏に寄生し，ハウス内，軒下，団地のベ

ランダなど降雨が直接かからない所ではしばしば多発し

て株を著しく衰弱させる。

3ハダニ類

花き類においても，野菜や果樹と同じようにハダニ類

はきわめて重要な害虫で被害も大きい。しかしながら現

状ではまだ種の同定は不十分で，ほとんどがハダニとい

うことで処理されている。優占種はナミハダニであるが，

カンザワハダニ，ニセナミハダニの発生も多い。

鉢花ではハウスなどの施設での育苗段階で多発するほ

か，消費者段階でのベランダ栽培や軒下栽培でも発生が

多い。被害症状としては，葉の退色もしくは変色，とき

には枯死に至る。

4ホコリダニ類

ホコリダニ類にはナス科植物に寄生するチャノホコリ

ダニとシクラメンの花に寄生するシクラメンホコリダニ

がよく知られているが，両種の寄主植物，住み分けなど

は全く判明していない。また，体が非常に小さいことと

被害症状がほぼ同一であること，防除対第も同じである

ことにより現場での診断同定は遅れている。

ホコリダニ類は主として生長点や花蕃に寄生するため，

新葉の変形→硬化→生長停止，花雷の変形による開花不

良，また開花しても花弁の奇形，わい化など壊滅的な大

きな被害を与える。

本種の場合多発しやすい条件としては，ハダニ類と同

じように降雨が直接あたらない場所で栽培することで，

育苗段階ではガラス室，ハウス内での栽培，消費者段階

ではベランダや軒下での栽培により発生が助長される。

また7～9月の高温乾燥も発生を助長する。

5ハバチ類

このグループでは，アリッサムを食害するカブラハバ

チとニホンカブラハバチの被害が目立つ。春の開花最盛

期に多発して葉を食害し，株全体を丸坊主にすることが

ある。本種はアブラナ科植物を広く食害するといわれて

いるが，ハボタン，紫花菜，クレオメ，ナノハナ，スト

ックではほとんど問題にならない。そのほか白色のキイ

ロハバチが5～6月のころアネモネでときどき発生して

葉を食害する。また6～9月にはクレマチスでも多発し，

葉を食い尽くして丸坊主にすることがある。

6甲虫類

このグループで一番問題となるのはコガネムシ類で，

マメコガネを筆頭にヒメコガネ，ナガチヤコガネ，ドウ

ガネブイブイ，ビロウドコガネなどの成虫が各種草花の

葉や花弁を食害する。

ヒョウタン，オモチヤナンキン，アスターではウリハ

ムシの被害が大きい。特にアスターでは葉ばかりでなく

花弁の食害被害も大きい。

キクスイカミキリはキクの新芽の害虫として趣味栽培

で問題となる害虫であるが，ノコンギク，シャスターデ

ージー，ノコギリソウにおいてもかなり被害がでること

がある。

Ⅱ植物別害虫の発生実態

1パンジー
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4～6月に葉裏，花茎，花弁などにモモアカアブラム

シが群生するため株の勢いが低下するばかりでなく，排

せつ物と虫の脱皮殻による汚れも増加する。また，ベラ

ンダなど降雨が直接あたらない場所ではハダニ類が発生

することがある。

2デージー

幼苗期ではハモグリバエ類による潜葉被害が大きい。

多発したときには展開する新葉が次々に被害を受け，生

長が著しく遅れる。また，ムギワラギクオマルアブラム

シの寄生による葉縁の内側への巻き込み症状も生じる。

開花期になると花茎にワタアブラムシ，ミカンミドリ

アブラムシ，チューリップヒゲナガアブラムシなどが群

生し，葉裏への寄生も多く，葉は昼間萎ちようする。

3ケイトウ

葉の裏側にシロオビノメイガが寄生して表皮のみを残

して食害するため，その部分はやがて孔があきボロボロ

になる。また，8～9月のころ西南暖地ではハスモンョ

トウが発生して葉を食い荒らすこともある。

最近ホコリダニ類やチヤノキイロアザミウマの被害が

増加している。特に夏季に開花する株において，花穂に

寄生し吸汁するため花の寿命が短くなり，早期に褐変す

る現象がみられる。ときには十分に着色しないまま褐変

して枯れることもある。また，家庭園芸ではネコブセン

チュウの発生も多い。

4キンセンカ

早春，ときには冬季にヤサイゾウムシの幼虫が新芽や

葉を食害する。4～5月のころは新芽や新葉にモモアカ

アブラムシ，葉裏や茎にワタアブラムシが発生し，すす

病などを誘発する。また,新梢部にエゾギクトリバの幼

虫が食入して先端部を枯らすことがある。

5サルビア

オンブバッタが多発すると6～8月のころ葉の表面が

食害され，斑点状に褐変する。開花期になるとワタアブ

ラムシが花茎や花弁に寄生し開花を抑制するとともに美

観を悪化させる。また，ハダニ類やダイズウスイロアザ

ミウ弓喧〃)葉裏への寄生も多く，葉がカスリ状に退色する。

新しい害虫としてはホコリダニ類があり，ベランダな

ど降雨の直接あたらない場所で栽培すると，ときどき多

発し，花弁がカスリ状に色ぬけするとともに雷の肥大も

停止するなど，かなり激しい被害を生じている。ぷ

6ホウセンカ,インパティエンス（アフリカホウセ

ンカ）

インパテイエンスにおいて最も被害の大きいのはホコ

リダニ類で，芯止まりを生じ花篭の形成も止まる。7～

9月に多発し，特にベランダ，軒下などで栽培すると多

<なる。個体数は少ないがベニスズメによる葉の食害は

大きく，油断をするとあっという間に丸坊主になる。

ホウセンカにおいては夏季ハダニ類の発生も多く，葉

がカスリ状に退色し，ときには株全体の葉が黄変するこ

とがある。また，ネコブセンチュウも発生しやすいので，

栽培上には十分注意する必要がある。

7マリーゴールド

幼苗期にはオンブバッタによる食害が大きい。生育中

期以降では，ハダニ類とダイズウスイロアザミウマの発

生が多く，葉はカスリ状に退色し，葉の褐変枯死ばかり

でなく茎枯れ，株枯れも生じる。開花期になるとワタア

ブラムシが花弁に寄生し，排せつ物と脱皮殻により美観

を低下させる。

8サボテン類

クジャクサボテンでは5～6月に，膨らみ始めた花善

の表面にモモアカアブラムシ，マメアブラムシなどが群

生するため，開花せずに落下することがある。また，サ

ボテンシロカイガラの発生もみられ，茎全体に介殻が付

着し枯死することがある。この虫は苗とともに侵入して

くるので，新しく苗を受け入れるときには十分注意する。

球形のサボテン類では，マルカイガラムシ類のほかサ

ボテンフクロカイガラムシも発生し，ひとたび侵入する

と根絶は難しい。また，降雨が直接あたらない場所で栽

培するとハダニ類も発生し表面が褐変する。

9多肉植物

緑の鈴ではつるや花茎にマメアブラムシやユキヤナギ

アブラムシ，ミセバヤやカントリスではワタアブラムシ

が茎に群生して排せつ物と虫の脱皮殻による汚れが生じ，

その上にすす病の誘発も生じる。

ベンケイソウ，ミセバヤではベンケイソウスガが多発

し，葉が激しく食害されることがある。

ポルツラケア（通称，金の成る木）ではごくまれにコ

ナカイガラムシが発生することがある。

鉢花とひとくちにいっているが，現在栽培されている

種類や品種は非常に多く，また年々新しいものが外国か

ら導入され，それに伴って害虫の種類も非常に多くなっ

ている。しかし，防除手段としての殺虫剤は，現状では，

チューリップ，ストック，ゼラニュウムなど10数種の

花きで，かつ若干の害虫についてわずかの登録農薬があ

るのみである。そのため今後，早急に防除試験を行って

農薬の登録を促進させる必要がある。また，花きは種類

ばかりでなく，品種によってもその性質はかなり異なっ

ているので，薬害の面でも十分な試験データを集める必

要があると考える。
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ナミイシュクセンチュウによるツツジ類の被害と防除対策
やまもととし

三重県農業技術センター山本敏
お

夫

表-1に示したように，酒井らの調査と同様,3種の主な

線虫を検,'l',した｡また，図-1のようなﾅﾐｲｼｭｸセン

チュウ（大島の同定による）が生育不良症状のみられた

圃場から例外なく多数検出されたことから，これが三重

表－1ツツジ類生育の良否と線虫との関係（サツキ）

はじめ に

最近，急速に進んでいる国土開発は，緑を中心とする

環境の整備を積極的に採り入れようとする方向にある。

都市や工場の周辺では緑地公園や街路樹の整備が進み，

また，道路網の整備事業ではゆとりをもった緑地帯の設

置などが進められている。

このような事情を反映して，全国的に工事用植木類の

生産が大幅な伸びを示し，三重県の例によると，国土開

発のはしりがみられた昭和40年当時227haであった

植木類栽培面積が，昭和62年現在では1,043haの多

くを数えている。なかでも，主要樹種であるツツジ類の

生産が多く,669haと全体の64%を占めている。

しかし，このような現状は，特にツツジ類において過

酷なまでの連作を強いることから，産地では，ナミイシ

ュクセンチュウによる連作障害を誘発する結果となって

現れ，重要な問題となっている。

このようなことから本稿では，三重県の生産地でこれ

まで観察してきた被害の実態と，筆者らが行ってきた防

除に関する試験の一端を中心として紹介し，対策上の留

意点を考察してみたい。

Iツツジの連作障害に関与する

植物寄生線虫

酒井ら（1962）は，福岡県のツツジ類栽培圃場を調査

し，主な線虫として，イシュクセンチュウ(Tylencﾉl0γ‐

hyncussp.),ラセンセンチュウ{Helicotylencussp.),

ユミハリセンチュウ(Trichodorussp.)を検出してい

る。そして，これら圃場の生育不良株からイシュクセン

チュウが多数検出されたことと，クロルピクリンなど土

壌くん蒸剤を処理することによって，ツツジの生育がき

わめて良好となったことから，ツツジ類の連作障害の要

因としてイシュクセンチュウが大きく関与しているもの

と考察している。また，大島ら（1962）は，九州産TV-

enchorhyncus属線虫を分類同定する中で，ツツジ類を

加害している種類は，ナミイシュクセンチュウT"ﾉe"

c加γhyncusclyton〃であることを明らかにしている。

筆者(1978)は，三重県のツツジ類栽培I刑場を調査し，

’

線虫はベールマンろ斗法（土壌20g,24時間）により分離．
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図－1ナミイシュクセンチュウ（雌成虫）
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の検出をみた。なお，この調査でサザンカからもイシュ

クセンチュウの検出をみたが，口唇部や尾端の形状が明

らかに異なっていることから，本種とは異なるイシュク

センチュウ（未同定）であると思われた。

以上の諸調査から，ナミイシュクセンチュウは，わが

国において多くの樹木類を宿主として広域に分布してい

るものと思われる。

県におけるツツジ類連作障害の主因であることを明らか

にした。また，山崎ら（1981）は，神奈川県のツツジ類

連作圃場においても，本線虫が連作障害の原因となって

いることを指摘している。

以上のように，ナミイシュクセンチュウはわが国のツ

ツジ類生産地に広く分布し，連作障害の最も重要な原因

となっているものと思われる。

Ⅱナミイシュクセンチュウの宿主

（樹木類）

橋本（1963）は，福岡県内の林業苗畑における線虫の

実態を調査報告した中で，本種がスギ，ヒノキ，マツの

苗に寄生し激しい被害を与えていることを指摘している。

千葉（1968）は，12県で実施した林業苗畑の線虫実態

調査をまとめ，北海道を除く11県のスギ，ヒノキ，マ

ツ，カラマツから，イシュクセンチュウが検出されたこ

とを報告している。また，真宮（1969）は，中部地方以

東の国有林苗畑を対象とした植物寄生線虫の分布調査を

実施し，被害との関係は明らかではないがスギ，ヒノキ，

アカマツ，クロマツの苗圃から本種の検出をみている。

筆者（1978）は，ツツジ類連作障害の実態を調査する中

で，表－1のNo.6圃場のように，スギやヒノキ苗圃の

跡地に栽培したサツキが，ツツジ類を連作したときと類

似の症状を現し，同時にナミイシュクセンチュウを検出

したことから，これらの樹木が本種の宿主となる可能性

を推察した。

鑑賞用樹種についての調査は少ないが，山崎ら（1981）

は，セイヨウシヤクナゲ，ドウダンツツジ，アセビ，カ

ナメモチ，ツバキ，ウスギモクセイ，イヌツゲ，シノブ

ヒバ，オオムラサキに対する接種試験を行い，これらは

いずれも，ナミイシュクセンチュウの好宿主植物となる

ことを報告している。

筆者らは，水田利用再編対策の転換作物として導入さ

れている主な樹種を対象に，主要植物寄生線虫の発生実

態調査を行ったところ，表一2のように，ツツジ類，イヌ

ツゲ，モクセイ，カエデ類からナミイシュクセンチュウ

Ⅲツッジ類での被害症状

ツツジ類の生育障害にはさまざまな症状がある。けい

糞や石灰の多施用をすると，土壌pHが上昇し鉄の吸収

が悪くなり葉の黄化症状をきたし，コガネムシ幼虫の加

害や湿害をうけると株枯れを生じ，ゴマフボクトウの加

害や寒害による幹割れによっては枝枯れを生ずる。しか

し，ナミイシュクセンチュウの加害をうけると，このよ

う‘な黄化や枯死といった明りょうな被害症状は現れない

で，極度の生育不良症状となって現れる。

これを，少し具体的に観察してみると，新梢の数の減

少と伸長不良が目立ち，また，葉は小さく艶をなくす。

特に被害の著しいときには，樹の中心部の生育が悪く杯

状の樹形となる。その結果，市場での規格にあった樹高

や株張りを確保できず，鑑賞樹として最も必要な生気あ

る姿を失う。そして，このような被害株を掘り取って根

を観察してみると，地表を這うような横への伸長はみら

れるものの，縦への伸長はほとんどみられず，屍平な根

群を形成し，根は暗褐色を呈し細根が著しく少なくなっ

ている。

このように，ナミイシュクセンチュウはツツジ類の生

育や品質に多大の悪影響を及ぼす重要な線虫である。

Ⅳ防除対策と防除上の留意点

1前作樹種を配慮した対策

ナミイシュクセンチュウによる被害はツツジ類の連作

によって助長されるが，前述のように，本種の宿主範囲

は林業種苗などきわめて広いので，宿主となる他樹種と

輪作する場合も，本種の生息の有無を綿密に調査して対

策を講ずる必要がある。山崎ら（1981）も，本種の樹木

類における宿主範囲の広さから，他樹種とのローテーシ

ョンの困難さを指摘している。

2挿し木床での感染

挿し木床は，住居の近くや道路際など管理の便利な圃

場に，山砂を10cm程度積み上げて，連年設置されるこ

とが多い。このような挿し木床の基礎土には本種の生息

の可能性が大きく，基礎土の消毒を行ったうえでの設置

が望ましい。ツツジ類で行った実験ではないが，表－3に

表－2植木転作水田から検出した線虫

樹種
｜
唾
０
０
０
０
０

サツキ

ツゲ

サザンカ

モクセイ

カエデ類

線虫はベールマンろ斗法（土壌20g,24時間）により分離．
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調査圃
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１
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２
１
１
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２
１
０
０
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１
０
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０
０
０
２
１

０
０
０
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０
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示したキクのネグサレセンチュウのように，一般に植物

寄生線虫は基礎土から挿し木床へ移行し，容易に感染す

る。

また，表－4は，ツツジ類の挿し木用土など育苗用土を

採取する可能性のある山野の線虫を調査したものである

が，これによると，他の重要線虫とともにイシュクセン

チュウが検出されることもある。このことは，ツツジ類

の挿し木床に使用する山砂は，線虫回避の立場から十分

吟味する必要のあることを示唆するものである。

3粗大有機物による増殖抑制

表－2でも示したように，水田利用再編対策によって

水田へ作付けられたツツジ類においても，イシュクセン

チュウの検出頻度が比較的高い。もともと本種は水田に

生息している線虫ではないので，このことは，前述のよ

うに挿し木床で感染し，稚苗によって持ち込まれ増殖し

た結果であると考えている。また，図－2は，無消毒畑地

表－3挿苗期におけるネグサレセ

ンチュウの感染（キク）

土壌，焼き土消毒した畑地土壌，水田土壌を素焼き鉢

(8号7反復）につめ，ナミイシュクセンチュウが感染し

ている稚苗を各鉢3株あて定植し，約5か月後の線虫数

を調査したものである。これによると，無消毒の畑地土

壌と比較して，水田土壌や消毒後の畑地土壌では明らか

に増殖が速やかである。

このようなことから，水田利用や消毒後の圃場に対し

て，本種の増殖抑制手段が必要であると考え，粗大有機

物による増殖抑制効果をサツキ栽培の現地圃場で検討し

た。その結果，図－3に示したように，粗大有機物投与区

の線虫密度はきわめて低く，図－4に示したように，サツ

キの生育に対する効果はパーク堆肥3．5t投与区で顕著

であった。また，表－5は，連作回数の多い圃場でパーク

堆肥と農薬（デイ・トラペックス油剤）との組み合わせ

による効果を検討した結果であるが，これによると，堆

肥投与区に比べて農薬との組み合わせ区での線虫密度が

低く，サツキの生育もよく，特に，ガス抜き後の堆肥投

与区での効果が顕著であった。登録農薬がないので，あ

くまでも実験の域をでないが，このように，場合によっ

ては農薬などほかの手段との組み合わせによった粗大有

機物の投与が必要となる。

"WKmw吻吻⑰

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２
１

検
出
線
虫
数

試 験方法 各10株の平均（分離はベール

マンろ斗法）

表－4三重県の山間における植物寄生線虫検出例 水田土壌畑地土壌畑地土壌
（消毒）

図－2水田及び畑地土壌におけるナミイシュクセン

チュウの増殖の違い
線虫 の種類 検出虫数

助lecussp.

TyIenchorhyncussp.

Ditylencussp.
雄〃cotylencussp.

Scutellonemasp.
Pγαty此犯c秘SSP・

Meloidogynesp.
Criconemoidessp.
Pαγαty此れc秘SSP・

Aphelencussp.

Aphelenc加idessp.

TγjC加dorussp.

０
８
８
３
８
７
３
８
７
７
５
８

０
３
１
８
１
１
２

１ 1 ８
３
２
３
０
２
５
８

０
８
２
１

１

１

４

－
”
一
一
６
－
－
７
一
一
一
３

500

２
９

口昭．51

■昭．52０
０
０
０
４
３

検
出
線
虫
数

４
２

１
４
１

200

100

（2t/10a）ず
（3.5t）

調査地点数：12

線虫の検出：ベールマン法（土壌20g)24時間
Meﾉoidogyneは大半がM.hapla

Meloidogyneの主な寄生植物：サジガンクビソウ，オオバ

コ，ヤマハッカ，アケボノソウ，ヤブニンジン，タチツボスミ

レ，ケンノショウコ，ツバツチグリ，キンミズヒキ，フユイチ

ゴ，クサイチゴ

無
処
理

ノ〈

ク

堆
肥

(3.5t）
ｊｇ

Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
眺５１

ンチュウに対する粗大図－3ナミイシュクセ

有機物の効果
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西沢（1980）は，世界各国で検討され有効成分が明ら

かになっている線虫対抗植物と，有効成分は明らかでは

ないが，対抗植物としての可能性の高いイネ科植物など

多くの植物を紹介している。また，大島（1987）は，対

抗植物の利用方向を考察する中で，殺線虫活性物質を含

有する多くの植物と，それが含有する具体的な物質を紹

介している。

一方，わが国における対抗植物の利用はそれほど進ん

でいないが，これを利用しようとする研究はいくつかあ

る。中でも，近岡ら（1971）が，三浦ダイコンを加害す

るキタネグサレセンチュウで行ったマリーゴールドの効

果は，実用化できる技術として高く評価され，現在，き

わめて有効な品種アフリカントールを用いて広く実用化

されている。このほか，マ'ノーゴールドがネコブセンチ

ュウヤやネグサレセンチュウの対抗植物として有効であ

ることは，上村（1979）や稲垣（1981）によって，ニセ

フクロセンチュウでは中園（1973）によっても報告され

ている。

筆者らも，これまでツツジ類を加害するナミイシュク

センチュウを対象に，対抗植物の検索と実用化のための

試験を実施してきた。まず，図－6は対抗植物としての可

能性がある4種のマメ科植物とマリーゴールドについて，

植木鉢を用い効果を検討した結果である。これによると，

検出線虫数

050100150200250

以来，三重県のツツジ類生産地においてはパーク堆肥

をはじめとする粗大有機物の投与が恒常化し，土壌改善

効果と相まって品質向上に高い成果をあげている。しか

し，粗大有機物の投与は，図－5に示したユミハリセンチ

ュウのように，種類によってはかえって増殖させること

もあるので，線虫の種類と効果の関係を明らかにしたう

えでの利用力埋まれる。

4対抗植物を利用した防除

70

60

口株張り(畏径）

■樹高

０
０
０
０

５
４
３
２
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（
四

０
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（3.5t）
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ク

堆
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(3.5t）

無
処
理

図－4粗大有機物施用とサツキの生育
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図一6ナミ

口昭．58．1

■昭．58．11
■
無
処
理

ｈ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
粒
剤
眺ｇ

に
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肥
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牛
糞
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図－5粗大有機物施用とユミハリセンチ1ウの増殖

'－6ナミイシュクセンチュウに対抗する植物の検索

表－6イシュクセンチュウに対する対抗植物の効果表－5薬剤と堆肥の併用によるナミイシュク

センチュウの防除

調査項目 1樹当たりa’

1株当 株張りイシュクセンチュウ数

地上重

(g)
処理

短径

(cm) 試験区

３
３
２

１
１
１

25

23

21

薬剤→堆肥

堆肥→薬剤

堆肥

Cr0juIa伽叩“j曲j"s

C“s伽0“！｡”如他

対照(裸地）

樹容積は樹高と樹幅（最長，最短）を各区20株測定し算出

した．

a}は1区10株3区の平均値

薬剤：デイ・トラペックス油剤20//10a

堆肥：パーク堆肥2t施用

調査株数：新梢5株，株張り10株
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マメ科タヌキマメ属植物のCγ0tαﾉαγiaspectabilis,C.

sessilibﾉoγα及びマメ科カワラケツメイ属植物のCas-

siaoccide冗加"sでの効果が高く，ナミイシュクセンチ

ュウ対抗植物として有望であると考えられた。

次に，表－6は，有望と思われた3種のうち草丈が低

く収量性がなく，緑肥としての価値を望めないC.sess-

j"6/oγαを除外し，他の2種を用いて行った現地実証試

験の結果である。これによると,C.Occidentα〃sは対

照区に比較して，検出虫数も少なくサツキの生育もやや

優れていたが，効果は不十分と思われた。しかし,c

spectabilisは検出虫数がきわめて少なく，サツキの生

育も優れていたことから，対抗植物としての実用性はき

わめて高いものと思われた。ただ，この植物の種子は硬

実で発芽がきわめて悪いが，すり鉢などを用い軽<傷を

つけるか,70℃の湯に10分間浸漬すると，発芽力を

高めることができる。

以上のように，対抗植物の利用技術はまだ検討段階に

あるが，特に，ツツジ類の生産では単に線虫防除の必要

性にのみとどまらず，堆肥など粗大有機物の投与による

土壌改良の必要'性もあるので，この両者を兼ね備えた対

抗植物を積極的に導入すべきであると思っている。

おわりに

ナミイシュクセンチュウによるツツジ類の被害と防除

ならびに留意点の一端を紹介してきた。気が付かれたと

思うが，防除技術の中で，農薬の具体的な使用法につい

ては触れていない。土壌くん蒸剤の中には有効な農薬も

いくつかある。しかし，残念ではあるがツツジ類のナミ

イシュクセンチュウで登録され実用化されている農薬は

見当たらない。ツツジ類の栽培でこそ，農薬と先に述べ

てきた農薬によらない防除手段とを組み合わせた，総合

防除体系が必要であり，この意味からも農薬の登録促進

を望みたい。

引用文献

1）千葉修（1968）：森林防疫ニュース17：26～36．

2）近岡一郎（1971）：神奈川県農業試験研究機関共同研
究報告：2．

3）橋本平一（1963）：福岡林試時報16：153～167.
4）稲垣春郎ら（1981）：関東病虫研報28：137～138
5）真宮靖治（1969）：林試研報219：95～119.
6）中園和年（1973）：日線研誌3：38～41．

7）西沢努(1980):農及園55:125～130.
8）大島康臣（1962）：九州病虫研報8：44～47．
9）酒井久夫ら（1962）：同上8：50～51.
10）上村道雄（1979）：農及園54:1503～1508.

11）山崎和雄ら（1981）：神奈川園試研報28：73～83.

参考資料

1）大島康臣（1987）：バイオ農薬・生育調節剤開発マニ
ュアル

2）山本敏夫（1978）：園芸学会東海支部シンポ資料

本会発行図書

作物保護の新分野

理化学研究所見里朝正編

A5判235ページ定価2,266円送料260円

昭和56年から始まった理化学研究所主催のシンポジウム「科学的総合防除」の講演内容を加筆してとりま

とめた好著。我が国の先端を行く研究者が化学的，生物的防除はもちろん，光・音・遺伝子工学等を駆使し

て作物保護の新分野にいどむ最新技術を紹介する。

内容目次

I.「科学的総合防除」とはV.生物 的防除

Ⅱ、光の 利用 作物病害の生物的防除／生物的防除と害虫管理／

光の昆虫誘引作用の利用／光の昆虫忌避作用の利雑草の多様性とその生物的防除／生物的防除への

用／紫外線除去フイルムによる植物病原糸状菌の遺伝子工学応用の可能性

胞子形成阻害／雑草防除における光質の活用Ⅵ、ソフト農薬の開発

Ⅲ環境制御ソフト農薬開発の現状／大豆レシチン・重曹農薬

湿度環境制御によるハウス野菜病害の防除／環境の開発／過酸化カルシウム剤の開発／フェロモン

制御による雑草防除／太陽熱利用による土壌消毒の利用・開発

／水 の利 用による病害防除Ⅶ．外国の現状

Ⅳ．音の利用ヨーロッパにおける科学的総合防除／ソビエトの

音と昆虫／鳥と音／動物と音／魚と音現状／東南アジアにおける作物保護の現状／アメ

リカにおける病害虫の総合防除の現状
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ゴマダラカミキリの被害緑化樹の害虫
き

喜
あくつ

東京都農業試験場阿久津
さく

作

を選択している。本種が特に好んでいると思われる樹種

表－1ゴマダラカミキリの加害植物

はじめに

近年，都の環境緑化に対する関心が高まり，道路緑地

帯，都市公園，公共住宅団地などにおける公共用緑化木

の需要は，著しい伸びを示している。緑化樹の生産は，

主に千葉，埼玉，東京，神奈川，栃木，群馬の6都県で，

全国生産額の72％を占めている（堀江，1984)。生産

にはこれら各都県も力を入れ，東京都では1973年から

緑化用苗木安定供給事業を実施し，農家への委託生産を

行っている。その経費は，1988年度だけでも5億4千万

円にのぼる。苗木の種類も，かつては大気汚染に強く，

病害虫の少ないイチョウ，スズカケノキ，ネズミモチ，

モッコクなどの需要が多かったが，最近はサクラ，ハナ

ミズキ，サザンカ，ツツジ，コデマリなど花木類への噌

好が強まり，常緑樹ではシラカシ，アラカシ，クスなど

が著しい伸びを示している。しかし，このような噌好の

変化は，病害虫の変化をも生じ，ハナミズキ，ツツジ類

ではコガネムシやコウモリガの被害が，カシ類ではカミ

キリムシなどのせん孔性害虫による被害が生産者の間で

問題になっている。ここでは，緑化樹苗木の生産面で問

題となっているゴマダラカミキリを中心に，その被害と

若干の生態について述べてみたい。

Iゴマダラカミキリの加害樹種

ゴマダラカミキリ(Anopﾉop肋γα'､αﾉasmcaThompson)

は，カミキリムシ科(Cerambycidae),フトカミキリ亜

科(Lamiinae)に属する。緑化樹に対する本種の加害に

ついては，林野庁が1974年と’75年度に国庫補助をも

って12県林試に実施させた「緑化樹木病害虫等の緑地

形態別種類とその分布に関する調査」の結果に若干の食

樹に関する記載があるのみで，詳細な調査，研究は行わ

れていない。

小島・中村（1986）は，今まで記載された本種のすべ

ての食樹についてまとめたが，それによれば本種は，同

じフトカミキリ亜科のうちでも特異なほどの広食性を示

している。すなわち，表－1にみられるように，スギや

モクマオウのような裸子植物からバラ科のような被子植

物，イタドリのような草本に至るまで50種以上の植物

記録例数種名

ミカン類

ヤナギ類

クワ

センダン

イチジク

セイヨウリンゴ

モミジバスズカケノキ

キマメ

ナシ

バラ類

モクマオウ

アカメガシワ

カラタチ

スギ

ポプラ類

シラヵンバ

クヌギ

ヤシャブシ

ニレ

イロハカエデ

ウラジロハコヤナギ

クリ

シイ類

タチバナモドキ

オリーブ

セイヨウハコヤナギ

シダレヤナギ

オノエヤナギ

イヌコリヤナギ

コリヤナギ

ネコヤナギ

クルミ類
ペカン

ヒメャシャブシ

ミヤマハンノキ

．コバノヤマハンノキ

トキワギョリュウ

アメリカヤマナラシ

ドロヤナギ

241号ポプラ

釜淵ポプラ
コゴメヤナギ

シロヤナギ

ミヤマハンノキ

ハンノキの一種

ハンノキ類

ナラ類

クワ類

モリシマアカシア

イタドリ

ウンシュウミカン

ハッサク

トネリコバノカエデ

キズタ

ミカン科

ヤナギ科

クワ科

センダン科

クワ科

バラ科

スズカケノキ科

マメ科

バラ科
〃

マツ科

トウダイグサ科

ミカン科

スギ科

ヤナギ科

カバノキ科

ブナ科

カバノキ科

ニレ科

カエデ科

ヤナギ科

ブナ科
〃

バラ科
モクセイ科

ヤナギ科
"

"

"

〃

〃

クルミ科
〃

カバノキ科
〃

〃

スギ科

ヤナギ科
〃

”

"

"

”

カバノキ科
〃

"

ブナ科

クワ科

マメ科

タデ科

ミカン科
〃

カエデ科

ウコギ科

９
８
９
３
２
５
５
７
２
１
１
８
７
５
５
５
５
４
４
４
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
８
７
３
３
２
２
１
１
１
１

InsectPestsofOrnamentalWoodyPlants:Injurybythe

WhiteSpottedLongicornBeetle．ByKisakuAKUTSU 小島・中村（1986）日本産カミキリムシ食樹総覧より作成．
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を報告例数からみると，ミカン類が99例と最も多く，

次いでヤナギ類，クワ，センダン，イチジク，モミジバ

スズカケノキ，セイヨウリンゴ，キマメ，ナシ，バラ類

の順であり，噌好性の高いものから低いものへの傾向が

うかがわれる｡しかし,記載例数の少ないものは，好ん

で選択されていないと判断するのは早計である。例えば，

公園，住宅団地，庭園などに植栽されるカエデ期は，記

載数こそ4例にすぎないが，緑化樹栽培農家や造園業者

からは最も警戒されるほど被害も多く，緑化樹の中でも

好んで寄生される樹種である。また，シラカシ，アラカ

シ（ブナ科)，近年緑道なと響公共施設緑地帯に仙栽され

るようになったエゴノキ（エゴノキ科)，アカシデ，イヌ

シデ（カバノキ科)，ナナカマド，サンザシ（バラ科）な

ども好んで食害し，樹勢が衰弱したり枯死しているもの

がよく見受けられる。これらの樹極は，いずれも本種の

食樹として記載がないものである。

LlNSLEY(1959,61)は，カミキリムシ幼虫の食性と

カミキリムシ科の系統的関係について言及し，原始的分

類群に属するカミキリムシほど広範囲にわたって食樹を

選択していると指摘している。また小島(1960)は，被

子植物よりも一般に古いと認められている裸子植物を食

樹に選んでいるカミキリムシは，被子植物を選択してい

るものより系統的に古い分類群に偶しているといい，事

実原始的と考えられているノゴギリカミキリ亜科では，

裸子植物から被子植物にかけて広い範囲の植物を選択し

ており，クロカミキリ亜科やマルクビヒラタカミキリ亜

科は，裸子植物のみを選択していると述べている。以上

のことからすれば，系統的により進化した種は裸子柚物

より被子植物を選択し，さらに同一科またはその科とき

わめて近縁な科に限って選択する，いわゆる寡食性か単

食性であるということができる。

フトカミキリ亜科に属する種の多くは寡食性であり，

また生きた植物を選択し，産卵加工の習性をもつことか

ら，カミキリムシ科の中では最も進化した亜科とされて

いる（小島・林，1969)。ゴマダラカミキリは食性からみ

ればフトカミキリ亜科の中ではきわめて特異的であるも

のの，生きた植物を選択し，産卵加工の習性も備えてい

る。したがって，幼虫の食性とカミキリムシの系統との

間にはある程度の相関は認められるが，すべての種類に

あてはまるものではなく，今後食性の選択機椛について

の研究が望まれるところである。

Ⅱシラカシ苗木の被害

シラカシはアラカシとともに公共用緑化樹として需要

が急速に高まり，生産は1985年から’88年の4年間だ

けでも66万2千本からISO万4千本と急増している。

主に道路緑地帯や公共住宅団地などに植栽され，常緑で

葉が美しいことから好i;､を博している樹種である。産地

は主として茨城，千葉，東京であるが，都県のいずれの

生産者もゴマダラカミキリの被害に悩まされている。本

種の食入を受けると，根元から地中にかけて樹皮下がI交

み砕かれた木屑でカスカスの状態になる。3齢ごろから

さらに木質部に食入し，根の先端に向かって食い進む。

11交み砕いた木屑は糞とともに根元に押し出されるので，

被害を容易に認めることができる。加害された苗木は，

その刺激によって地中の幹部が異常に肥大し，痛状に膨

れあがる。また，維管束部を広く食害されたものは，樹

勢が衰え，葉に艶がなくなったり，落葉するなどの症状

がみられる。さらに，食害部から病原菌が侵入し，突然

枯死する場合がしばしばみられる。外観上衰弱がみられ

ない場合でもいったん食入を受けた苗木は，根部が空洞

化しているため，根の伸長が悪く，植栽しても活着率が

低く，造園請負業者に抽害を与えるほどである。

表－2に東京都立川市のシラカシ苗畑における本種の

被害調査結果を示した。A畑は周囲で一部宅地化が進ん

でいるものの,10数haの緑化樹苗畑の中にあり，シ

ラカシのほかスダジイ，ハナミズキ，サルスベリ，ツツ

ジ等の苗が柚栽され,B,C畑とは直線距離にして約

3.5km離れている。BとCは隣接しているが,cは5

本す､っの株仕立である。D畑はB,C畑より南に約1km

離れており，いずれも周囲はハナミズキ，アラカシ，ケ

ヤキなどの苗畑であり，それらの北vは雑木林と接して

図－1シラカシのin畑4年苗）
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表－3海外導入カエデ類におけるゴマダラカミキリの被害表－2シラカシ苗畑におけるゴマダラカミキリの被害

（立川市，1988.10）
－

幼虫

食入種名・品種
食入率

（％）調査地

ギンカエデ
ありピラミダル

ルテセンス
68.0

12.6

32.3

33.3

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

″
″

ラシニエタム

ネグンドカエデ
なしオデッサム

オーラタム ″
″
〃

AはB,Cと約3.5km,DはB,Cと約1.Okmの距離が

ある.cは5本の株仕立てで，そのうち最大の1本を計測し

た．被害率は糞が認められないが，根部に食害のある株の割

合を，食入率は糞が認められた株の割合を示す．

バリゲータム

エレガンテシマ

セイヨウカジカエ
一ザ

丁

ありアトロプルプレム

″
″
″

エレクタム

ロッテルダム
いる。

本種による被害はA～D畑まで認められ，特にA畑

は植栽後5年を経過しているが，被害率は83％に達し

ていた。そのうち，株元に咳み屑の排出が認められた苗

は68％に及び，幼虫が地中の根部まで盛んに加害して

いることをうかがわせた。B,C畑の被害は一本立ちの

ほうが低く，株立ちのほうが高かった。この原因は明ら

かではないが，混み合った株立ちの環境が生息と産卵に

好適な条件を与えているとも考えられる。陵み屑の排出

が認められないが，明らかに被害力確認された苗は前年

かそれ以前に加害されたものと思われるが，その中には

著しく生育の遅れているものや枯死株も見受けられた。

これらの調査から，この地域のシラカシ苗畑は，いず

れも本種の加害を受けており，畑によっては本種が高密

度で加害している可能'性のあることが示唆された。畑に

植栽される苗木は，大部分が茨城県と千葉県からの購入

実生苗であり，その中には既に幼虫が食入している場合

が多いと指摘する生産者もいる。今後，苗木の移動によ

る被害の拡大には，十分注意する必要がある。

Ⅲ海外導入のカエデ類の被害

東京都農業試験場では，緑化樹の適応試験の目的で

1972年に海外から新樹種の導入を行った。その一部にフ

ランスから導入したカエデ類5種13品種があり，これ

を約K)aの畑に植栽して各種の適応調査を行った。そ

の結果，日本の風土に適さない種類もみられたが，多く

は植栽後7，8年目からゴマダラカミキリの加害を受け，

現在は表－3にみられるようにギンカエデ，セイヨウカジ

カエデ，ノルウェーカエデのいずれの品種もすべてが枯

死するかわずかな生存木を残して大部分は枯死した。生

き残っているものも，なお幼虫の食入によって衰弱が著

しく，枯死寸前にある。しかし，北米産のネグンドカエ

デではオーラタムから成虫の脱出が1例確認されたのみ

で，ほかは加害が今日まで認められていない。これらの

レオポルデ

ノルウェーカエデ

あり
〃

あり

ロイヤルレッド

クリムソンキン グ

ルフ・ラカエデ

被害枯死数は1983年より1988年までの数を，脱出数は

1983,1985年の総数を示す．食入も同年の観察による．

品種が加害されない原因は，本種が産卵を回避している

ためとも考えられるが，実際にはオーラタムやバリゲー

タム品種に盛んに産卵している雌を2側確認しているこ

と，成虫の脱出例があることから，これらの品種では，

ふ化した幼虫が食入しても大部分が発育できないとみる

ほうが妥当と思われる。なお，セイヨウカジカエデのう

ちレオポルデとノルウェーカエデでは加奔による枯死が

起こっているにもかかわらず，成虫の脱出が認められな

い原因は，前年までにほとんどが脱出してしまったため

である。

海外からの緑化樹導入は明治のころから行われていた

記録があり，カエデ類もその中に含まれていた。それに

もかかわらず，ギンカエデのように生長が早いものでも，

現在わが国に定着している例がみられないのは，本種に

よる加害が一因であるかもしれない。

Ⅳ人工雑木林における被害

開発による雑木林の減少は著しく，わずかに残ってい

る雑木林については，都や市などの自治体が緑化保存林

として積極的に保護を図ってきた経緯がある。また，新

たにコナラ，クヌギなどを植栽し，失われた雑木林の部

分的回復を試みているところもある。図－2は，1972年

に東京都が小平市にある水道用地（長さ約2.5km)にコ

ナラ，サクラ，エゴノキ，シデ類，カツラ，ガマズミな

どの中高木を植栽した緑道雑木林の一部である。植栽後

17年を経過した現在，コナラやエゴノキは胸高直径が約

15～20cmに生長している。しかし，ゴマダラカミキリ

－50 －

分布圏 植栽数
被害

枯死数

成虫

脱出数

北アメリカ，カナダ

″
″

北アメリカ

″
″
″

ヨーロッ

〃

〃

パ

アジア西部

コーカサス

北アメリカ

４
３
３
５
２
５
３
６
５
５
３
３
３
９

４
３
３
０
０
０
０
６
５
５
３
２
２
７

１
６
１
０
１
０
０
４
８
９
０
０
０
４

３
３

２

３
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図-3ゴﾏダﾗｶﾐｷﾘの脱出消長

（カエデ類,1983)図－2雑木を植栽した緑道

やシロスジカミキリによる加害のため衰弱木や枯死木が

続出し，毎年新たな植栽を強いられている。1989年10

月に行ったゴマダラカミキリの被害調査fe約8m.長

さ約220m)では，植栽されていたエゴノキ38本のう

ち，幼虫の食入している木は15本（39.5％）あり，’1交

み屑，糞の排出が認められた。一方，シデ航においても

27本中8本（29.6％）が加害され，緑道を配した人工

雑木林でも本種の被害が大きいことがわかった。

脱出がV-まるものと思われる。

後食：脱出後，後食することにより卵巣の成熟が図ら

れる。雌卯までの後食期間（産卵前期間）については，

川村（1976,77）は10～15日としている。足立(1988a,

bは詳Ⅲに検‘郡した結果,9.8日±1.4日であるとし

た。この期間は後食する樹樋によっても多少異なるかも

しれない。後食は幼虫の加害樹種が主で，カエデやシラ

カシではnil年枝のつけ根近くをぐるりと環状に後食する

ため，枝枯れを起こす場合が多く，かなりの被害を生じ

る場合がある。

配偶行動及び産卵：本極の配偶行動についてはこれま

で報告がなく，不HHな点が多い。フトカミキリ亜科の多

くの種は夜行性で，配偶行動や産卵行動ももっぱら夜間

に行われ，雌をめぐる雄同士の激しい|州争や雌を占有す

るマウントなどの行動が知られている（阿久津・窪木，

1981;岩測,1989;械井,1989)。本種の場合，産卵は

ll中に限られ，雌は産卵場所を求めて樹幹を降り，地上

をはいかいす-るが，雄がマウントしたまま行動している

例は観察されていない。産卵時刻は午前9時から10時

ごろと，午後2時から3時ごろにかけて行われ，正午近

くや夕刻には行動しないようである（表－4）。これは川

村(1977)の観察結果とほぼ一致している。産卵は地表

から2～3cm入った幹部の樹皮に大顎でﾛ交み傷をつけ，

体を反砿させてから11交み傷に産卵管を差し込み，樹皮と

木簡部の間に1個ずつ産みつけていく。この行動はカン

キツ類の場合と同じである。産卵能力については，足立

(1988a,b)による〃検討が行われ，これまで報告され

V生態

近年，ゴマダラカミキリの被害はカンキツ類，リンゴ，

ナシなどの果樹でも拡大し，大きな問題となっている。

本種の生態については，川村(1976,77,80,86a,b).

伊藤ら(1980),吉野・村越(1980),加藤(1982),足立

(1988a,b)などによる報告がある。特に，カンキツに

おける生態については川村，足立による詳しい調査が行

われている。緑化樹における生態については調査が乏し

く，よくわかっていない。ここでは都農試のカエデ園で

行った断片的調査をもとに，若干の生態的特徴について

述べてみたい。

成虫の脱出：1983年に農業試験恥のカエデ|童lでI凋査

した成虫の脱出消長は図－3に示されるように，6月中

旬～7月上旬に多く，ピークは6月下旬であった。これ

は川村（1976,77）が高知のカンキツ|歯|で調査した消長，

すなわち5月中旬～6月下旬にかけての脱111消長より約

lか月のず､れがみられる。ずれを生じる原wは地域差に

よるためと考えられ，四国のような11愛地ではV-<羽化し，
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シチュウコート）乳剤,MEP-EDBスミバークE乳

剤などの高濃度散布が有効と思われる。また，本種の産

卵活動が日中であることから，産卵時期に畑を見まわり，

捕殺することも有効である。捕獲については，カンキツ

栽培農家が考案した巻き付け網による方法も有効と思わ

れ，検討してみる価値はありそうである。この方法は，

細いたるませたナイロン網を根本に巻き付け，上部をひ

もで縛り，下は針金を通して円形にし，地中に浅く埋め

るという簡単なもので，脱出する成虫，産卵のため根元

に近寄った成虫が糸にからみ，動きがとれなくなったの

を捕殺するというものである。

表－4ゴマダラカミキリの産卵時刻（1983）

産卵行動数時 刻

６
１
０
２
７
５
２
１
０

9：00～10：00

10：00～11：00

11：00～12：00

12：00～13：00

13：00～14：00

14：00～15：00

15：00～16：OO

16：00～17：00

17：00～18：00

東京農試カエデ圃場で6月24日～7月1日の行動を記録

した．

ている産卵数（30～40卵,30～70卵）よりはるかに多

い193.8士65.2卵を産むことが明らかにされている。

幼虫の生態：幼虫については調査が少なく，まだ多く

が不明である。川村（1976,77）は，1齢は5～6日で

2齢に，2齢は6～11日で3齢になり，5齢期で越冬

すること，そして7齢で蝿化するものと7齢以上経過し

てさらに冬を越し，翌年に蝿化する二型が存在するとし

ている。すなわち，越冬時には5齢と7齢以上を経過し

た老熟幼虫が存在するという興味ある報告をしている。

一般に，昆虫の生活環を支配する要因は日長や温度で

ある（ダニレフスキー，1961）といわれるが，本種の幼

虫がどの時期にどのような要因によって二型を生じるの

か，今後の解明が待たれる問題である。

Ⅵ防除

防除を行う場合，本種の生態的特徴を把握し，対策を

立てることが肝要である。成虫は脱出後8～12日間の

後食期間があり，この期間に防除すれば産卵を未然に防

ぐことができる。そのためには，成虫が脱出する時期を

正確に知る必要がある。脱出時期は前述のように地域差

があり，東京近辺では6月中旬～7月中旬とみてよい。

初めの脱出力確認できたら1週間後，それから10日後

に殺虫剤の散布を行えば，かなりの効果力糊侍できる。

産みつけられた卵やふ化幼虫，あるいは咳み屑を外に

排出しながら食害する2～3齢幼虫に対しても，薬剤の

種類によっては防除効果力朔待できる。カンキツでは成

虫の脱出最盛期から35日後が卵～2齢幼虫，53日後

が卵～3齢幼虫の最も多い時期であり，この間の防除が

有効という（川村，1977)。使用薬剤は，成虫に対して

はダイアジノン乳剤,PAP乳剤，ジメトエート乳剤な

どがあり，卵，幼虫に対してはMPP油剤.MEP(サ

おわりに

緑化樹の害虫のうち，難防除害虫といわれているゴマ

ダラカミキリについて若干の知見を述べてみた。緑化樹

は道路緑地帯や公園に植栽されている樹種の病害虫対策

が問題にされがちであるが，むしろ苗木の生産段階の病

害虫が問題であり，最近はその被害も増えている。例え

ば，アラカシやシイなどにつくシロスジカミキリ，ハナ

ミズキを加害するコウモリガ類，ツツジ類，ハナミズキ

などの根を食害するコガネムシ類の被害も大きな問題に

なってきている。それにもかかわらず，緑化樹の害虫に

ついてはまだリストアップの段階から脱していない。今

後，緑化樹害虫の調査，研究が大きく進展することを期

待したい。

引用文献

1)Adachi,I.(1988a):Appl.Ent.Zool.23:256-
264．

2）足立礎(1988b):植物防疫42:475～478.
3）阿久津喜作・窪木幹夫（1981）：応動昆25：156～

161．

4）青野信夫・村越重雄(1980):神奈川園研報27：28
～34．

5）ダニレフスキー，ア，エス（1961）：昆虫の光周性，

日高・正木訳，1966，東大出版会，東京,293pp.
6）堀江博道（1989）：関東東山病虫研報36：9～13．

7）伊藤喜隆ら（1980）：同上27：148～149.
8）岩測喜久男（1989）：植物防疫41：44～49．
9）加藤勉（1982）：今月の農薬26:102～107.
10)小島圭三・林匡夫(1969):原色日本昆虫生態図鑑I,

カミキリ編，保育社，大阪,302pp.
11）・中村慎吾（1986）：日本産カミキリムシ食

樹総覧，比婆;科学振興会，広島,336pp.
12)LlNSLEY,E、G.(1959):Ann.Rev.Entomol.4:

99～138.

13)(1961):Univ・CaliforniaPubl.Entomol.,
18：1～135.

14）横井直人（1989） :応動昆 33：175～179.

－52－



紹介新登録農薬 201

勅

『殺菌剤』

アグロバクテリウム・ラジオバクター剤（元.12．1登録）

本剤は，静岡県農業識魚場とトモノ農薬(株)により開

発されたアグロバクテリウムラジオバクターストレイン

84を含有する殺菌剤である。同菌は1972年にオースト

ラリアのKerr博士によって，根頭がんしゅ病菌に桔

抗的に作用することが報告されている。

作用機構は，同菌が産生するアグロシン84と呼ばれ

る抗菌性物質による根頭がんしゅ病菌のDNAと細胞壁

の合成阻害及び植物付傷部における同菌と根頭がんしゅ

病菌の競合によるものと考えられている。

商品名：バクテローズ

成分・性状：製剤はアグロバクテリウム・ラジオバク

ターストレイン84を1.0×10*cells/g含む暗褐色繊

維状である。本菌の最適生育温度は25～28℃，最適生

育pHは6～7.5の中性である。

分類学上の位置及び系統：

綱： 分 裂 菌 綱 目：真正細菌目

科：根生菌科

属・種：アグロバクテリウム属ラジオバクター種

系統：ストレイン84

適用作物，適用病害及び使用方法：下表参照。

アグロバクテリウム・ラジオバクター剤

(バクテローズ）

亜 旦 二 I 詞 走 P → 君 、 丑 全 日 E

使用上の注意：

①本剤は生菌を含むため，保管する場合は直射日光

を避け，なるべく低温な場所に置くこと。

②希釈液を調製する場合には清潔な容器を用い，他

の農薬や肥料は混用しないこと。

③希釈する水は塩素を含まないものを使用すること。

なお，水道水を使用する場合には，1日以上くみ置いて

塩素を飛ばした後に使用すること。

④苗木は掘り取り後水でよく洗浄し，土壌等を除去

した後に本剤の希釈液に浸漬すること。なお，既に感染

した苗に対しては効果がないので，予防的に使用するこ

と。

⑤苗木の根を整理する場合は，浸漬の直前に行うこ

と。

⑥一度作った希釈液はその日のうちに使用し，翌日

は使用しないこと。また，希釈液が過度に汚れた場合に

は，新たに作り直すこと。

⑦本剤の使用に当たっては使用量，使用時間，使用

方法を誤らないように注意し，特に初めて使用する場合

には病害虫防除所等関係機関の指導を受けること力哩ま

しい。

毒性：（急性毒性）普通物。

（魚毒性)A類。

フラザスルフロン水和剤（元.12．1登録）

本剤は，石原産業(株)が開発したスルホニルウレア構

造を有する除草剤である。作用機作は，雑草の茎葉およ

び根から吸収されたのち，分岐アミノ酸生合成に関与す

るアセトラクテー卜合成酵素を特異的に阻害することに

より，バリン，ロイシン，イソロイシンなどの必須アミ

ノ酸の合成を阻害し，タンパク質代謝や生体内の代謝に
異常を生じさせ，植物を枯死に至らしめると考えられて
いる。

商品名：シバケン水和剤

成分・性状：製剤は，1－（4,6-ジメトキシピリミジン
ー2-イル）-3-（3－トリフルオロメチル-2-ピリジルスルホ

ニル）尿素10.0%を含有する類白色水和性粉末である。
純品は類白色結晶性粉末で，融点166～170℃，蒸気圧
3.1×10-'mmHg(20℃.溶解度，水(24℃)16.llppm.
アセトニトリル（25℃）1.24w/v%,酢酸(25℃)0.67
vv/v%,DMSO(25℃)20．3w/v%,アセトン(20℃）
1.2w/w%,トルエン(20℃)0.06w/w%である。
(構造式）

CF, OCHa

SCKNHCONH

Hs

適用作物，使用雑草名及び使用方法：下表参照。

作物名

日本芝

フラザスルフロン水和剤（シバゲン水和剤）

適用雑草名

一年生雑草

多年生広葉

雑草

及び

ヒメクグ

ハマスゲ

一年生雑草

使用時期

春期～夏期

芝生育期

(雑草生育
期）

秋期～冬期

(雑草生育

初期）

10アール当り使用量

薬量 希釈水量

(g) (/)

25～50

150～200

50～100

25～50

使用

方法

散布

使用上の注意：

①使用の際は展着剤を加用し加圧式散布機を用いて

雑草の茎葉部に均一に付着するように散布すること。

②ターフを形成した日本芝に使用し，西洋芝では薬

害を生ずるので使用しないこと。特にゴルフ場において

は西洋芝を使用しているグリーンやティーグラウンド周
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辺では使用しないこと。

③芝の生育が劣っている場合や生育初期または夏期

高温時には葉の黄変などの薬害を生ずることがあるので

注意すること。

④茎葉処理効果が高いので雑草生育期に散布するこ

と。ただしメヒシバ優占圃場で使用する場合はメヒシバ

の2～3葉期までに使用すること。

⑤広葉雑草のうちイヌホオズキ，オオイヌノフグリ，

セイヨウタンポポ，ツユクサ，および多年生イネ科雑草

には効果が劣るので，これらの雑草が優占する場所での

使用をさけること。

⑥本剤は遅効性で雑草が完全に枯れるまで春夏期で

20～30日，秋冬期で30～40日程度かかるので，誤って

まき直しなどないよう注意すること。

⑦散布後の降雨は効果を減ずるので天候を見定めて

から散布すること。

⑧草花，樹木の新葉等には薬害を生ずるおそれがあ
るので，それらにかからないよう注意して散布すること。

⑨散布薬液の飛散あるいは本剤の流失によって有用

協 会 だより

○ウイルス検定用抗血清の配布（平成2年度）について

本会では，農林水産省の「ウイルス病診断対策事業」

の一環として，植物ウイルス病診断用抗血清を作製し，

次号予告

次5月号は下記原稿を掲載する予定です。

植物 防疫 研究課題の概要矢野栄二

特集：ムギの病害

ム ギ 類 病 害の発生動向高橋麿治

北海道におけるコムギ眼紋病の発生の現状と当面

の対策 尾 崎 政 春

オオムギ雲形病の発生生態と防除

鈴木穂積・荒井治喜

烏のディストレスコールの機能と烏害防除への利用

松岡茂

植物に薬害が生ずることのないよう光分に注意して散布

すること。

⑩散布器具の洗浄水および残りの薬液は河川等に流

さず,･容器等は焼却等により環境に影響を与えないよう

安全に処理すること。

⑪使用にあたっては使用量，使用時期，使用方法を

誤らないように注意し，特に初めて使用する場合は病害

虫防除所等関係機関の指導を受けること力哩ましい。

⑫使用残りの薬剤は必ず安全な場所に保管すること。

毒性：（急性毒性）普通物。

①粉末は眼に対して刺激性があるので眼に入らない

よう注意すること。眼に入った場合には直ちに水洗し，

眼科医の手当を受けること。

②散布の際には農薬用マスク，手袋，長ズボン，長

袖の作業衣を着用すること。また散布液を吸い込んだり

浴びたりしないように注意し，使用後は手足，顔などを

石けんでよく洗い，うがいをすること。

（魚毒性)A類。

実費配布しておりますが，平成2年度に配布可能な抗血

清の種類が決まりましたので，お知らせいたします。

なお，配布可能な抗血清の一覧表は，後付広告中に掲

載しておりますので，ご覧下さい。

キュウリ褐斑病のﾂ姓動向及び研究の現状と防除対策

挟間渉

アザミウマ類のアイソザイムによる識別法村井保

性フェロモンによる果樹害虫の発生予察田中福三郎

農薬の作物残留分析試料の調製をめぐって

米山伸吾・皆川保雄

植物防疫基礎講座

ナス科野菜の萎ちよう性病害の見分け方(4)

ピーマン萎ちよう性病害

萩原度・神納浄・片山克己

定期購読者以外のお申込みは至急前金で本会へ

定価1部600円送料51円

植物防疫

平成2年

4月号

（毎月1回1日発行）
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総合化学品メーカーとして世界で活躍するヘキ

ストは､農業場面においても､今日､そして明日

へと､つねに経験豊富な技術力ご時代の要
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農薬の生産，出荷

種類別生産出荷数世・金額製剤形態別生産数世・金額
主要農薬原体生産数重種類別会社別農薬生産・出荷数里など
農薬の流通，消'11t

県別農薬出荷金額農薬の農家購入Illll格の推移など
農薬の輸出，輸入

種類別輸出数塁種類別輪人数型仕向地別輸出金額など
登録農薬

63年9月末現在の登録農薬一覧農薬登録のしくみなど
新農薬解説

関連資料

農作物作付（栽培）面禎空中散布実施状況など
付録

農薬の毒性及び魚准性一覧表名簿登録農薬索引など

お申込みは前金（現金・小為替・振替）
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1976年版-2,266圧

-1975年版-2,060円
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－1963～74，1978～80，84，

85年版一

品切絶版

※定価は税込価格です。

Ⅷ

’
で本会へ
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‘‘箱でたたこうﾉｲﾈﾐスゾｳﾑｼ”
イネミズゾウムシをはじめ､イネドロオイムシ･イネヒメハモグリバエ･ウンカ、

ヨコバイ類などの水稲初期害虫の同時防除が出来ま魂

<育苗箱専用＞

オンコ〃唖釦5
匿ヨ
1浸透移行性：速やかに浸透移行し､植物全体を害虫から守ります。

2残効性：残効期間が長いので､薬剤散布回数を減らすことが出来ますb

3広ぃ殺虫ｽぺｸﾄﾙ:広範囲の害虫に効果を示し､－剤で同時防除が出来ま魂
、≦心

噂大塚化学株式会社
大阪市中央区大手通3-2-27

農薬部/TeLDB9466241

CIBA-GEIGY
研究の伝統に生きる

|水稲羅菌剤｜
●コラトツプ⑧粒剤5
●フジトッブ⑧粒剤

|園芸殺菌剤｜
●リドミル⑧MZ水和剤

●リドミル⑧銅水和剤
●リドミル③粒剤2
●リミドル⑧モンカット⑨粉剤

|水稲除草剤’｜畑作除草剤｜
●ソルネット⑧粒剤●デュアール⑨乳剤
●バレージ⑧粒剤●ゲザノン⑧フロアブル
●クサホープ⑧D粒剤●コダール⑧水和剤
●ワンオール⑨粒剤●コダール⑨細粒剤F
●ゴルボ⑧粒剤●シマジン⑧水和剤･粒剤
●センテ⑧粒剤●ゲザブ'ノム③水和剤･フロアブル
●イナズマ⑧粒剤●ゲザバツクス⑧乳剤･粒剤
●ライザー粒剤●ゲ ザ ガ ー ド ⑧ 粒 剤 ･ 水 和 剤

:召霜堂蝋剤｜殺婁剤｜
●クサノック⑧粒剤●エンセダン⑧乳剤
●シメトリン混合剤●スプラサイド⑨乳剤･水和剤

●エイカロール⑨乳剤

●ダイアジノン⑨乳剤･粒剤･水和剤

§日本チハカイギー株式会社
蕊
離アグロテツク本部〒'05東京都,巷区兵松町2-4-'（世界貿易センターヒル34F）冠03-435-5 ID＝登録商標



ウイルス検定用抗血清の配布のお知らせ

本会では，下表のように，農林水産省の「ウイルスルス剤の－，二次スクリーニング試験を実費にて実施

病診断対策事業」の一環として，植物ウイルス病診断しております。詳細は下記あてご相談下さい。

用抗血清を作製し，実費配布しております。なお，お（問合せ先）

申し込みは，研究所総務係あて文書にてお願い致しま（社）日本植物防疫協会研究所ウイルス研究室

す。 〒 3 00-12茨城県牛久市結束町535

また，研究所ウイルス研究室では，抗血清作製配布（電)0298-72-5172

事業のほかに，ウイルス病の依頼同定及び抗植物ウイ(FAX)0298-74-2294

配布中の植物ウイルス抗血清

抗血清 の種類

キュウリ緑斑モザイクウイルス（スイカ系）抗血清

キュウリ緑斑モザイクウイルス(キュウリ系)抗血清
タバコモザイクウイルス（普通系）抗血清
タバコモザイクウイルス（トマト系）抗血清
タバコモザイクウイルス（トウガラシ系）抗血清
タバコモザイクウイルス（ワサビ系）抗血清
カブモザイクウイルス抗血清

ジャガイモXウイルス抗血清

キュウリモザイクウイルス（普通系）抗血清

ズッキニーモザイクウイルス抗血清

カボチャモザイクウイルス抗血清

ダイズモザイクウイルス抗血清

インケン黄斑モザイクウイルス（えそ系）抗血清

稲縞葉枯ウイルス抗血清

稲萎縮ウイルス抗血清

温州萎縮ウイルス抗血清
柑橘モザイクウイルス抗血清
柑橘トリステザウイルス抗血清
オオムギ縞萎縮ウイルス抗血清
ジャガイモYウイルス（えそ系）抗血清
ブドウファンリーフウイルス抗血清
ビートえそ性葉脈黄化ウイルス抗血清
ユリ潜在ウイルス抗血清
オドントグロッサムリングスポットウイルス抗血清
（細菌抗血清）
シュードモナス・グルメ抗血清
シュードモナス・セバシア抗血清
（モノクローナル抗体）

稲縞葉枯ウイルス抗体
タバコモザイクウイルス抗体

（普通，トマト系，トウガラシ系）
キュウリ緑斑モザイクウイルス

（スイカ系，キュウリ系）抗血清

血清試験方法

微量沈降反応法,寒天ケル内二重拡3）
散法，エライザ法

"

〃

〃

〃

〃

微量沈降反応法，重層法，寒天ケル
内二重拡散法

"

微量沈降反応法，寒天ケル内二重拡
散法，エライザ法
微量沈降反応法，重層法，寒天ケル
内二重拡散法

〃

微量沈降反応法，重層法，寒天ケル
内二重拡散法，エライザ法
微量沈降反応法，重層法，寒天ケル
内二重拡散法
感作赤血球集反応法，ラテックス凝
集反応法，エライザ法
感作赤血球凝集反応法，ラテックス
凝集反応法

エライザ法，ラテックス凝集反応法
エライザ法

〃

〃

〃

ノノ

〃

ノノ

〃

60m/2) １１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

０
０
０
０
０
０

６
３
３
５
８
４

100

60

40

40

10

25

120

70

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
１
３
８
８
２
１
４
４

重層法，エライザ法
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抗血清作製，調製の難易と所要経費の多少に応じてA～Fに区分した。2）平成2年2月10日現在の量を示す。

要望に応じて表に示す試験法以外の方法に調製可能（別途協議)。

抗血清配布単価 (Iml当たり）

1）

3）

雪触喫
微量沈降反応法,寒天ケル内1）
二重拡散法，重層法

帥
球
法

感作赤血

凝集反応

テ
集

う
凝

ツクス

反応法
エライザ法

本会会員および
国公立機関

区分

18,000円
22,500

10,800円
13,500

円 円Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

39,000円
40,500

42,000

47,500

50,500
49,000

29,500 28,500

30,500

31,50056,000

50,500
33,600
30,300

l)抗血清原体(Iml)の価格を示すo2)官民共通の価格を示す。 消費税（3％）が加算されます。
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ﾖｯﾄつ！
;訓鹿鍬の終りで式

これは､雑草の一部につくだけで雑草の体|ﾉ1の-イラろrず

みにまで行き渡る特性と､同じ薬{1tなら濃度が高い

(少ない水で希釈する)ほど効果が増すという性

質を持つラウンドｱｯﾌ゚ だからできる新しい

除草法です。

水1，tが少なければ､散布がらくなだ

けでなく､水の運搬､薬剤の調合

の'11数を少なくてきます。

多吐散布から少且散布

へ｡時代は､資源節減、

省力化に向づています5

ぜぴ試して､効果と

労力の差を実感

してください。』

●薬量が25(Mと少なく経済的。

通常の散布方法て､Illアール当りr-,ifの薬量が必要な場而でも、

250meで､同じ効果を出すことがで､き経済的で､す。

●散布水量がE5fl(今までの昔～昔)と少なく省力的。

除草剤の散布は薬剤によって10アール当り1004あるいはfillipの散

布水量が必要でしたｶﾐ専用ノズルを取り替えるだけでわずか25Q

で済み散布､準備､水の運搬､薬剤の調合が楽になり省ﾉJ的で魂

●ノズルは､ラウンドノズル25を必ず使用。

少水量散布専用ノズルを必ずご使用ください｡このノズルは、

●従来の散布歩行スピーK散布要髄を変えることなく10アールに

259の水量を散布で､きま~拠

●散布した所が白く見え重複やかけ残しがなく硫実でれ

●飛散が極めて少ないので大切な作物にも安心で．-屯

ヨ

ﾗｳﾝドｱﾂｽ゙ は､安畠全性が高いので
取扱いが容易で式
●大切な作物の根からは､吸収されません。

●土の活力を守りま戎

●アミノ酸系の除草剤で戎 (人畜毒性/普通物||魚毒性/A類）

◎

|■■■■

。

食r米I¥Iモンサ

蟻:癖灘鰯患… 口

う
蓑喜

L」

罰
嘗妻

●ﾗｳﾝドｱｯブを詳しく説明したパンフレットを

差しあげておりま魂右記の住所までお申し込みください．

ラウンドアップ普及会

クミアイ化学工業㈱･三共㈱
事務局日本モンサント株式会社ｱグﾛｻｲｴﾝｽ事業部
〒1001〔ﾙ(都千代lIllx:jLの内3-1-1{副際ピルTe1.(03)287-1251

I
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紋枯病に効きめが長く､使いやすい

モョカ四F粒剤

髭
特長、粒剤なので手軽で省力的ですも

日残効性が長く､散布回数が軽減できますも

回天候に左右されず､余裕をもって使えます6

回ドリフトがなく､安全性の高い薬剤です6

●使用量:10アール当り4kg●使用適期:出穂20日前中心に使用

いもち･紋枯病が同時に防げる粒剤

姉妹品=刀詔ワヨモョカ四F粒剤
⑧：「モンカット｣rフジワン｣は日本農薬㈱の登録商欄

｡'･己L■
,■4
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⑧日本農薬株式会社東京都…区日本橋,丁目&番‘号



I暇

暇
1

草 新時

却
訂

農

､殺虫剤の概念を変えた

注目の脱皮阻害剤〃
●1ヵ川以Lの長い効き｜|・他の殺虫向1]に

抵抗性の脊虫にも効く。人畜・有i社と虫

に安全｡薬害の,L､配がない｡殆どの薬剤と

混用出来る｡(ボルドーにも混ぜられま魂）

メロンのミナミキイロアザミウマにも
適用拡大

ﾃﾐﾘゴ水和剤
今､話題0

●ウキクサ･ｱｵﾐドﾛ･表層ﾊｸﾘの防除に峨適の卑ill剤で魂●ｲ,タバコ･桑のI.塊消毒剤｡刺激臭がなく礎心して

初期･中期･一発剤との混合散布は火好i沖〃 仙えまれ

モゲトジ粒剤猟ユア雲隠粒灘，
●ボルドー液の'M広い効果に安術性がﾌ゚ ﾗｽされた

果樹･Wj:菜の殺1.1

●各種ハダニのりII-幼虫･成虫に有効でボルドー液にも混川で

きるシャープな効きめのダニ向']。

ンド当澗バイデン乳剤
●ﾖﾓギ･ギシギシ･スギナには特によく効きま魂

粒間IIタイプで果樹|判､空地､恥IIi地､墓地等にK麺ですも

●晩柑獅のへた落ち防止剤。

速効的に効く､りんご･梨の落果f力止剤。

マ デ 乳剤カソロン維釧躯
函暫無蹴舗述謬



こんど例EB剤はどこかちがう洋
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１ 適用病害と使用方法 ｉ
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’
*本剤およびビﾘﾌｪﾉｯｸｽを含む項要の配使用回数

●使用にあたってはラベルをよくお晩み下さい｡

蝋務)")日南化薬柿式会社

東京都千代田区丸の内1-2-1〒100念03(212)4360三共㈱北海三共㈱／ノし州三共(槻／トモノ農薬㈱H3本ロシユ㈱㈱

箱で余裕 ミズ防除◎
水稲初期害虫を同時防除

力ルボスルファン･･･3.0％ Rは米国FMC社の登録画挿です噂

④日腐化学芋ME閑語_ボﾚー ｼｮﾝ
鮒昌継04497-4

作物名

りん ご

ぶどう

てんさい

ばら

産用病害名

黒星病

うどんこ病

赤里病

うどんこ病

褐珊隅

黒星病

うどんこ属

希釈倍数

1.000～1.500倍

1,000倍

1,000倍

500倍

1,000～1,500倍

使用時期

収穣30日

前まで

使用回数

3回以内

4回以内

使用万法

散布


